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エリート警察官は彼女を逃がさない

笠井未久
















　楽団が奏でる民族音楽が聞こえてくる。

　そこには豪華絢けん爛らんなシャンデリアが設しつらえられ、数々の煌きらびやかな料理が並び、たくさんの各国のＶＩＰがパーティーを楽しんでいるのだろう。

　そんなことを思いながら、私は笑顔を貼りつけ早足で化粧室から出た。

「ちょっと君、待って」

「なんでしょう？」

　急いでいる時に声をかけられ、私は少し早口で問い返した。そこにはインカムをした、いかにも警備といった雰囲気のスーツ姿の男性が仁王立ちしている。

「身分証は？　どこから潜り込んだ？」

「え？」

　まさか自分が疑われるなんて思いもせず、一瞬なにを言われているのか理解できなかった。そんな私に構うことなく、その人はいきなり腕を掴んだ。

「なにするんですか！」

　私は叫ぶと同時に咄嗟に掴まれている手から脱出し、柔道の技でひねり上げた。

「痛っ」

　まさか女性がそんな行動に出るとは思っていなかったのか、相手の男性が焦るのがわかった。

「佐さ渡わたり、なにをしてる？」

　すぐ近くから聞こえた冷静で温度のない声に、私も動きを止める。

「二に階かい堂どう警視正！」

　そう呼ばれたのは、息を飲むほど容姿の整った男性。耳が隠れるくらいの少し長めの髪は綺麗に整えられていて、シルバーフレームの眼鏡の奥に見える瞳は漆黒の深い色をしていた。

　身長も百八十センチほどはあるだろうか。どこかのモデルと言っても通用しそうだが、雰囲気はまったく違った。ひやりとした声音には、感情が見えない。

　警視正と呼ばれたことから、今日のパーティーの警護の責任者に近い人だとわかる。その人の登場に、今自分の置かれている立場を理解した。

　――本もと橋はし美み緒お、二十六歳。

　このホテルに勤務していて、いつもはフロント業務を担当しているが、今日は重要な外交パーティーが入っており、そのパーティー会場で人員不足が起きた時の対応要員としてヘルプに行く途中だった。

　だからホテルの制服ではなく、ただのパンツスーツだ。いつもはアップにしているダークブラウンの髪は外交パーティーということもあり、少しでも華やかにと下ろして緩く巻いていた。

　身長は平均より少し高い百六十三センチで、顔はどちらかと言えば、美人というよりかわいらしいと形容されることが多い。細身だが、隠れている腕などが少し筋肉質なことを気にしている。

　少し遅れたのは通常業務が押したためだし、ホテルの人間なのでセキュリティーもきちんと通っている。そんな私が、疑われる要素がわからない。それなのに。

「うっ」

　疑われたことへの怒りから、私は無意識に腕を締め上げてしまい、佐渡と呼ばれた男性が声をあげてハッとする。

「ごめんなさい」

　いくら濡れ衣だとはいえ、こんなことをするべきではないと慌てて手を離した。

　そんな私たちの様子を見ていた二階堂と呼ばれた人は、静かに言葉を発した。

「佐渡、もう行け。そしてもう一度武術をやり直すんだな」

「はい」

　真っ青な顔で佐渡さんは答えると、頭を下げてその場から去っていった。

「そして」

　そこで言葉を区切り、二階堂さんは私を真っ直ぐに見た。

「部下が大変失礼いたしました。あなたをパーティーに潜り込んだモデルなどと勘違いしたのだと思います。ですが部下が疑った理由もあると思うので、一応身分証の提示をお願いしても？」

　先ほどとは違い、微笑を浮かべながら尋ねる二階堂さんに、私はため息交じりにポケットからセキュリティーカードを出す。冷静に求められれば拒否する理由もない。

　それを見た後、二階堂さんは静かに頭を下げた。

「大変失礼をいたしました。どうぞ勤務についてください」

　なんとも言えない微妙な空気が漂うのがわかり、私は小さく息を吐いて頭を下げる。

「それでは失礼いたします」

「さっきの腕うで挫ひしぎ手て固がため、見事だった」

　囁ささやきくらいの声だったが聞こえたその言葉に、勢いよく彼の顔を見れば、その瞳はおもしろいものを見るように細められていた。

「本橋さん！」

　そこへなにか問題が起きたと思ったのか、ホテルのマネージャーが走ってくる。

「これは、二階堂警視正！　うちの本橋がなにか？」

　警護の打ち合わせなどで会っていたのだろう、二階堂さんの姿に慌てたようにマネージャーが襟えりを正す。

「いえ、なんの問題もありません」

　さっきとはまったく違う、一番初めに見た表情に戻った彼は、それだけを言うと颯さっ爽そうと歩いていってしまった。

「なにがあったんだ？」

「えっと」

　ここで不審者と疑われたと言っても意味がない気がして、私は違う質問を返す。

「彼は？　警察の方ですよね？」

「ああ、ここだけの話だが、今回の警備の責任者で父上が警視総監。本人もＴ大卒の超エリートだよ。二階堂征せい爾じ警視正、確か三十歳を過ぎたくらいじゃないか？　あの年で異例中の異例の出世だが、なによりその采配、警護実績などあげたらキリがないほどの人物だよ」

　まさかそんなすごい人だったとは思わず、私は今更ながら背中に冷汗が流れる。

「それより、今日の大使の離任レセプションは招待客もかなり人数が多くて、料理の減り方も大きい。それに売名をしたいモデルとかも潜り込んでるらしいから気を付けて見てくれるか？」

　マネージャーの言葉に、まさかその人たちに自分が間違われたなど口が裂けても言えない。

「わかりました」

　小さく会釈をすると、私は気合を入れてパーティー会場へと向かった。

「美緒、お疲れ」

　会場に入り、華やかすぎる光景に少し圧倒されていると、隣に笑顔を貼りつけたままの同僚の近こん藤どう咲さく良らが立つ。

「パントリー今日、死ぬほど大変なんじゃない？」

「もう死んでる」

　周りに注意しつつ尋ねれば、咲良は表情そのままに声を低くして答えた。

「だよね」

　それだけの言葉を交わし、私も全体を見回した。ドレスアップした女性に、タキシード姿の男性、和服を着た落ち着いた女性から、民族衣装の華やかな異国情緒あふれる装いの人まで様々だ。

　皆一様に、和なごやかに歓談している。

　その中で先ほどの男性を見つけた。周りに溶け込みつつも重要人物の近くにいる二階堂さんは紛れもなく、警備のプロなのだろう。一瞬仕事を忘れてそちらを見ていたことに気付き我に返る。

　そして、料理の残りや、ドリンクが足りているかを確認して指示を出す。困っている人がいれば声をかけ、通訳が必要そうならば通訳者の場所まで案内した。

　そんなことをしているとあっという間に、パーティーは終わりを迎えた。




「疲れた……」

　フロント業務も様々なお客様が見えるが、今日のパーティーはやはり参加人数が多くてやることも増え、対応に追われた。

　後片付けをして従業員出口を出た頃には、二十二時を回っていた。

　疲れもピークで足取り重く駅へと歩いていると、ハザードを灯した一台の高級車が目に入る。横を通り過ぎようとしたところで窓ガラスが開き、私はビクッとしてその車を見た。咄嗟に防御の姿勢を取った私に、今度は笑い声が聞こえる。

「君になにかをしようとしたら、逆にやられそうだな」

　その声にハッとする。そこにいたのは先ほどまで冷徹な表情で会場にいた二階堂さんだったのだ。

　ふざけた物言いに、私はコホンと姿勢を正すと「お疲れ様でした」と頭を下げた。

「偶然だね、送るよ」

「え？」

　まさかそんな言葉をかけられると思っていなかった私は、ポカンとしていたようだ。

　その表情を見て二階堂さんも意外そうな顔をする。

「ちょうど、仕事の電話で車を停めて話してたら、君の百面相が見えて」

　そんな変な顔はしていないはずだが、いつから見られていたのかと不安になる。

「乗って」

　まだ電車もあるし、夜遅くても私には護身術もある。送ってもらう理由などまったくない。

「いえ、結構です」

　まさか断られると思っていなかったのか、二階堂さんは一瞬間を置いた後、車から降りてきた。

　きっと忙しいだろう彼に送ってもらう義理はないし、自分で帰れる。

　彼を無視し、私は歩き出した。

「待って」

　後ろから聞こえた声にピタリと足を止めた後、くるりと振り返った。

「あの、先ほどあなたが言ったように、私になにかしようとしたら逆にやられますよ。そんな女なのでお気遣いは結構です」

　自分でも根に持っていたんだなと思うものの、発してしまった言葉は元に戻らない。エリート警察官ともなれば、そんなことを言われて怒ると思いきや、予想外の言葉が返ってきた。

「悪かった。重ね重ね君を不愉快にしてしまったみたいだな」

　整えられていた髪をクシャりとすると、前髪が少し額にかかり冷たさが減ったように見えた。そんな彼に、私もキュッと唇を噛んだ後、謝罪をする。

「いえ、私も言いすぎました」

　初めに疑ったのはこの人ではないし、先ほどの逆にやられそうだなというセリフも本当のことだ。

「君が自分で身を守れることはわかったけど、今日のお詫びもかねて送らせてほしい。頼む」

　お願いをされてしまうと、男性に誘われ慣れていないせいもあり、うまく断るセリフを思いつかない。そんな私の少しの隙を見つけたようで、二階堂さんは助手席のドアを素早く開くと私をエスコートして乗せてしまった。

　あまりにもスマートな行動に、私は成す術なくちょこんと高級車に納まった。

　普通の車だが警察関係の人の車に乗ることなど初めてだし、ましてや男性とこういうふたりの空間に慣れていない私は、ジッと同じ姿勢でただ座っていた。

　仕事の時はどれだけでもお客様と話ができるのに、やたらと緊張している自分に気付く。

　なんとか自宅の方向を伝えると、車は静かに走り出した。

「なんか警戒されてる？」

　苦笑気味に話す彼は、プライベートだからなのか、先ほどのように研ぎ澄まされた雰囲気ではなく穏やかな気がして少し安堵する。

「いえ、警察の方に連行されることなんてないから」

「連行って」

　私の言い方がおもしろかったのか、二階堂さんは声をあげて笑う。

「今は仕事じゃないし、俺は交通違反とか取り締まりはしないよ。二階堂征爾といいます。本橋美緒さん」

「どうして？」

「自分でセキュリティーカードを見せただろ」

　あれだけのことで名前を覚えていたことに驚くも、その道のプロだったと思い出す。しかし、制服を着ていないし、ビシッとしたスーツ姿は警察官だと言われなければわからない。

「主に警護を？　警備部の方ですか？」

　多少の知識を呼び起こして尋ねれば、「そんなところかな」と曖昧なセリフが返ってくる。

　警察官が自分の職務を初めて会った人間に話すわけがないことは、少し考えればわかる話で私はそれ以上問いかけるのをやめた。

　先ほどのマネージャーの態度、そして警視正という肩書からも警視庁警備部あたりのエリートなのだろう。その仕事柄、私のかけた技の名前も知っていたことに納得がいった。

「今日は本当に悪かった。あの後、仕事は大丈夫だった？」

「はい、きちんとネームプレートもつけました」

　疑われた時のことを笑い話にするように軽い感じで言えば、彼も穏やかに笑った。

「それにしても武道はどこで？」

　昔の苦い経験もあり職場では隠していることだが、すでに知られてしまっているので、今更隠しても仕方がない。

「実家が柔道の道場なんです」

「それで。見事な技だった」

　本当に感心してくれているようで、私はチラリと運転する姿を見る。

「女らしくないとか思わないんですか？」

　初対面の人になにを聞いているのかと思ったが、つい口からこぼれてしまった言葉を止められず言い訳を探す。

「男の人はやっぱりかわいらしくて守ってあげたくなる人がいいかなって」

「それは過去の男が言ったの？」

　発した声音は変わらなかったが、さらりと言われて返答に困ってしまう。

「そんな大した関係ではないですよ。でも男性なら彼女が自分より強いって知ったら興ざめしますよね」

　初めての彼で一緒にいられるだけで楽しかった。しかし、その淡い恋は彼の放った言葉で、トラウマへと変わった。

　付き合って一カ月くらいの頃だったと思う。酔っ払いに絡まれた時、よかれと思って相手を倒した時の彼の信じられないといった表情。それを今でも鮮明に覚えている。

『女は男に守られてろよ、興ざめだ』

　その言葉と共に別れた後、男友達にかわいげがない、色気もなにもないなどと話していることを知った。それから強い自分を隠すようになってしまった。

　緊張からか、取り留めなく話してしまい、ハッとする。

「最低な男だな」

「え？」

　上品そうな彼が舌打ちでもしそうなほど、冷たく言い放った言葉に驚いてしまう。そんな風に言ってもらえるとは思わなかった。

「自信を持って。少なくとも俺はそんなことは思わない。かわいいだけの女性にも興味がない」

　ちょうど赤信号で止まったタイミングで彼はそう言うと、私をジッと見つめた。

　その綺麗な瞳にドクンと胸が高鳴る。ただのリップサービスだとわかっているのに、落ち着かなくなってしまう自分を叱咤しながら窓の外に目を向けた。しかし、初めてそのままの自分を肯定してもらえたことが嬉しい。

　ドキドキと落ち着かない気持ちでいると、見慣れた景色が見えてきた。

「この辺りで大丈夫です」

「家を知ったからといって押しかけたりしないよ。一応警察官だからね」

　少しおどけたように言った彼に苦笑しつつ、家までの道を案内した。

「ありがとうございました」

　今度こそ家の前まで送ってもらい、ドアノブに手をかけながら頭を下げれば後ろから声をかけられる。

「美緒、また会ってくれる？」

　いきなり名前で呼ばれるなんて、普通だったら嫌悪感を覚えそうなものだが、頬が熱を帯びただけだった。

「スマホ出して」

　拒否しようと思えばもちろんできたのに、私はしなかった。

　バッグからスマホを出してお互いの連絡先を交換する。

　きっとただのエリートの気まぐれだろう。でも、少しだけこの人を知りたい、そう思ってしまった。




「なんか美緒、調子悪い？　それともなにかあった？」

　従業員用の休憩室でお弁当を広げた私は、目の前に座ってドーナツを食べている咲良に視線を向けた。

「そんなことないよ」

「いや、長い付き合いをなめない方がいいよ。体調じゃなきゃ仕事、いやまさか男？」

　にやにやしながら咲良は私をジッと見据える。

　昼食には少し遅い十四時半、これから始まるチェックイン業務前に腹ごしらえに来ていた咲良と一緒になれたというのに、どうやら私の顔は曇っていたらしい。

「仕事……ではない」

「え？　嘘、冗談で言ったけど本気で男？」

　心底驚いたようで咲良はドーナツを持ったまま動きを止めた。

「そこまで驚くこと？」

　今までどんな風に思われていたのかと、私は少しだけ不服で問いかける。

「いや、それは自分に言いなよ。どんなに声かけられてもフロントの本橋さんは落ちないって有名よ」

「大袈裟な」

　確かに何人かに声をかけられたことはあったが、職場でもめ事になるのを避けたくて、丁重にお断りした。

「で？　どうしたの？」

　興味津々に尋ねられるも、私だってよくわからない。というよりただからかわれただけなのだ。そう、あれから二週間が経過するが、二階堂さんからの連絡はなにもない。あれほど強引に送ってくれて連絡先を聞いてきたのに。

「美緒」

　また表情が曇っていたのか、咲良が催促するように私を呼ぶ。

「まだなにも始まってない。ただ声をかけられて連絡するって言われたけどそのままってだけ」

　相手を詳しく話すわけにはいかないが、要約すればそれだけのことだ。

「嘘、美緒がナンパされて連絡先を教えるとかありえない。そんなに素敵な人だったんだ」

　素敵な人。その言葉にドクッと胸が高鳴る。そのままの私を肯定してくれたのは初めてだからこそ頭から離れないのだろうか。

　そこまで考えて私はフルフルと頭を横に振った。あれはただのリップサービスだ。本人を目の前にして「女性らしい人がタイプ」なんて言えるわけがない。

「もういいの。忘れることにする」

　始まってもいないのだから、これ以上考えなければいい。そう思った。




　気持ちを切り替えて仕事に戻り、チェックインの対応やフロントへの依頼をこなしているとあっという間に時間は過ぎていく。

　そんな時、フロント裏の事務所から私を呼ぶ声が聞こえた。

「本橋さん、スイートルームのお客様の対応行ける？　フランス語だからお願いしたくて。でももう終わりの時間よね？」

「大丈夫、その対応したら上がるね」

　同僚からの依頼を快諾しつつ、頼まれていたものを受け取る。

「これ？　これが必要なの？」

「そうなの」

　そこには東京のガイドブック。今時ネットでいくらでも見られるはずだ。もちろん説明をする時などに使うために何冊も常備はしてあるが、これを持ってきてほしいという依頼は珍しい。同僚も首をかしげている。

　フランスの方が日本語の本を読めるのだろうか。そんなことを思いながらも私はそれを持ってホテルの最上階へと向かう。三十階建てのこのホテルの最上階は、セキュリティーが完璧に施されそれなりの身分の人しか入れない。ふわふわの絨じゅう毯たんを歩きながら、スイートルームの前で息を整える。ベルを鳴らせば、少しして扉が開いた。

　声を出そうとしたが、目の前に現れた人に驚き、持っていた本を落としてしまった。

「どうして……」

　そう呟いて立ち竦すくんでいると、二階堂さんは本を拾った後すばやく私の手を引き、扉を閉めた。

「美緒が来てくれてよかった」

　今日はラフなブラックのパンツに白いシャツを着た彼は、私を見て微笑む。

「フランス語で話せば美緒が来てくれるかと思った。賭けだった。指名するわけにはいかなかったから」

　いったいいつ私がフランス語を話せると知ったのだろうか。疑問に思うことだらけだが、端的に問いかける。

「どうして？　ここでなにを？」

「どうしても謝りたくて。連絡すると言いながらできなかったこと」

「そんな……」

　この間から確かにずっとそのことを気にしていたが、いざこうして本人を目の前にしてしまえばなにも言えない。

「美緒の連絡先が入ったスマホを自宅に忘れたまま、仕事でずっと出てる」

　真っ直ぐに伝えられた言葉に嘘はないように見える。ここにいることが仕事というのならそうなのだろう。

「わかりました。身体には気を付けてくださいね」

　きっと重要な言えない内容だと理解して、私は笑顔を見せた。

　そうするといきなり彼の腕に囲われ、抱きしめられた。

「ありがとう」

　細く見えたのに、抱きしめる腕は力強く筋肉もついているようだ。私もそれほど華奢ではないし、男勝りで生きてきたが、すっぽりと抱き竦められたことに驚いてしまった。

　少しして、今の状況をじわじわと理解する。

「あの……えっと」

　どうしていいかわからないし、恥ずかしいしで意味のわからない言葉を発した私を二階堂さんはそっと離すと、私の頬に触れ瞳を覗き込む。

「俺のこと忘れないで」

　その言葉の後、チュッとリップ音を立てて唇に触れるだけのキスをされる。なにが起きたかわからず放心する私に、二階堂さんはクスッと笑った。

「これ、ありがとうございます」

　その言葉が聞こえたときには、今までとは違ってビシッとしている。抗議の声をあげる暇もなかった。

　お客様としてのその顔に、私も咄嗟に姿勢を正して腰を折る。

「失礼いたします。よいお時間を」

　いつも通り決められたセリフを言えた自分を褒めたかった。心臓がばくばくして、頬に熱が集まっているのがわかる。

　平静を装い廊下に出て、扉が閉まったのを確認する。

　座り込みたい気持ちを耐えて口元を手で覆った。

　どうしてキスをしたの？　その疑問が頭をめぐるが、もちろん答えは出ない。

　この後、仕事になど到底戻れる気がしない。

「よかった。今日はもう終わりで」

　私は小さく呟いて、その場から離れた。










　ホテルの勤務はシフト制で不規則だ。平日休みにすっかり慣れてしまっている私は、掃除をしつつ、朝の情報番組を見ていた。

「いい天気だし、お布団干すかな」

　大学入学と同時に上京して八年、ひとり暮らしもひとりの時間も慣れっこだ。

　そんな時、ポケットからスマホの着信音がした。農家をしている実家から野菜を送ったという母の連絡だろうか。

　忙しい私の健康を気にして冷凍して送ってくれるのでとても助かっている。

「もしもし、お母さん？　また野菜送ってくれたの？」

　布団を持ってベランダにいた私はスマホを取り出すと、母だと思い込んで勢いよく電話に出た。

《ごめん、野菜はないけどランチに行かないか？》

「え！」

　そのセリフに私は危うく布団を落としそうになる。電話の相手は二階堂さんで、クスクスと笑い声をあげている。

《今日、あのホテルでの仕事が終わったんだけど、フロントに姿が見えなかったから電話してみた》

「今日は予定ないですけど、お仕事が終わったばかりじゃないんですか？」

　あのキスからまだ三日しか経っていない。ずっと忙しいと言っていたのに、大丈夫なのだろうか？　そう思いながら尋ねれば電話の向こうから、車のエンジン音が聞こえた。

《今から迎えに行くためにもう車に乗った。だから断るのは無理》

「え？　二階堂さん？」

《準備しといて》

　私がなにかを言うのを待つことなく、電話は切られていた。

　強引すぎる！　そうは思うも、私は慌てて布団を部屋に戻すと、クローゼットを開けた。

　あの素敵な人の隣に立つ自分が想像つかない上に、どこに行くかもわからない。

　服装も悩みに悩んだが時間があまりないこともあり、どこにでも対応できそうなブラックのパンツに、淡いピンクのデザインに動きのあるトップスを選ぶ。髪は起きた時からアップにしていた癖をそのまま使って、緩く編み込んでアレンジをした。

　全身を鏡に映したところで、もしかして彼があの完璧なスーツ姿だったら？　やっぱりワンピースに着替えようか、そう思った刹那スマホが音を立てる。

【もうすぐ着くよ】

　その内容に私はあきらめに似た気持ちのまま、バッグを持つと外へ出た。

　以前送ってもらった場所で待っていると、先日と同じ高級車が走ってくる。

　それと同時に自分のものとは思えないほど、心臓の音が大きく聞こえた。今からどこに行くかわからないこの状況も、あの日のキスも、すべてが私を動揺させていた。

「美緒、乗って」

　助手席の窓ガラスが下り、二階堂さんが私を呼ぶ。

「あっ、はい」

　助手席に乗り込むと、ちらりと彼に目を向ける。ハンドルを握る綺麗な手が目に入り、この指が私の頬に触れたことを思い出してしまう。

　一気に顔が熱くなりそうで、慌てて手から視線をはずした。

　彼の服装を見れば、グレーのパンツに、ブラックのニットというシンプルな装いだ。運転をするためか、サングラスをかけていて表情はうかがい知れなかったが、スーツじゃなかったことに安堵する。

「見学は終わった？」

　しっかりと見ていたことが知られてしまっていて、「あっ、えっと、」と口ごもる。

　そんな私に、彼はクスリと綺麗な笑みを浮かべた。

「嘘、いきなりごめん。強引だったことはわかってる」

　いきなり素直に謝罪され、拍子抜けしてしまう。さっきまでは強引なんだからと思っていた。

　しかし、忙しいと言っていた彼が、どんな理由であれ時間を作ってくれたことが純粋に嬉しい気持ちが勝る。

「いえ、大丈夫です」

　少し笑顔を見せれば、彼はホッとした表情をした。仕事の時とは別人のように穏やかで、リラックスしているように見えた。

　これが普段の彼なのだろうか。そんなことを思っていると、車が高速道路に入ったのがわかった。

「あの、今日はどこへ？」

「俺の勝手で悪いんだけど、ゆっくりできるところがいいかなと思って」

　その言葉にドキッとしてしまう。ゆっくり＝ホテル。そんな不安が思い切り顔に出ていたのかもしれない。

「それって……」

　そう尋ねれば彼は、声をあげて笑い始めた。




「確かにゆっくりですね」

　春の日差しが暖かい今日は、確かにゆっくりするにはぴったりだった。

　オシャレなカフェとかではなく砂浜に座ってのんびりすることに驚いていた私に対し、当の本人はご機嫌だ。

　私たちは人のいない砂浜に座り、ホットドッグとコーヒーを片手に海を眺める。

「嫌だった？」

　高級ホテルに毎日出勤しているし、都心のオシャレなレストランやカフェもそれなりに行ったことがある。こうして休日にのんびりと自然に触れられることがとても贅沢に感じられた。

「いいえ。嬉しいです。実家も山でしたし、なかなか海なんて来れないから」

　潮風に吹かれながら食べるホットドッグもとても美味しかった。

「よかった」

　そう言うと彼もホットドッグを頬張る。

「うん、うまい。俺は今三十一だけど、美緒は何歳？」

　キスまでしておいて今更年齢かと思うも、確かに私たちはなにも知らない。

「埼さい玉たま県出身の二十六歳です。東とう京きょうには大学の時に来ました」

　そう伝えると二階堂さんは小さく頷いて「続けて」と口にする。

「自己紹介をですか？」

「うん」

　なにやら面接のようになってしまったなと思いながらも、別に隠すこともないと続ける。

「家族構成は両親と弟で、前に話したように実家は柔道の道場です。それと農家をしています」

「ああ、それで野菜か」

　先ほどの電話のことだとわかり、恥ずかしくなってしまう。

「ごめんなさい、二階堂さんから電話がかかってくるなんて思っていなくて」

「征爾って呼んで」

「え？」

　名前のことだとわかり、私は聞き返す。

「名前。二階堂って堅苦しいだろ？」

　そんなことをいきなり言われても、急に呼ぶことなどできない。

「でも……」

　躊躇する私に、彼はさらに言葉を重ねる。

「はい、征爾って言ってみて」

　そこまで言われては拒否できず、私はキュッと唇を噛んだ後、小さく呟く。

「征爾……さん」

　きっと私の顔は真っ赤だと思う。男性の名前を呼ぶだけなのにどうしてこんなにドキドキしてしまうのだろう。

　そんな私に、征爾さんはにこりと笑った。

「じゃあ、俺も。二階堂征爾、美緒の想像通りの部署に所属する警察官。こないだはあのホテルで警護にあたっていた。これ以上詳しいことは話せないけど、そういう理由で連絡できなくてごめん」

　頭を下げた彼を私は慌てて制する。

「謝らないでください！　お仕事なら仕方ないです」

　そう伝えれば、征爾さんは嬉しそうに笑ってくれた。

「美緒ならそう言ってくれる気がした」

　それだけを言うとコーヒーに手を伸ばす。その姿も様になっていて、やはりどうしてこんな素敵な人が私なんかに声をかけたのかわからない。

　私のどこに興味を持ってこうして誘ってくれているのだろうか。キスはされたが、彼のようにハイスペックな人ならば、女性に困るはずはない。ただの遊びの可能性もあると思う。彼の気持ちを知りたいような気もするが、聞くのも怖いし、うまく聞ける気がしなくて私は波打ち際に視線を移す。

　今まで誰からの誘いでも断ってきたのに、どうして私はここにいるのだろうか。

　自分自身に問いかけてみれば、ただひとつわかったことは、嫌じゃないから。

　――いや、彼と一緒にいたい。それだけだ。

　でも、エリート警察官である彼とは生きている世界もなにもかも違うから、好きになるのが怖い。

　そう思う反面、キスをされても嫌じゃなく、手も出なかった時点で私は彼に惹かれていたのかもしれない。真っ直ぐに見てくれるその瞳も、私を認めてくれたことも。好きになるのって時間じゃないんだ。

　ぼんやりとしていて気付かないうちに目の前に彼の瞳があった。

「美緒、どうした？」

　グルグルと考えていて、表情が硬くなっていたのだろう。彼が私の顔を覗き込んでいる。

　その距離に驚いて後ずされば、手を後ろについてしまった。

　そのまま数秒見つめ合った後、私はそっと瞳を閉じた。

　今度は自ら望んで、キスをしてほしいと思った。

「美緒……」

　少しの間の後、唇に冷たい感触を感じた。アイスコーヒーを飲んでいたからだろうか。彼の唇がひんやりとしていて、余計にキスを実感してしまった。

　その後、なにも言葉を交わさなかった。ここで「付き合ってください」と言うべきだったのかもしれない。でも、私には問いかける勇気もなければ、自信もなかった。そして彼もなにも言わない、それがすべてのような気がした。

　でもいい。

　そんなことを思ってしまった私には、きっと彼との未来はないのだろう。




　その後、私たちはブラブラと街歩きをして、雑貨屋を覗きのんびりと過ごした。

「美緒、明日は仕事？」

「明日は夕方からです」

　ホテル勤務は不規則なシフト制だ。だから、今日はそれほど急ぐ理由もない。

「そうか、じゃあまだ付き合ってくれる？」

「もちろんです」

　勢いよく言ってしまい、羞恥で頬が熱くなるのがわかった。

　自分からもっと一緒にいたいと伝えてしまったことを恥じる。そんな私を見て征爾さんは屈託なく笑った。

「じゃあ行こうか」

「どこにですか？」

　少しだけ困ったようにも見えた彼だったが、私の手をやわらかく握ると歩き出した。

　そして、駐車場へ戻ると助手席のドアを開けて私を促す。

　少しかしこまった紳士的な態度にドキッとする。スマートな彼のエスコートで車に乗ると、征爾さんも運転席へと乗り込む。

　そして数十分走ると、車は海沿いから少し細い道を上がっていく。

　次に車が止まった場所は、木々に囲まれた建物のエントランスだった。

　ホテルにも見えるし、豪華な一戸建てのようにも見えるその場所に私は驚いてしまう。

「ここは？」

　私の問いに、征爾さんは「別荘だ」と答えた。

「お帰りなさいませ。準備は整っております」

　きちんとしたスーツ姿の男性が、完璧な所作で出迎え、笑みを浮かべた。

　さっきまで海を前にしてホットドッグを食べていたのに、急な展開に私は内心パニックだ。

「夕食にしよう」

「あっ、はい」

　廊下を進んで男性に案内されたのは、モダンな広いリビング。全面ガラス張りの窓の外には広い庭があり、なんと滝まである。そしてその向こうには海岸が見えていた。

「綺麗……」

　空はちょうど赤紫に色を変えていて、もう少しで夕日が海へ沈む場面だった。

「テラスにご準備いたしました」

　案内され外に出れば、美しい料理の数々が並んでいた。横並びのソファとテーブル。そこには色鮮やかな前菜や、メインの肉料理、冷やされたシャンパンなどが準備されていた。

「ありがとうございます。あとは私がやります」

　彼の言葉に、男性はゆっくりと腰を折るとその場から去っていった。

　私を先に席に座らせると、征爾さん自らシャンパンを開け、グラスに注いでくれる。

　まるで恋人同士のデートのようだ。

「どうしてこんなことをしてくれるんですか？」

　大切な人に向けるような表情に見えて私は小さく呟いた。

　本当は「私のことをどう思ってますか？」と尋ねたいのをグッとこらえて返事を待つ。

「どうしてかな」

　言葉と表情からはなにもわからず、私はあきらめて食事に手を伸ばした。




　その後、美味しい食事をして、ライトアップされた庭を見ていた。

　どこか現実味がない。いつもなら今頃仕事をしているか、家で簡単な食事をとっているはずだ。

　征爾さんも同じように夜の海に視線を向けている。そんな横顔を少しだけ盗み見ていると、急に彼が私の方を見て視線が交わる。

「さっきの答え」

「え？」

　さっきがいつのことかわからず、首を傾げると征爾さんは少し苦笑した。

「どうしてこんなことをするのかって話」

　自分で聞きたくて尋ねたが、答えを聞かなかったことにどこか安堵していたのに、いきなり話を戻されドキッとしてしまう。征爾さんはシャンパンの入ったグラスをテーブルに置き、ひと息ついた。そして私を真っ直ぐ見つめる。

「初めて会った日から俺は美緒に惹かれてる。凛としていて自分を持っている君に」

　まさかそんな答えが返ってくるとは思っていなくて、私は首を横に振る。

「私はそんな人間じゃありません……」

　羞恥から視線をはずしてそう答えると、征爾さんは言葉を続ける。

「それに、一緒にいればいるほど心が安らぐんだ。美緒といると息ができる気がする」

　生まれながらのエリートの征爾さんは職業柄いつも気を張っているだろうし、責任のある仕事なのは私でもわかる。そんな彼が、一緒にいると心が休まると思ってくれたことが嬉しい。

「ありがとうございます」

　今度は素直にお礼の言葉を伝える。彼も少なからず好意を持ってくれているという事実が嬉しくて笑みがこぼれた。しかし、次の瞬間、真剣な彼の瞳に気付く。

「俺は美緒が欲しい」

　真っ直ぐ見つめられ、紡がれた言葉に私は動きを止めた。

『欲しい』

　その意味がなにを指すのかわからない。安らぐために一緒にいることなのか、もしくは肉体的な意味なのか。ドキドキと胸の鼓動がうるさくて、考えがまとまらない。

　そんな時、彼が視線をはずし、息を吐いたのがわかった。

「でも……できない」

　続いた言葉に、私はパッと顔を上げた。私みたいな田舎の娘では住む世界が違うし、釣り合わない。仕事が忙しくて時間も合わないだろう。考えれば私ではダメな理由などいくらでもある。欲しいけど無理、そういうことなのかもしれない。

　いったん言葉を探すように話すのをやめた征爾さんに、それ以上今は聞きたくなくて言葉をかぶせた。

「あの、いいんです。私のことを思ってくれているのなら、それで。今、こうして一緒にいてくれている。それだけで充分です」

「美緒……」

　私の言いたいことが伝わったのだろうか。征爾さんは苦しげに、なにかに悩むように眉根を歪ませた後、「ありがとう」とだけ口にした。

「もう少し飲もうか」

　空気を変えるように言った彼は、シャンパンに手を伸ばした。

　そんな彼を目で追う。今までどんな人に誘われてもついていくことなどなかったし、ましてや自分から触れたい、そんな衝動に駆られたことなどなかった。

　自分の気持ちを確かめたくて、私は手を伸ばし彼の手に触れた。

「美緒？」

　戸惑ったようなその声に、私はごくりと唾を飲み込む。

　彼の手は温かくて、もっとこの手で抱きしめて触れてほしい。そんな欲求が湧き上がる。

「こんな私を欲しいって言ってくれましたよね？」

　こんなことを自分から言う日が来るなんて想像もしていなかった。でも、このままなかったことにはしたくない。

　征爾さんから付き合おうとか、未来のことを約束する言葉は聞いていない。でも、さっき彼は私が欲しいと言ってくれた。

　つらい過去を彼に塗り替えてほしい。そう心から思った。

　私がなにを言いたいのかわからないようで、征爾さんは困惑気味に私を見つめた後、ゆっくりと「ああ」と肯定してくれた。その答えに決心する。

「抱いてください」

　うまい言葉など見つからなくて、ストレートに伝えると、征爾さんは今度は大きく目を見開いた。

「冗談はやめろ」

「本気です」

　静かにそっと、征爾さんは小さく息を吐いた。

「美緒、経験はあるのか？」

「それは……」

　やはり初めての相手は面倒なのだろうか。

　言葉を濁した私に、彼が諭すように口を開く。

「初めてならなおさら、簡単にそんなことを言うな」

　髪をかき上げながらため息交じりに聞こえた声に、泣きたくなってしまう。

「やっぱり、私じゃそんな気にならないですよね。征爾さんも楽しめない……」

「後悔するぞ」

　自嘲気味に言葉を発していた私の言葉を遮るように、低い声が聞こえた。

　その後、一気に熱を孕はらんだ瞳で私を見つめながら、三日前とはまったく違う情熱的なキスをされ、一度唇が離れて彼と目が合った。そこでようやく目の当たりにした彼に現実を知る。

　経験のない自分が、男の人を誘うなんて無理だったかもしれない。慌てて視線を逸らすも、すぐに唇が塞がれた。

　今までの触れるだけのキスなど一気に吹き飛ぶほど、深く官能的なキスに呼吸もままならない。

　気付いた時にはソファに押し倒されていた私は、どうすることもできずされるがままになっていた。

「んっ」

　自分のものではないような甘ったるい鼻から抜ける声に、自分自身で驚いて閉じていた瞳を開けると、ゆっくりと唇が離される。

「美緒」

　その声を聞きながら大きく息を吸い込むと、私を気遣うような征爾さんの瞳がすぐそばにあった。

「抱かれるってことがどういうことかわかったか？」

　私に理解をさせるためにした、そう瞬時に思った。今のキスだけで私は胸が張り裂けそうなほど緊張しているし、怖い気持ちもある。

　でも……。

　私を見つめる征爾さんのなにかを耐えるような切ない表情に気付き、胸が締めつけられる。

　私たちに未来がなかったとしても、私はこの一夜を後悔しない。そんなことを思った時には言葉がこぼれ落ちていた。

「やめないで……」

「……っ」

　まさか私がこの先を望むと思っていなかったことが、彼の歪んだ表情でわかった。

「やっぱり私みたいに、強い女はダメですか？」

　興ざめだと言った過去の彼の表情を思い出して、少し泣きそうになってしまう。征爾さんがどうして抱くことを躊躇しているかなんてわからない。

　やはりいざとなると、女性らしさが足りないのではないか、慣れていない私では役不足ではないか、そんな不安があふれてくる。

　きっと今まで、美しくて魅力的な人が彼の隣にはいたはずだ。

「ふざけるな」

「え？」

　私から視線をはずして横を向いていた彼から、今まで聞いたことのないほどの低い声が聞こえてビクッと肩が揺れてしまう。

　その刹那、先ほどまでとは比べ物にならないほどの、彼の欲と熱を孕んだ瞳と視線が交わった。

「俺がどれだけ美緒を抱きたいか、わからないだろう」

　その言葉と同時に、征爾さんは私の上から退き立ち上がると、そのまま私を抱き上げた。お姫様のように横抱きにされ、至近距離で見つめられる。抱き上げられたまま私は彼の頬をそっと包み込んだ。そして勇気を出して口づけた。こんな私を欲しい、そう言ってくれたことが心から嬉しかった。

「美緒……」

　名前を呼ばれキスをしながらリビングを出て、寝室へと運ばれる。そっとやわらかいシーツに下ろされた。

「美緒」

　甘くどこか切なさを感じる掠れた声が私の名前を呼ぶ。それだけで泣きたくなってしまう。

　オレンジ色の光が灯るベッドサイドのテーブルの灯りと、窓の外の月明かりが彼を照らしている。

　まるで大切な宝物かのように、征爾さんは私の身体に口づけ、触れていく。初めて感じる快感に私が逃げ出したくなると、名前を呼んで優しく抱きしめてくれる。

　決定的な愛の言葉はない。それでも満たされていく自分を感じながら、彼の背中に手を伸ばした。

　一ミリの隙間もないほど抱きしめられ揺さぶられる。痛みと、快感、そして幸福感と少しの寂しさを感じながら意識を失う寸前、彼の肩越しに怖いくらいのオレンジ色の満月を見た。










　次の日、私たちはなにも約束をせずに別れた。確かに彼からの愛を感じることができたし、それがひと時の快楽のための演技だとしても私は幸せだった。

　だから後悔はないし、素敵な夢を見られたと思う。

　そして、私の予想通りと言ってしまえば悲しいが、征爾さんからの連絡はパッタリとなくなった。なんとなくそうなる気がしていたので、それほどダメージを受けていない自分がおかしい。

　仕事が大変だということもわかっていたし、機密を扱う仕事だということも理解していた。もしかしたら、本当にただの遊びだったかもしれないが、そう思わない方があの日のことを綺麗な思い出にできた。

　少しずつあの日の記憶が薄れていく中、気付けば一カ月半が過ぎていた。私は少しの切なさを隠して、いつも通り仕事に励む日々だ。

「美緒、なんか最近は清々しい表情してるわね」

「そう？」

　いつものように咲良と休憩を取りながら、私はお弁当を口にした。

「少し前は元気がないように見えてたから気にしてたんだよ」

　自分では普通にしていたつもりだったが、気付かないうちに表情に出ていたのかもしれない。咲良に心配をかけていたことを申し訳なく思う。

「ごめん、もう元気だから」

　そう言って笑ってみせると、咲良も笑顔になった。

「それはそうと、梅干しもらったの？」

　咲良の指さす先には、雑穀米に梅干しを三個入れたお弁当。無意識だった。特にもらったわけでも余っていたわけでもない。

「なんとなく食べたくて」

「美緒、すっぱいもの好きだった？　どちらかと言えば苦手だったじゃない」

　そう言われれば確かにそうだ。夏場、弁当の傷みを防止するために梅干しを入れていたが、残すことすらあった。

「本当だね」

　咲良に言われるまでまったくなんの気なしだったが、答えながらも引っかかりを覚える。

　確かに最近、味覚が変わった気がする。疲れや、多少彼とのことでストレスがあったせいだと思っていたが、体調が思わしくない日もある。

　そこまで考えて、背中がひやりと冷たくなった気がした。

「美緒？」

「あ……ごめん。なんだった？」

　ひとつの可能性が頭に浮かんでしまった私は、咲良の言葉をまったく聞いておらず聞き返す。

「この間の男の人とうまくいかなかったなら、飲み会あるけどどうって聞いたんだけど……。そんな感じじゃない？」

　咲良が一見してわかるほど、私は動揺していたのだろう。

　なにかを悟ったように彼女はジッと私の瞳を見つめた。

「ここでは話せなさそうね。今日、私の家に来る？」

　咲良の提案に私はコクリと頷いた。




　なんとかそのことを頭から切り離し、その日の仕事をこなして夜、咲良の家へと向かう。

　咲良の家と私の家は最寄り駅が同じだ。電車を降りて、下町の商店街を通って咲良のマンションへ向かう途中、薬局が目に入る。

　そんなことはきっとない。昼間気付いてしまった可能性を考えたくなくて、私は薬局を足早に通り過ぎた。しかし、どれだけ考えても生理は遅れているし、体調の変化もある。

　ピタッと足を止めて決心をすると、妊娠検査薬を購入した。

　――もし陽性だったら？　征爾さんに連絡をする？

　向こうからは一度も連絡はないのに、いきなり連絡をして妊娠を知らせればなにを言われるのか想像もつかない。

　そんな不安がグルグルと頭を占拠していく。咲良の家に着いた時には私の顔色はきっと真っ青だったと思う。

「入って」

　言われたまま咲良のワンルームに入り、紙袋をテーブルに置いた。そのはずみで中の妊娠検査薬が転がり落ちる。

「これ……」

　それだけで咲良は悟ったのだろう。私の様子からきっと言えるような関係ではないことも。

「一緒にいるよ。検査する？」

　ひとりより咲良がいてくれた方がいろいろ決心がつく気がして、私はコクリと頷きながら手の中の妊娠検査薬を見つめた。

　緊張しつつそのパッケージを開ける。知識だけあっても触れたことはなかった実物を手に取ると背中に冷たい汗が流れる。

「行ってくる」

　咲良に言ったというよりは、自分に言い聞かせたのかもしれない。

　私は妊娠検査薬を持ってトイレへと向かった。

　――そして……。

　指定された時間よりも早くあっさりと現れたピンクのライン。もう少し時間がかかると思っていた私は放心していたようだ。

「美緒？　大丈夫？」

　どれくらいその場で立ち尽くしていたのかわからない。

　呼ばれた声で我に返り、扉を開ければ心配そうに私を見つめる咲良の瞳があった。

「陽性だった……。赤ちゃん……」

　呟いた私を咲良がギュッと抱きしめる。そして落ち着かせるように部屋へと連れていってくれた。

「相手の人のこと聞いていいの？」

「私もよく知らないの」

「え？」

　まさか私がそんなことをするとは思っていなかったのか、彼女はかなり驚いた表情を浮かべた。

「あのパーティーで知り合ったの。覚えていない？　警備責任者をしていた人」

「あの、いかにもエリートって感じの？」

「そう」

　頷いた私に咲良は怒ったように口を開く。

「よく知らなくなんてないじゃない。今すぐ電話して責任取らせなさい！」

　確かに普通に考えればそうかもしれない。相手がいなければ妊娠しないのだし、知らせるべきだろう。スマホをバッグから取り出すと、私からは一度もかけたことのない征爾さんの番号を表示する。

「かけられないなら私が伝えようか？」

　咲良のその言葉にフルフルと頭を振った。これは私の問題であり私が伝えるべきことだろう。

　通話ボタンを押すと、何コールかするも征爾さんは出ることはなかった。

「出ない」

「折り返しかかってきたら必ず伝えるのよ」

　ぼんやりと呟いた私に咲良は言い聞かせるように言葉にした。

　私は無言で頷きながらいろいろなことを考えて不安になる。征爾さんはなんて言うだろう。エリート街道まっしぐらの彼にとっては、ただのお荷物でしかないかもしれない。

　その日は咲良と一緒に枕を並べて眠りについたが、ほとんど眠ることはできず朝を迎えた。




　次の日、午後シフトだった私は一度自分の家に戻った。重い身体を引きずってのろのろと着替えると、職場へと向かった。

　結局昨夜は征爾さんから折り返しの連絡はなかった。そのことがさらに私の気持ちを暗くさせていたが、仕事に支障をきたすわけにはいかない。

　更衣室で着替えてロッカーの鏡に自分を映すと、無理やり笑ってみる。

　大丈夫、きっと。

　そう言い聞かせ、いつも通りフロント業務に就いた。チェックインの時間も近いことから、たくさんの人がフロントへやってくるのを、笑顔で対応していく。

「よいお時間をお過ごしください」

　目の前の初老のご夫婦にルームキーを渡しながらそう言ったが、不意に横にいた女性に目を奪われる。外国の方でブラウンの長い髪に、ピタッとした身体のラインが出るブラックのドレス。それがものすごく似合っていた。

　流暢なフランス語を話す彼女を前に、新人のスタッフが私にちらりと視線を送るのがわかった。目配せして対応を替わるように合図をする。彼女はホッとしたように私と入れ替わった。

「お待たせいたしました。記帳をお願いできますか？」

　フランス語でそう伝えると彼女は頷いたもののなにかあったのか、ロビーへと目を向けた。

『こっちに来て！』

　誰かを呼ぶと、そこに身長の高い男性が現れた。サングラスをかけ、オールブラックのコーディネートのその人に彼女は笑顔を向けた。

　――征爾さん。

　声を出さなかった自分を褒めたいくらいだった。身体を重ね、心を奪われた人を間違うとは思えない。サングラスで瞳は隠れているが、私は直感した。

『なに？』

　そして次の瞬間、女性に答えたその声で確信する。

　女性と一緒にホテルに宿泊するなんて。そういう関係にしか思えない。それも私とは違う綺麗で女性らしい人。

　一夜を共にしてから、連絡がないのも、折り返しがなかったことも、私とは遊びだったからだ。仕事という彼の言葉をすんなりと信じた私は、さぞかし騙しやすかったはずだ。自嘲気味な笑みがこぼれそうになるのを耐え、目の前のふたりに作り笑いを向ける。

　もう、なにがなんだかわからないし、どうでもいい。

　私の中に芽生えた感情はそれだけだった。病院を受診して妊娠が確定したら実家に帰ろう。父にも母にも怒られるかもしれないが、助けてくれるはずだ。




　気持ちが落ち込み続ける数日を過ごし、私は職場から離れた産婦人科を受診した。そこではっきりと告げられた妊娠。モニターに映し出された小さな命を見て、素直に産みたいと思った。ひとりで産み育てることに不安がないと言えば嘘になる。それでも、宿った命を守りたい。そう思った。

　翌日には、両親には申し訳ないが祖母の介護が大変なためと嘘をついて、早期に退職できるようにしてもらった。引継ぎなどがあるからすぐには無理だが、それでもつわりがひどくなる前にはやめられそうだ。

　大好きな仕事だったし、迷惑をかけることになるのは申し訳ないがこのまま働くことは無理だろう。

　それからの私の行動は早かった。仕事の引継ぎノートを大急ぎで作り、家の退去の手続きもすぐにした。

　咲良に伝えればかなり納得がいっていないようだったが、私が決めたことなら応援すると言ってくれた。休日にはいろいろ手伝ってくれて本当に感謝をしている。

　退職願いを提出してから一カ月後、私はたくさんの花束を手に長く勤めたホテルを退社した。

　想像通りやはり両親は初めは怒っていたが、帰っておいでと言ってくれた。










「美緒、洗濯するから早く出しなさいよ！」

「はーい」

　実家に戻って一カ月半が経ち、安定期に入った。

　農家もやっているこの家は、一階は和室続きに縁側という昔ながらの造りの二階建てだ。私の部屋は二階にあったのだが、階段の上がり下りが危ないと、父に強制的に一階の客間へと移動させられた。

　今は母の畑を手伝ったり、父の道場の事務仕事などをしたりして生活をしている。

　東京では乗らなかった車で買い物にも行くし、自然を見たりして精神的に安定してきた。征爾さんのことを思い出すことはもちろんあるが、少しずつ思い出に変わっていくのだと思う。

　自分の布団のシーツを取り、母が洗濯をしているところへと持っていく。

「遅いわよ。もう十時になっちゃうじゃない。自分でやりなさい」

　母の言葉に、私は「はーい」とだけ返事をして、洗濯機にシーツと洗剤を入れてスタートボタンを押す。

　こんな風に穏やかな時間を過ごすのは、もう何年ぶりかわからない。

　そんな時、玄関で昔ながらのチャイムが鳴る。

「お母さん、誰か来たよ！」

　私の声に母がパタパタと廊下を走っていく音が聞こえた。

「帰りなさい！」

　洗濯機をぼんやり見ていた私の耳に次に聞こえてきたのは、父の怒声だった。

　何事かと私も急いで玄関へと走っていく。

　そこに立っていた人に、驚いて目を見開いた。

「征爾さん……」

　呟いた私を見ることなく、彼は頭を下げたままだ。あの後、メッセージのひとつもなかったのに、いきなり現れたことに驚きを隠せない。

「今更なんだ。こんなに長い間娘を放置しておいて、よく顔を見せられたな」

「本当におっしゃる通りです。申し訳ありません」

　父はかなり体格がよく、見かけもとても威圧的だ。それに臆することなく静かに頭を下げ続ける征爾さんに、母が助け舟を出す。

「お父さん、話くらい聞いたらどう？　ここまで来るってことはなにか理由があったんでしょ？」

「そんなもの関係あるか。かわいい娘を泣かされて許せるわけないだろう」

　父は怒りが収まらないようで、今にも手が出てしまいそうだ。

　そこへのんきな声が聞こえてきた。

「こんにちはー。今日も野菜取りに……あれ？」

「こうちゃん……」

　この空気に気付かずに入ってきてしまった彼に同情しつつ声をかける。幼なじみであり、近くで地元の野菜を使ったレストランを経営している、葉は山やま紘こう一いちはこのただ事ではない空気に固まった。

「なに、こいつなの？　美緒の相手」

　身も蓋もない言い方で言うと、こうちゃんが好戦的な視線を彼に向けた。三つ上のこうちゃんは私にとって兄のようなもので、父と同様に一緒に怒ってくれている。

　さらに状況が悪くなってしまったことにハラハラしつつ、私は口を挟む。

「あの、征爾さん、今更どうしたんですか？」

「許してもらうために来た」

　顔を上げて久しぶりに征爾さんと視線が絡み合う。それだけで私の胸はキュッと締めつけられる。

　一緒にいる時の幸せと優しい温もり、その後の遊びだったと知った時の苦しさ。怒ど涛とうのようにいろいろな気持ちが交錯していく。

「そうだ、おじさん。勝負したら。なんでもありの格闘技。コイツが勝ったら話くらい聞いてやれば？」

　その時、こうちゃんがとんでもない提案をした。

「ちょっとこうちゃん！」

　父は全国でも優勝した経験の持ち主だ。怪我をするようなことをさせるわけにはいかない。

「それでお許しをいただけるなら」

「ダメです！　そんな」

　そんなことをさせられないと声をあげれば、父はもうその気のようで、母に柔道着を持ってくるように指示をする。

「こっちへ来い」

　母屋の隣にある道場へと歩いていく父の後ろを、征爾さんがついていく。

「征爾さん、こんなことしなくていいです。別に私はなにも望んで……」

「美緒、黙ってて」

　静かに言われてしまい、口を噤つぐむ。どうしてこんなことまでするの？

　まったく意味がわからず、私はただオロオロするしかない。

「美緒、まあ頑張れよ。俺行くわ。おばちゃん、今日の野菜もらってくね」

　緊張感のないこうちゃんに呆れつつも、事の成り行きを見守るしかない。

　シーンと静まり返った畳に父が上がれば、それだけで緊張してしまう。

　滅多に本気になることなどない父だが、今は怒りを露わにしていた。

　それに対し、更衣室で着替え終えて出てきた征爾さんは、静かに畳に礼をした。

「どこからでもこい」

　父の声に征爾さんは素早く踏み込むと、奥おく襟えりを取ろうと手を伸ばす。

「経験者か」

　父の声音と動きが変わったのがわかる。警察官ならば確かに柔道は経験済みかもしれない。でも相手が悪い。

　そう思っていたが、五分経っても決着はつかず、ふたりとも息が上がっている。

「やるな」

　父の武道家としての血が騒ぐのか、楽しそうに笑う。

「お父さん、もう目的忘れてるかもしれないわね」

　のんきに母が言うのを、私はハラハラしながら見守る。そんな時、父が奥襟を素早く取り技をかける。

「征爾さん！」

　つい声をあげた私が次に見たのは、征爾さんが畳に沈んだ姿だった。

「まいりました」

　荒く息をしながら膝をつく彼に、父がそっと近寄る。

「左肩をかばっているか？」

　少し強張った表情で、父が征爾さんの柔道着をめくるとそこには包帯が巻かれていて息を飲む。

「どうして言わなかった！」

　怒りに満ちた父の声に、征爾さんは大きく息を吐いた後、正座をした。

「怪我をしていることなどなんの言い訳にもなりません。しかし、美緒さんのことはなんとかお話を」

　土下座をしつつ頼み続ける征爾さんに、たまらなくなり私は駆け寄る。

「征爾さん、そこまでしなくてもいいから」

「いや、美緒が話を聞いてくれるまで……」

　そばで見れば征爾さんの額からは汗が流れ落ちている。戦った汗ではないのではないか。そんなことが頭をよぎる。

「征爾さん、痛いんじゃ……」

　そこまで言ったところで征爾さんの身体から力が抜け、ぐらりと揺れた。

「征爾さん！」

　咄嗟に叫んだ私の声が届くことなく、彼は畳に倒れ込んでしまった。

「おい！」

　父たちも慌てたように呼ぶと、彼の周りに集まった。
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　――美緒。

　夢の中で優しく笑う彼女の顔が浮かんでは消えていく。

　彼女を初めて見たのは、俺の部下が呆気なく技をかけられ動きを封じられていた場面だった。凛とした表情に俺はしばし見惚れていたと思う。

　今までも容姿が綺麗な女性はたくさん見てきたが、魅力を感じたこともなかったし、会話も上辺だけのものだった。

　しかし、美緒は話せば話すほど心地よく、彼女と一緒だと過去に置いてきた素の自分でいられる気がした。美緒が笑ってくれるだけで心が満たされる。

　自分で身を守れる強さもありながら、内面は繊細で傷ついている彼女を俺が癒したい。そして守りたい。そう思うのに時間は必要なかった。

　しかし、仕事上連絡さえままならない。なんとか休みを作って彼女と出かけた時は、楽しくて、今までにないほど幸せだった。

　もちろん、あの日抱くつもりなどまったくなかったし、そんな資格はないことくらいわかっていた。でも生まれて初めて感じる狂おしいほど彼女を求める自分。

　何度も何度も触れてはダメだと頭の中では警告音が響いていた。

　しかし、呆気なく理性を失ってしまった。

　ただ、大切に、口に出せない思いが少しでも伝わるように、甘やかして美緒が眠りにつくまで抱きしめた。

　しかし次に浮かんだのは厳格な父の顔で、俺はため息をつく。

『いい加減に現場はやめろ』

　警視総監を父に持つ俺を誰しもが現場ではなく官僚の道に歩むと思っていた。そんな親の七光りにはなりたくなくて、公安に入りたいと言った時、父はかなり怪訝な顔をした。

　美緒が俺に聞いた役職は全部が違うわけではないが、本当の俺の部署は公安部外事課だ。

　文武両道を掲げた二階堂家に生まれ、幼い頃からずっと英才教育を受けてきた俺の周りには、俺のステイタス目当てに寄ってくる人間ばかりだった。

　媚びを売る大人たちに意味もなく褒め称えられ、いつしか自分の価値がわからなくなった。

　そんな俺が生きていると実感できる場所。それが公安だった。偽名を使い、潜入し、違う人になりきる。命の危険があろうとも特になにも思わない日々。

　美緒と会った日はたまたま公にされている警護に駆り出されていた日だった。だから美緒に伝えたことに嘘はない。しかし、またいつもの公安の仕事に戻った俺は、連絡先もすべて変え、コードネームが与えられ、時には変装をして紛れ込む。

　最近はずっと中ちゅう国ごくの中共中央統一戦線工作部を追っていた。変装をしてホテルで行われる大使館のパーティーに行ったり、監視したりする日々。

　一カ月半の間、美緒を忘れたことはなかったが、危険が及ぶ仕事のため連絡すら取れなかった。こんな俺を美緒は待っていてくれるだろうか？

　そんな不安と闘いながら職務を全うしていたが、ついに俺は撃たれた。

　初めて死を実感した時、今までしてきた親への反抗がどれほど小さなことで、自分が未熟であるかを思い知った。

　美緒に会いたい。それだけを思った。

　幸い防弾チョッキもあり、左肩をかすっただけの銃弾。手術も終わり消毒の匂いが充満する病院で目を覚ました時、俺は公安をやめることを決心した。

『結婚したい人がいる。それを認めてもらえるなら本庁で全力で職務を全うする』

　見舞いに来た父にそう言えば、驚いた表情をした後、父はビシッと言い放った。

『どの仕事も甘くない。覚悟して望め。そしてきちんと家族を守れる男になれ』

　最後は微笑を浮かべると、病室から出ていった。

　それから退院し、残務処理をして異動辞令を受け、俺は晴れて自由の身になった。

　今までは公安という秘密組織が自分の自由を得る場所だったが、もう違う。

　美緒に会いたくてホテルに向かえば、退職したという事実を聞かされた。

　呆然と立ち竦む俺に声をかけてきたひとりの女性に感謝をしてもしきれない。




「――認められない。立派な仕事だとは思うが、家族にも危険が及ぶ」

　ゆっくりと意識が覚醒すると同時に聞こえてきた美緒の父の声。

　それはもう大丈夫だから。

「その心配はもう……」

　目を開けばそこには泣きそうな美緒の顔があった。

「征爾さん！　大丈夫ですか？」

「美緒、本当にごめん。でももう……痛っ」

　彼女の涙を拭おうと手を伸ばして、痛みで顔を歪めた。

「無理しないでください。うちのかかりつけのお医者様に来ていただいて診てもらいました。それ……」

　銃じゅう傷しょうを見られたことを知り、俺は表情を歪めた。

「もう、すべて終わりにしてきたから。だから美緒、もう一度やり直させてくれないか？」

　静かにそれだけを伝えた。
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「銃傷ですね」

「え？」

　意味がわからず、私は聞き返した。征爾さんが倒れた後、大急ぎで客間の布団へと寝かせ、かかりつけの医師を父が呼んだ。

　そこで突きつけられた現実。その傷を見て私を含め両親も絶句した。

「どこの所属だ？」

　静かな父の問いに、私はフルフルと首を横に振る。

「なにも、なにも知らないの。他人のふりをしてホテルのフロントに来たり、捜査の間は連絡を取れなかったりしたけど……」

　声を詰まらせた私に、母が静かに諭すように言葉を続けた。

「話せなかったのね」

　確かに仕事の内容を聞いても濁すことも多かったが、ただそれは公務員としてだと勝手に思っていた。

「公安か……」

「え？　公安？」

　警察官に柔道指導をすることもあった父は、ぼそりと口にする。

　まさか征爾さんがそんな職に就いていることなど、想像もしていなかった私は驚いて父の言葉を繰り返した。

　しかし父がさらに続けた。

「公安ならなおさら認められない。立派な仕事だとは思うが、家族にも危険が及ぶ」

「その心配はもう……」

　聞こえてきた小さな声に私はハッとして、征爾さんに視線を向けた。

「征爾さん！　大丈夫ですか？」

　起き上がろうとする彼を制しようとするも、それを拒否して征爾さんは起き上がった。そして、やり直したいと伝えられる。

「これからは警察庁に勤務することになりました。そのため現場に出ることもありません」

　今までも警察庁から警視庁公安へ出向していたと征爾さんは説明した。

「そう決意できたのは美緒さんのおかげなんです」

　私の？　いきなり話の中に自分が出てきて驚いてしまう。

「使命のためには自分になにかあっても別にいい、悲しむ人もいない。そう思ってました。でも美緒さんと出会って、彼女を守りたいと心から思ったんです。だから、もう一度私に時間をいただけませんか？」

　そう言うと、征爾さんは深々と頭を下げた。

　そんな彼を父はジッと見つめた後、立ち上がった。

「さっさと美緒を連れていけ。でも今度泣かせるようなことがあれば、次の試合は容赦しない」

「お父さん！」

　勝手に連れていけと言われ、私は慌てて父を呼ぶ。

「美緒、彼がここまで誠意を見せてくれたんだ。お前もきちんと自分のことは自分で始末をつけなさい。話をした上でここに戻ってくると決めた時は、反対はしない」

　その優しさに私はキュッと唇を噛む。

「ありがとうございます」

　父の言葉に征爾さんは安堵したようにお礼を伝えた。

「とりあえず征爾さん、そんな身体で無理をしたんだから、もう少し休んでいなさい。ご飯ができたら呼びに来るわ。自慢の野菜いっぱい食べたらすぐ治るわよ」

　母は楽しそうにそう言うと、父に続いて部屋を出ていった。

　ぱたんと障子が閉まりふたりきりになると、緊張してしまう。久しぶりに目の前にいる彼に、なにを伝えればいいのかわからない。

「美緒、本当に不安にさせてごめん」

　そんな私の気持ちがわかったのだろう、征爾さんはもう一度頭を下げる。

「ずっと美緒に会いたかった」

　ストレートに伝えられた言葉に、俯いていた私は顔を上げて真っ直ぐに彼の瞳を見つめた。

「本当ですか？」

「信用してもらえないのはわかっている。抱いた後に連絡が取れなくなるような男、そう思われても仕方がない。でも、美緒を忘れたことはなかった」

　不安に揺れる彼の瞳に嘘はないように思えた。

「ずっと不安だったんですよ」

　事情は理解したが、本当は不安で悲しくてつらかった。そんな思いが口をついて出てしまう。

「うん、本当に悪かった」

「本当にわかってますか？　ずっと電話待ってたんです」

　こんな言葉を伝えたいわけじゃない。自分の気持ちを伝えなければと思うも、口から出るのは恨み言ばかりだ。

「俺も美緒の声が聞きたかった」

「綺麗な女性とフロントに来た時、ショックでした」

「あれは仕事仲間だ。美緒に気付かれないことだけを祈ってた」

　私の言葉ひとつひとつに、誠実に答えを返してくれる。

「会いたかったんです」

　最後に無意識にこぼれ落ちた私の言葉に、征爾さんは驚いたような表情を浮かべた。

「美緒、今すぐに俺とやり直すと決めてくれなくてもいい。でも俺は美緒が大切で好きだ」

　真っ直ぐに伝えられた告白に涙がこぼれ落ち、すぐに答えることができない。そんな私の涙を拭いながら彼は言葉を続ける。

「ずっと好きだって伝えたかった。でも言えなかった。これからは言える。一緒に東京に戻ろう。絶対に幸せにする」

　力強く射抜くような瞳で私を見つめるのに、私を触れる手はどこまでも優しい。

「嫌か？」

　泣いてしまった私を見て、征爾さんは誤解したのだろう。

「会いたかったって言いましたよ」

「え？」

「私だってずっとずっと好きだったんですから」

　泣き笑いで伝えると、目を丸くした後、征爾さんは私の大好きな満面の笑みを見せてくれる。

「美緒……。ありがとう」

　ギュッと力強く征爾さんは私を抱きしめる。傷は大丈夫か心配になってしまうが、この腕の中にいたかった。

「どうしてここがわかったんですか？」

　しばらく抱きしめられていたが、そういえば連絡もなにもなかったのに、急に現れたことに疑問を覚えた。

「美緒の友人の咲良さんに教えてもらった。今更電話をしても出てくれないかもと思って直接ホテルに行けば、美緒は退社したと聞いた。呆然としている俺に咲良さんが声をかけてくれたんだ」

　その説明に驚いてしまう。咲良は征爾さんが尋ねてきたら自分を呼ぶよう周囲に頼んでいたということだ。

　こうして会う機会を作ってくれた咲良に感謝の気持ちでいっぱいになる。

「公安のお仕事、好きだったんじゃないんですか？」

「今となればどうだろう」

　静かに問いかけた私に、征爾さんは少し考えるような表情をした。

「もちろんやり甲斐もあったよ」

　征爾さんは自嘲気味に笑った後、言葉を続けた。

「でも、その仕事で美緒を不安にさせるくらいなら必要ない」

「征爾さん……」

　本気の思いに、私は嬉しいのになぜか泣きたくなってしまう。

「もともと父には警察庁へ戻るようにずっと言われていたんだ。父は美緒に感謝をしているよ」

「本当ですか？」

「ああ、美緒はなにも心配することはない」

　それならば問題はないのかとホッと安堵し、私も笑みを浮かべた。

「来てくれてありがとうございます」

　心からそう伝えて顔を寄せると、優しく唇が触れる。

　そのキスはとても優しくて甘くて、また涙がこぼれ落ちた。










　その後、てっきり妊娠していることを知っているから来てくれたと思っていた私だったが、咲良は話していなかったようで、征爾さんに話せばとても喜んでくれた。

　妊娠を知らなくても、私を求めてくれたことがとても嬉しかった。

　その後すぐに征爾さんのご両親にも挨拶に行き、私たちは籍を入れた。

　結婚式は子供が生まれてからということになっている。

　義両親もとても結婚を喜んでくれて、征爾さんが話していた通り感謝された。一般的な家庭で育ったため反対されるのではないかと、心配していた私はホッとした。

　今は征爾さんのマンションに一緒に住んでいるが、庭があった方がいいと、一戸建てに引っ越す予定をしている。




　そして引っ越し当日、臨月の私は結局なにもさせてもらえず、気が付くと新しい家にいた。手早く作業をしてくれた引っ越し業者に感謝しかない。

「ここならセキュリティーも問題ないから」

　すっかり片付いた家を見ながら征爾さんは満足そうに微笑む。

　四十畳はあるリビングはモダンなインテリアで統一されていたが、その一角にはかわいいイチゴのイラストがついたおもちゃや、ベビーグッズが揃えられている。

　大きな窓ガラスの向こうにテラスがあり、広い庭にはグリーンの芝生、滑り台やブランコと至れり尽くせりだ。

「ここ喜んでくれるといいな。茉ま莉り」

　征爾さんは穏やかに微笑みながら言う。

　女の子だとわかった日から、ふたりで辞典などを見て考えた名前。

「パパは今からおもちゃもいっぱい用意してるよ。茉莉」

　私が声をかければ、元気に蹴り返される。私のお腹に触れていた征爾さんと顔を見合わせた。

　その時、いきなりの腹痛に私はうずくまる。

「あっ……」

「美緒!?」

「破水したみたいです……」

　痛みに耐えつつ、私は征爾さんと一緒に病院へと向かった。




　二階堂家の懇意にしている総合病院。私は妊娠中、そこで診てもらっていた。豪華な部屋に恐縮しつつも個室で痛みに耐える。

「美緒、大丈夫か？」

　いつも凶悪なテロリストと戦っていた人とは思えないほど、部屋の中でオロオロして私の腰を撫でたり、水を飲ませたり甲斐甲斐しくお世話をしてくれる。

「大丈夫ですから、征爾さんも少しは……痛ーい！」

　休んでと言いたかったが、激痛に襲われて叫び声をあげた。

「美緒、どうしたら痛くなくなるんだ？」

「落ち着いてください、お父さん。少し診ますね」

　おろおろしている征爾さんを見て、呆れ顔の美み香か先生が言葉をかける。美香先生はとても綺麗で優しくて、妊娠中の私をずっと見守ってくれた人だ。

　美香先生が子宮口の開きを確認する。

「そろそろね。分娩室に移動しましょうか」

　その言葉に、私は母として気合を入れる。

　――絶対無事に産むからね！　待ってて。

　そう心の中で誓った。




　それから数時間後、少し予定日よりは早かったが、私は元気な女の子を出産した。

「美緒、ありがとう。俺に家族をくれて」

　生まれてきた茉莉を手に抱き、征爾さんが涙ぐむ。

　すぐに両家の両親もお祝いに駆けつけてくれた。

　こんな未来があると思っていなかった私は、幸せで胸がいっぱいになる。

　みんなが帰り、病室には私たちだけになった。

「美緒、本当にお疲れ様」

　すやすやと眠る茉莉を見つめて征爾さんが労ねぎらいの言葉をかけてくれる。

「征爾さんこそ、眠ってないでしょ？　大丈夫？」

　陣痛がまるっと一日あり、その間征爾さんはずっとついてくれていた。

「美緒の方が大変だったんだ。これくらいなんでもないよ」

　そう言うと、ベッドに腰を下ろし私の髪を撫でる。蕩とろけそうな瞳で私を見つめる征爾さんはそっとキスをする。

　少しだけ深くなったキスに、私は慌ててしまう。

「あー、やばい。また抱きたくなるところだった」

　ギュッと抱きしめられてその腕の中でクスクスと笑う。

「もう少し待ってね。私だって……」

「美緒、ストップ。本当にこんなところでやばいから」

　真っ赤になって口元を覆う征爾さんを見て、私は声をあげて笑ってしまった。

　こんな彼を見ることができるのも、私だけの特権だ。

「ずっと家族を守っていく。だからずっと俺の隣で笑っていて」

「はい」

　私は笑顔で返事をして、征爾さんにキスをした。

　これから私たちの新しい生活が始まる。
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　とある廃ビルの立体駐車場。男たちの押し殺した荒い息遣いと殺気に満ちている現場を、私は固かた唾ずを飲んで見守っていた。

　四人の屈強な男たちを相手に戦うのは、サングラスとマスクで顔を隠し、全身真っ黒な服に身を包んだ男性。

　百八十五センチはあろうかという長身に、服の上からでもわかる鍛え上げられた体たい躯く。しなやかな筋肉は無駄がなく、細身のスタイリングはモデルのようによく似合っている。

　殴りかかってきた拳を腕で受け流し、反対の手で風を切る音が聞こえそうな速さの突きを繰り出す。

　大きな足音を響かせ、「待てコラァ！」と怒号をあげながら追い詰める男たちに対し、黒ずくめの彼は無言を貫き、淡々と相手の急所を狙って華麗に立ち回る。

　ひとり、またひとりと呻きながら男たちが倒れていく。

　大学二年の頃に全国大会で優勝したという空手仕込みの後ろ回し蹴りで最後のひとりの顎を抉えぐり、相手が吹っ飛んだところでこの映画の監督、三み上かみさんの野太い声が響く。

「はい、オッケー！」

　ピンと張っていた緊張の糸が緩むと同時に、多くの女性スタッフの恍惚のため息が漏れるのが聞こえた。

　すぐに次の本番に向けてガヤガヤと人が動き出す中、彼女たちの視線をひとり占めにしていた男性は三上監督とひと言ふた言交わすと、黒いマスクを人差し指で顎下に下ろしながらなにかを探すように周囲を見回す。

　その様子をジッと見ていた私に気付き、どことなくサングラスの奥でやわらかい表情になった彼が、真っ黒なロングコートの裾をふわりとはためかせながら颯爽とこちらへ歩いてきた。

　その様子すら周りの女性たちの目を引いて、私はいたたまれない気持ちになりつつ、少しだけ優越感を感じてしまう。

　別に私と彼は特別な関係ではないのに、自うぬ惚ぼれもいいところだ。

「どうだった？　さくら」

　甘く響く低音ボイスが私の名を紡ぐ。

　声までいいなんて反則だと思う。

　そんな感情を押し隠し、私はにこりと笑ってみせた。

「今日もバッチリです。最後のバックスピンキック、最高でした！」

　軸足がブレず、真っ直ぐ相手の喉元に届く長い脚。

　手数の多い長回しのアクションシーンながらも、ひとつひとつの型の美しさが損なわれないのはさすがだった。

　普段見慣れている子供向けの戦隊ヒーローたちのアクションとはまったく別物で、撮影に入り二カ月経った今日も、リハーサルの段階だというのに圧倒されてしまう。

　素直に言葉にして褒めると、本庄さんはサングラスをずらしてニヤリと笑った。

「で、惚れた？」

　目を細め、からかうように聞いてくるのはここ最近のお約束。

　もともと口が悪く、ちょっとした意地悪を仕掛けてきていた彼だけど、この頃はその意地悪に加え、ドキッとしてしまうような色を含んだ視線を向けてくるようになった。

　二十七歳の本庄さんは四つ年下の私を子供扱いしていたはずなのに、なぜか熱い眼差しで見つめられているような気がする。きっとそれすらも、私に恋愛経験が乏しいのをわかってからかっているんだろうけれど。

　彼のようなすごい人が私なんかを本気で口説くはずがない。

　そうわかりきっているのに毎回律儀にドキドキしてしまうのを悟られないよう、努めて素っ気なく返事をする。

「バカなこと言ってないでさっさと戻ってください。あっちでヘアメイクさん困ってるじゃないですか」

「はいはい。じゃあそこでいい子にして見てろよ」

「もうっ、また子供扱いして！　早く行ってください！」

　口を尖らせ怒ってみせる私の頭でポンポンと軽く手のひらを弾ませると、「よし、行ってくる」と極上の笑顔を見せ、踵を返してたくさんのカメラが向けられる場所へと戻っていった。

「いってらっしゃい」

　いつものように声をかけながら、その笑顔にまんまと見惚れてしまったのは絶対に内緒だ。

　彼、本ほん庄じょう湊みなとは私の母が代表を務める小さなイベント企画会社『MIZUKIみずき』に所属するスーツアクター。いわゆるスタントマンだ。

　MIZUKI では主に子供向けのヒーローショーやキャラクターショーを手がけていて、企画立案から制作、運営まで請け負っている。

　おおまかにイベント企画部、運営部、制作部、キャスト部と分かれており、本庄さんはキャスト部、私は彼らキャストをサポートする運営部でマネジメント業務を担当している。

　キャスト部には自社で企画したショー以外にも、戦隊ヒーローなどの特撮テレビドラマやアクション映画など、スタントを必要とする作品に出演する人もわずかにいるが、そのほとんどはオーディションで本人が勝ち取ってくる。

　大手芸能事務所とは違い、うちはあくまでイベント企画会社なのだ。

　しかし本庄さんはスーツアクター歴五年にして、すでに外部から名指しでオファーが来るほどの人だ。舞台でも映像でも映える長身に、空手の有段者で全国制覇しているという実績は大きい。

　去年は戦隊ヒーローの特撮ドラマ『秘密警備隊フラッシュライター』の悪役のボス『怪盗スティール伯爵』のスーツアクターを務めた。

　子供向けヒーロードラマの怪人といえば独特で滑稽な動きのイメージだが、本庄さんが演じたスティール伯爵は貴族らしいスマートな身のこなしが特徴。

　世界中の名画を盗み、その絵に宿ったパワーを吸い取ってしまう悪の組織『ヌスムンダー』のボスという役どころで、ヴェネチア風の仮面をつけている。

　主役を演じるのが若手イケメン俳優の登竜門と言われ、毎年子供だけでなくママたちも一緒になって楽しむドラマだが、『秘密警備隊フラッシュライター』は主人公のフラッシュライターと同格かそれ以上に悪役のスティール伯爵の人気が高かったと言われている。

　最終回の直後には【伯爵ロス】というハッシュタグがあふれ、その名の通り世のママたちの心をしっかりと盗んだのだ。

　スーツアクターなので当然顔は出ないものの間違いなく本庄さんの代表作だし、特撮ヒーロー好きの私としてはスティール伯爵ははずせない大好きなキャラクターだ。

　そんな本庄さんでも、今回の仕事は別格だった。

　今若い女性を中心に大人気のイケメン俳優、早はや瀬せ稔みのるが主演を務める映画『真意一到』。

　主人公は四年前に警察官だった兄を何者かに殺されてしまった青年。

　その犯人を突き止めるために殺し屋に身を落とし、復讐する機会を狙っている。

　過去を探るにつれ、兄の秘密が徐々に明らかになっていくサスペンス・アクション映画だ。

　監督は過去に国際映画賞で監督賞にノミネートされたこともある三上剛つよ志し監督で、今年一番の話題作との呼び声が高い。

　その主演のアクションシーンのスタントに、本庄さんが抜擢されたのだ。

　私だけでなく、会社の従業員一同が飛び上がって驚き喜んだのは言うまでもない。

　早瀬さんと背格好が似ているのはもちろん、本庄さんのアクションは見ている人を魅了する不思議な力がある。

　現に今も同じシーンに出る役者さんと殺た陣ての確認をしているだけで、スタッフさんたちが手を止めて視線を送ってしまう。

　たまたま殺陣の稽古を見にきていた三上監督が本庄さんを直々に口説いたというのだから、その才能は本物だ。

　しかしこの現場のスタッフ、主に女性スタッフがざわめいているのはアクションの才能だけではない。スタントという特性上、今回も顔出しはしないが、それをもったいないと誰もが思ってしまうほど、本庄さんは整った顔立ちをしている。

　男らしいキリッとした眉に切れ長の目、スッと通った鼻筋、形のいい少し薄めの唇。

　男性ながら濡ぬれ羽ば色と表現したくなるほど艶やかな黒髪は、派手な立ち回りで相手の攻撃を躱かわすたびに前髪がサラリと揺れる。

　そんな顔面がスタイル抜群の細マッチョな身体に乗っかっていて、カメラの前では視線だけで人を殺せそうな鋭い眼光をサングラスの奥に潜ませ相手をなぎ倒す。

　しかしひとたび「カット」と声がかかって素に戻れば、愛想よく爽やかな笑顔で接する本庄さんのギャップに、周りの女性たちはまんまとやられているというわけだ。

　話題作の映画クルーというだけあって、芸能人なんて見慣れている人が多いはずなのに、それでも本庄さんは特別なのか、熱い視線を浴びている。

　一方、彼をマネジメントする私は、大きめな黒目以外は素朴な作りの顔で、年齢より若く見られたり、おとなしい性格に思われたりすることが多い。セミロングの髪は、朝にどれだけ頑張って巻いても昼にはカールが取れてしまうので、今ではあきらめてストレートのまま背中に流している。

　華やかな業界に足を踏み入れても、どんなスターにも引けを取らない本庄さんのルックスや存在感を、自社のスーツアクターとして誇らしく思う反面、なぜか胸の奥にモヤッとしたものが疼うずく。

　準備が整うといよいよ本番の声がかかり、先ほどのリハーサル通りのシーンが演じられる。

　日が暮れてしまうと前後のシーンと繋がらなくなるので、今日の撮り分はこれが最後。

　目にも留まらぬ速さのアクションシーンを四台のカメラで余すところなく撮影しているのを、私を含め現場の誰もがジッと静かに見つめていた。

「なんつーか、みんな持ち上げすぎじゃない？　あいつのこと」

　静寂を壊すように吐き捨てられた声がすぐそばから聞こえ、視線をそちらに向けた。

　私の隣でおもしろくなさそうにカメラの向こう側を見ているのは、本庄さんとまったく同じ真っ黒なロングコートを羽織った長身の男性。

　今をときめくイケメン俳優、早瀬稔さんだった。

　本庄さんと同じくらいの身長だが、顔立ちはまるで違う。

　男らしく精悍な印象の強い本庄さんに比べ、早瀬さんは甘めなルックスで、今は役作りで黒髪だけど普段は明るい茶髪のイメージ。

　あまり芸能界に興味がない私でも知っている彼の出演作は、女子高生と恋をする教師役だったり、ひょんなことから同僚と同居することになるエリート銀行員の役だったりと、女性向けで恋愛色が強めだった。

　番宣で出演するバラエティ番組ではハキハキしゃべり、空気を読んで笑いも取れる。持ち前の天真爛漫な明るさで周囲の人間を魅了する人。

　そんなテレビから受ける印象は、この現場に出入りするようになった二カ月であっという間に崩れ去った。

「俺だって事務所からＮＧ出なきゃ、あのくらい動けるし」

　テレビの中で見せる屈託のない笑顔は鳴りを潜め、至極不機嫌そうな顔で言う早瀬さん。彼の不貞腐れたような言い分は、申し訳ないが子供が負け惜しみを言っている図そのものだと心の中で苦笑する。

　早瀬さんはこの映画のために半年も前からトレーニングを積み身体を作り、アクションの稽古もしていたらしい。確かに以前テレビで見た時はもっと華奢な印象だったが、よく見ると肩や胸に若干厚みがついたような気もする。

　しかし彼の事務所は稼ぎ頭に怪我でもされたら事だと、ハードな立ち回りはスタントを使うことに決めたそうだ。

　早瀬さん的にはせっかくの主演作、スタントをつけずに自分で演じきりたかったのだろう。悔しい気持ちもわからないではないけど、本庄さんのアクションを『あのくらい動ける』と評されて、ついムッとしてしまった。

「へぇ、そうなんですね。それはぜひ見たかったです」

　視線を早瀬さんから本庄さんに戻し、感情をのせずに言うと、頭ひとつ分高い位置から「ハハッ」と笑う声がした。

「さくらちゃん、顔に似合わず気が強いよね」

「……観み月づきでお願いします」

　話すようになったここ一カ月の間、何度も繰り返したやり取り。なぜか人気俳優で主演であるはずの早瀬さんは、こうして事あるごとに私に絡んでくる。

「いいじゃん。観月さくらちゃんでしょ？　名字だと会社名で呼んでるみたいだし」

　早瀬さんがうちの会社を知っていることに驚いて見上げると、彼は私の考えを読んだように「あいつがどこの事務所か気になって調べた」と肩を竦めた。

　あいつとはもちろん本庄さんのことだろう。あれだけ整ったルックスだ。もしかしたらライバルになり得ると警戒しているのかもしれない。

　だからこそ、マネージャーである私にこうして声をかけてきているのかと納得した。

「芸能事務所じゃないんだね」

「はい、うちは一応イベント企画会社なので。本庄はスーツアクターとして弊社に所属してる形です」

「へぇ。さくらちゃんも？」

「私はただのマネージャーです」

「そうなの？　でも君も人前に出てたんだよね？　三年くらい前だっけ、ＳＮＳで騒がれてたの」

　早瀬さんにそう問われ、ドキリとする。

　なぜ知っているのだろうと疑問に思ったけど、うちの会社を調べた時、一緒に過去のネットニュース記事でもヒットして目についただけだろうと思い至った。

　彼の言う通り、私は最初からマネジメント業務をしていたわけではない。

　学生の頃はキャスト部のバイトとして、ヒーローショーに進行役で出演していた。

　いわゆる『ショーのおねえさん』。ショーが始まると一番に観客の前に行き、子供たちにショーの説明をしながら一緒に歌やダンスの練習をする。

　そこに怪人が現れ、『おねえさん』である私が攫われるのがお約束。

『よーし、じゃあみんなで超惑星戦士マルスマンを呼ぶよー！　せーのっ！』

『マルスマーーーン!!』

　青空の下、響く子供たちの元気いっぱいな声。

　特撮ドラマも小さな子供も好きな私は、ヒーローショーのバイトが楽しくて仕方なかった。

　だけど、あることがきっかけで私はショーに出ることをやめ、裏方に徹するようになった。

　思い出してもしょうがないことが脳裏に浮かび、私はキュッと唇を噛みしめる。

　早瀬さんは俯いてなにも話さなくなった私の肩を抱き寄せると「事務所のお偉いさんに紹介しようか？」と耳元で囁いてきた。

「……はい？」

「マネージャーしてるなんてもったいないじゃん。俺の口利きならうちの事務所入ってアイドルとしてでも女優としてでも売り出してもらえるよ。かわいい顔して意外と毒舌で塩対応っていうのも売れそうじゃん？」

　早瀬さんはなにを勘違いしているのか、そう言って私を連れて強引に現場に背を向けて歩みを進めようとする。

「それに、握手もサインもねだってこない女の子って新鮮で、俺自身もさくらちゃんに興味あるし」

「いや、あの私は」

「俺が自分であのシーンを演じてたら、君はその目を俺に向けてくれる？」

　別に芸能人になりたいわけではないし、申し訳ないけど早瀬さんのサインも特に欲していない。

　それにみんなの目を惹く本庄さんのアクションシーンは彼の才能と努力に裏打ちされた特別なもので、誰でも真似できるようなものではない。

　そう思って誤解を解くため肩に回された腕を掴もうとしたところで、後ろから早瀬さんではない誰かにぐいっと手首を引っ張られた。

「わっ……!?」

　グラッと体勢を崩したのを引っ張った張本人が支えてくれたのはいいとして、なぜかそのまま抱き留められている。

　たくましい胸元に顔を押しつけられた状態になってしまい、微かな汗の匂いに交じって、いつも本庄さんがつけているシトラス系の香水が鼻び腔くうをくすぐった。

　体温を感じるほどの近い距離に、ぶわっと頬が熱くなる。

　慌てて腕を突っ張り、腕の中から抜け出して顔を見上げると、本庄さんはにこやかな笑みを貼りつけて「監督がお呼びですよ」と早瀬さんに告げる。

「次のシーンの繋ぎの確認をしたいので、モニターチェックをお願いしたいそうです」

「あっそ」

　同一人物を演じているので、まったく同じスタイリングの本庄さんと早瀬さん。

　なぜか空気がピリピリしていて、そのふたりに挟まれた私はすこぶる居心地が悪い。

　本庄さんは笑顔の割に目が笑っていないし、早瀬さんに至っては彼にいい感情を持っていないことを隠そうとすらしていない。

　彼らの間でキョロキョロと様子をうかがっていると、早瀬さんが「じゃあさくらちゃん。さっきの件、考えておいてね」とあからさまに私にだけ笑顔を向けて監督の方へ行ってしまった。

　考えておいてと言われても、そもそも私はアイドルにも女優にも興味がないし、紹介されたって困ってしまうのだけど。

　はぁ、とため息をつくと、「チッ」と大きな舌打ちが聞こえる。

「いい子で見てろって言わなかったか？」

「……はい？」

「現場で口説かれてんじゃねぇよ」

　眉間にシワを寄せ、億劫そうにサングラスをはずす。額にかかったサラサラの前髪をくしゃっと手でかき上げながら睨む本庄さんに、私はすぐに反論した。

「別に口説かれてなんていません」

「じゃあ考えとけって言われてた『さっきの件』ってなんのことだ」

「それは……」

　早瀬さんが勝手に私を自分の事務所に紹介するとかなんとか言い出したんです。

　そう説明しようとしたところに、この廃ビルにそぐわぬ甘ったるく甲高い声が響いた。

「湊さんっ！　お疲れ様ですー」

「……お疲れ様です。今日は椿つばきさんのシーンはなかったんじゃ？」

「はい、私のシーンはないけど来ちゃいましたぁ。湊さんのアクションシーン見たくって」

　うふふ、とかわいらしく笑いながら小首を傾げるのは、女優の椿さん。

　グラビアアイドルとして芸能界デビューし、最近は女優としても仕事の幅を広げている色気のある美女だ。

　この映画では、早瀬さん演じる主人公の義理の姉という役どころ。ちょっとした濡れ場もあり、マスコミが注目している。

　彼女は撮影が始まった初日に本庄さんをひと目見て気に入ったらしく、あからさまなアピールが続いている。

　何度も食事やお酒に誘われているものの本庄さんにその気はないらしく、『ちょっと今日もスケジュール的に厳しくて』と毎回爽やかに見える笑顔を貼りつけて、当たり障りなくお断りしていた。

　そんな断り文句が何度も続けば脈ナシなのだと空気を読めそうなものだが、椿さんは自分が拒否されているだなんて思いもしないらしい。

　本庄さんが誘いにのらないのは本当にスケジュールに余裕がないせいなのだろうと憤慨し、一昨日は私のところに『湊さんのスケジュール、もう少し余裕持って組めないわけ？　たかがスタントでしょ？　そんなに忙しいはずないのに、無能なマネージャーね！』と文句を言いに来た。

　さらには『マネージャーだか事務所の社長の娘だか知らないけど、私と湊さんの邪魔しないで！』と言い放ち、完全に私が悪者だ。それを本庄さんがいないタイミングで言ってくるあたり、ずるいなぁとため息をつきたくなる。

　テレビや雑誌の中では美しい顔で女神のように微笑み、本庄さんを筆頭に男性がいる場ではしおらしい椿さんも、やはりただの女だということなのかな。早瀬さんといい椿さんといい、芸能人のオンとオフの差なんてあまり知りたくなかった。

「この後食事行きましょうよぉ。もうすぐ終わりですよね？　私待ってますから！」

　現に今も本庄さんに向ける甘ったるい声とは真逆の鋭い視線で、私に『邪魔するな』と無言の圧力をかけてきている。

　自信があるであろう豊満な胸を彼の腕にさりげなく押しつけ、本庄さんを射止めようとする姿はもはや女め豹ひょうだ。私には決して持ち合わせていない積極性だと、一周回って尊敬の念さえ抱いてしまいそう。

　スラリと長身でスタイル抜群の椿さんは、本庄さんと並ぶととても絵になる。

　そんなふたりを間近で見せつけられ、ギュッと締めつけられるような息苦しさをなんとか飲み込んだ。

「あぁ、すみません。今日はちょっと」

　聞こえてきた声に、おや？と内心首をひねる。

　どことなくいつもよりも声が素っ気なく冷淡に響いた気がした。

　そのわずかな違和感が確信に変わったのは、本庄さんの顔にいつもの爽やかな笑顔がなかったから。

　疑問に思い見上げた私に視線を向けた本庄さんは、自身の腕に絡みついていた椿さんの手をさりげなくはずして距離を取りながら「こいつと約束があるので」と、なぜか私を巻き込んで彼女からの誘いを断った。

「え……っ」

　困る。とっても困る。ただでさえ一昨日邪魔するなと釘を刺されたばかりなのに、ここで私を理由にするなんて。

　しかもまったくの事実無根。本庄さんと約束なんてしていないし、していたとしてもここで私の名前を出すのは間違っていると思う。

　案の定、椿さんが私を般はん若にゃのような顔で睨んでいる。

　まだ撮影は半分以上残っている。共演者とのトラブルは避けたい。

　本庄さんだってそう思っていたからこそ、今までの誘いは無難な断り文句で躱していたんじゃなかったの？

　だけど、それ以上に困るのは……、明らかに断る口実だとわかっているのに、椿さんよりも私を選んでくれたような気がして嬉しくなってしまう自分。

　彼に惹かれてはいけない。ずっとそうやって自分に言い聞かせてきたというのに……。

　滑稽だとわかっていても、心が勝手にトクトクと弾むようなリズムを刻みだす始末。

　それでも自分の感情から目を背け続ける。私たちの間にはなにも起きない。起こっちゃいけない。

　またあんな風に心が引き裂かれるような思いをしないために、私は自分でルールを決めた。

　スーツアクターである彼と恋愛はしないと……。

　私はふぅっと息をすべて吐ききってから、強い眼差しで本庄さんを見上げた。

「たまには、息抜きに食事でも行ってきたらどうですか？」

「……は？」

　突然の私の提案に、本庄さんの眉がギュッとしかめられる。

　それもそうだ。私との嘘の約束を理由に断ったのに、その私から行ってこいと言われてしまっては困るのだろう。

　でも本庄さんだって男だ。面倒くさいからと断ってるんだろうけど、こんな美人な椿さんと実際に食事に行けば、いい仲に発展するかもしれない。

　いっそ本庄さんに恋人ができれば……。

　私だってもうこんな風に悩んだり自惚れたりしなくていいのに。

　とんでもなくモテるはずなのに、MIZUKI に入社してからずっと女性の影が一切見えない。だから、私をからかう本庄さんの瞳に甘い熱情が込められているように感じて期待してしまう。

　いちいち彼の言動にドキドキするのは、恋人を作らない彼のせいだ。

　そんな風に本庄さんに責任転嫁していると、彼が私に向かって手を伸ばしてきた。

「さくら、俺は」

　その手が私の頭に触れる前に、「ほらぁ、マネージャーさんもそう言ってるので行きましょうよぉ！」と、嬉しそうに弾む声に遮さえぎられる。

　今がきっと踏ん切りをつける時。

　ギュッと一度強くまばたきをして、迷いを消すように笑顔を作った。

「明日はオフで、明後日が八時半入りなので。よろしくお願いします」

　私はなにか言いたげにこちらを睨む本庄さんの視線も、自分の胸の痛みも気付かないふりをして、小さく一礼するとその場から逃げるように立ち去った。










【スイートルームでお泊まり愛!?　女優・椿がホテル『アナスタシア』のスイートルームに宿泊！】

　本庄さんと椿さんの二ショットから逃げるように帰ってきた翌日。

　夕方、ネットニュースで世間を賑わせていた見出しを読みながら、ぐっと唇を噛みしめる。

　記事によると、椿さん本人がＳＮＳにホテルのスイートに男性とふたりで泊まっているかのように匂わせる写真を【映画の現場、楽しい！　公開が待ちきれない！】というコメントと一緒に昨夜遅くにアップしたらしい。

　ネットではそのニュースを受け、相手は『真意一到』の関係者だろうと様々な憶測が飛び交っている。

　業界人ならともかく、世間一般の人にスーツアクターが認知されることはほぼないので、お相手候補に本庄さんの名前は出ていない。

　だけど私は知っている。だって彼女たちをお膳立てしたのは私なんだから。

　食事だけじゃなく、ホテルまで行ったんだ……。

　ネットニュースにリンクされている椿さんのＳＮＳを覗いてみれば、確かに日本有数の高級ホテル、アナスタシアの一室でシャンパンを掲げている自撮りが載っていた。

　背景に映る重厚なインテリアはスイートルームと言われれば納得の豪華さで、後方のテーブルにはもうひとつシャンパングラスが置かれている。

　なるほど、匂わせってそういうこと……。

　そんな部屋で一緒に過ごす相手と言えば、考えるまでもなく、ひとりしかいない。

　昨夜は気になって眠れなかった。

　私が自分の部屋で何度も寝返りを打ってモヤモヤを抱えている間、あのふたりは……。

　スイートルームで椿さんを抱き寄せる本庄さんが頭の中に浮かび、ズキンと胸の奥がひどく痛んだ。

　ううん、傷つくなんておかしい。そんな資格なんてない。

　彼を送り出したのは私で、恋人ができればいいと思っていたはずなんだから。

　もう何度目かもわからないくらい、繰り返し自分に言い聞かせる。

　本庄さんに惹かれてはいけない。

　胸の底からあふれてきそうになる感情に蓋をして、必死に見ないふりをしてきた。

　自覚してはいけない。気付けば後戻りはできない。

　そうなれば、きっと私は傷つくことになる。




　私が本庄さんと出会ったのは、高校一年の冬。

　学校からバイト先である母の会社、MIZUKI へ行く途中、男性ふたりに絡まれているところを助けてもらったことがあった。

　私とぶつかったせいでスマホの画面が割れたのを弁償しろと言う男たち。

　確かに肩がぶつかりはしたけど、スマホを落としたわけでもないのに割れるわけがない。そう反論したくても、ガラの悪い男性ふたりに対しこちらはひとり。

　怖くてなにも言えないまま腕を掴まれてしまった。

　見るからにチンピラ風な相手だったためか、私が因縁をつけられているのを多くの人が視線を逸らして通り過ぎる中、本庄さんだけが足を止めてくれた。

『女子高生相手にみっともねぇな』

　コート越しに掴まれた腕の痛みに泣きそうになっていた私を彼らから引き離し、庇かばってくれた後ろ姿は今でも忘れられない。

　悪態をつきながら本庄さんに殴りかかるふたりに『よし、先に手を出してきたのはそっちだからな。正当防衛だ』と言って、あっという間に地面に沈めてしまった。

　バイトでヒーローショーの殺陣は見慣れていたけれど、素の大人が殴り合う喧嘩なんて遭遇したのは初めてで、恐怖もあったはずなのに本庄さんの流れるような動作に目が釘づけになった。

『やべ、騒ぎになる前に逃げるぞ』

　いたずらっぽく笑って私の手を引いて走り出した瞬間、彼は私のヒーローになった。

　その後、わざわざバイト先まで送ってくれた本庄さんに事情を聞いた母は『あら、それならぜひうちに来てほしいわー』と笑顔で言い放った。

『大学二年生ってことは、もうそろそろ就活を始める頃でしょう？　どう？　スーツアクターに興味ない？』

『お、お母さん！』

　ただ善意で助けてくれただけの彼をグイグイ勧誘する母に困惑していると、意外にも本庄さんは興味を示した。

『スーツアクターって、戦隊モノとかの？』

『そう、今は「中の人」って言ったりするのよね。そういうかぶり物からアクションのスタントまで、全部をこなすのがスーツアクターよ』

『社名の MIZUKI って、スタントマンの観月龍りゅう二じと関係あったりします？』

　本庄さんの口から父の名前が出たことに驚いた。

『あの、父を知ってるんですか？』

『父？』

『あ、私、観月さくらっていいます。観月龍二の娘で』

『私は観月幸ゆき恵え。龍二の妻でここの代表よ。興味があるなら、進路を考える選択肢のひとつに入れてもらえたら嬉しいわ』

　その日はそれだけで帰っていった本庄さんが、まさか本当にうちの会社に入るだなんて、私はもちろん母も本気では思っていなかっただろう。




　だけどその二年後、大学を卒業した本庄さんが MIZUKI にやってきた時は飛び上がるほど驚いた。

　私を助けてくれた憧れのヒーローだった本庄さんと一緒に仕事をするのは最初こそ緊張したけど、四つ年下の私を妹のようにかわいがり、時には意地悪くからかってきたりする彼とはすぐに打ち解けることができた。

　私がバイトで会社に出入りしていた頃はキャラクターショーで一緒の現場になることが多く、『ショーのおねえさん』をやめてしまった時も、とても心配してくれた。

　当時、舞台上では子供たちから親しまれやすいよう見た目も子供に寄せていたため、髪は黒髪のツインテール、キャラクターがプリントされたパーカーにデニムのミニスカートが定番の衣装。

　ショーを終えた後は、一緒に写真を撮ってほしいと見てくれた親子からお願いされることも少なくない。

　ショー自体は著作権の関係で撮影や録音はＮＧだけど、私との写真なんかでよければと、ネットにアップはしないように口頭でお願いだけして、ヒーローのパネルと一緒に撮っていた。

　三年ほど前のあの日もそうやって何事もなく終わるはずだった。

　異変に気付いたのは、ある遊園地で開催されたヒーローショーの時だった。

　その日、本庄さんは外部の仕事でいなくて、私はちょっと残念に思いながらもリハーサルをこなして舞台に出た。

　すると、そこは異様な空気に包まれていた。

　客席をおよそ戦隊ヒーローには興味がないであろう男性が大勢陣取っていて、周りの親子連れのお客さんは困惑気味。

　いざショーが始まると、子供たちと歌やダンスの練習中も『さくらちゃーん』と大声で呼びかける人がいたり、『彼氏はいますかー』と野次のように笑いながら叫んだりと、子供たちが心から楽しめるような雰囲気ではなく、ヒーローショーは台無しになってしまった。

　わけもわからぬまま落ち込んでいると、同じショーのスタッフである先輩からネットニュースを見るよう連絡をもらった。

　送られてきたＵＲＬを開くと、そこには『かわいすぎるショーのおねえさん』という見出しとヒーローショーで踊っている私の写真が載っており、記事のコメント欄には【確かにかわいい】【合法ロリ】【どこで会えるの、俺もさくらちゃん攫いたい】など、今思い出してもゾッとする文面ばかり。

　中でも悪意があったり個人を特定できたりするような記事はいつの間にか消えていたけど、私はそれがきっかけで舞台に立つことをやめた。

　自分のせいで、子供たちが楽しみにしているショーを台無しにしてしまったことがショックで許せなかったから。

　未練がないといえば嘘になる。本当は今だってあの楽しかった舞台に立ちたい。だけど、もしまた同じようなことが起きて、子供たちの楽しみを奪ってしまうようなことになってしまったらと考えると、キャスト部に戻りたいだなんて言い出せなかった。

　当時、現場のみんなも、その場にいなかった本庄さんも『さくらのせいじゃない』と言ってくれたけど、私の決意は変わらなかった。




　そして大学を卒業し、社員として MIZUKI に入社した私は運営部に配属となり今に至る。キャストとして同じ舞台に立つことはなくなったけれど、本庄さんはヒーローショーよりも外部の仕事が増えてきたので、私は彼のマネジメント専属になりつつあった。仕事ではあるもののふたりで過ごす時間が増え、私の心に反して距離感は縮まっていく。

　私が社会人になって初めてお酒を飲みに連れていってくれたのも本庄さんだ。

『いつもマネジメントしてくれてる礼だ。酒の飲み方も覚えといた方がいいしな』

　てっきり居酒屋にでも行くのかと思っていたのに、連れていってくれたの『Karinかりん』というオシャレなダイニングバー。

　商店街の中の小さなビルの二階にある隠れ家的なお店で、全体がアンティーク調の内装で統一された店内はとても雰囲気がいい。

　マスターは渋いダンディな男性で、お酒を作ってくれたバーテンダーの阿あ久く津つさんは本庄さんの高校の同級生だという。王子様のようにキラキラしていた。

『わぁ……』

　出してもらったカクテルに思わず感嘆の声を漏らすと、本庄さんがしかめっ面で『あいつは結婚してるぞ』と聞いてもいないのに情報をくれる。

『……へぇ？』

　適当に返事をすると、彼はカウンターの向こうからおかしそうにこちらを見ていた阿久津さんをひと睨みしてから私に視線を移した。

『甘いからって飲みすぎんなよ』

『はい、でもこれほんとに美味しい』

『まぁ、俺といる時ならいくら酔ったっていいけどな』

　ふっと色気のある流し目を向けられて、体温がぶわっと上がる。

　控えめなＢＧＭに暗い照明。大人な雰囲気の中で初めて飲むお酒は、甘いのに喉がクッと熱くなってクラクラして、なんだか本庄さんみたいだって思ったのを覚えている。




　それからも、本庄さんに連れられて何度もそのバーを訪れた。

　子供の頃に父がスーツアクターを務めた番組を見たのがきっかけで特撮ヒーローにハマったこと。キャラクターショーをもっともっと楽しんでもらえるようなものにしていきたいこと。

　酔っ払って調子にのって熱く語ってしまっても、仕事の話になると本庄さんは笑わずに聞いてくれた。

　たまにお店が空いていると阿久津さんも会話に加わって、学生の頃の話をしてくれたりもした。

　基本的に彼は聞き役で、私と違って酔ってしまうことはなかったけど、珍しく饒じょう舌ぜつだった日があった。

　確かあの日は父の十回目の命日。

　彼はアクション映画が好きで、気に入っている映画にはすべて観月龍二の名前がエンドロールにあると知り、気になって調べたら『伝説のスタントマン』と呼ばれていることを知ったのだと、父を偲しのんで話してくれた。

『それからずっと憧れてた、龍二さんのアクション。いつか彼に追いつきたいって、ずっと思ってる』

『……父も、それを聞いたら嬉しいと思います』

　口ではそう言いつつも、私の心中は複雑だった。

　スーツアクターだった父は、特撮ドラマの『中の人』からアクション映画のスタントまで幅広く活躍していた。特に映画のスタントはどんな危険なシーンも引き受け派手な画を撮らせてくれると、有名監督の間でも重宝され、多くの依頼がきた。

　実際、父の仕事は素晴らしかったと思う。

　ＣＧでは決して出ない緊迫した迫真の演技が映画をよりよいものにしていた。

　だけど、父は死んだ。バイクスタントでの事故だった。

　亡くなった後に知ったことだが、父は危険なシーンに挑む時には必ず私たち家族に手紙を残していた。

【なにがあっても自己責任。いい作品を作るため、命をかけて仕事をするのはスタントマンだけじゃなくみんな同じ。だから俺がどうなったとしても、作品を必ず世に送り出してほしい】

【俺は怪我してもいいからいい画が撮りたいって思ってるわけじゃない。誰も怪我しないでいい画を撮るために、俺たちプロがいるんだ】

　こういった内容の手紙が、父の部屋からいくつも見つかった。

　そのプロ意識とも仕事バカとも言える熱い激情を知った人たちは、父を崇高な精神の持ち主と褒め称え、今や『伝説のスタントマン』として語り継がれている。

　だけど……、私はそんな風に割り切れない。

　大切な家族を喪うしなった悲しみは、未だに心の底に鉛のように沈んだまま。

　父が亡くなったのは、私が小学生の頃。最期の別れの日、母が火葬場で棺ひつぎに縋すがって泣き崩れていた姿は、今でも痛みと共に鮮明に胸に残っている。

　いくらたくさんの人から伝説だなんだと褒め称えられようと、大好きだった父はもう帰ってこない。

　そう思っているのにこの仕事に携わっているのは、やはり父の影響だった。

　幼い頃からずっと見てきた特撮ヒーローに関わる仕事は、表舞台に立たずともやっぱり楽しいしやり甲斐もある。

　だけど、父のことを思い出すたび、母が泣いていた姿を思い出すたび、私は思う。

　スーツアクターとは付き合えない、と……。

　本庄さんくらい動ける人なら、いずれ父のような危険なスタントの依頼もくるかもしれない。そのたびに、またあの悪夢に怯おびえるのかと思うと怖かった。

　親密になればなるほど、彼が仕事を引き受けると不安になる。

　有言実行の彼は口だけじゃなく、実際に休む間もなく様々な訓練をして着々と実力をつけている。

　いつか本当に父を超えるスタントマンになる日がくるかもしれない。

　大きな仕事を引き受けるたび、一緒に喜べないなんて嫌だ。

　だからこそ、私は彼と一線を引こうと決めたんだ。熱愛記事に傷つくなんてお門違い。

　そう思っているはずなのに、私はこぼれてくる涙を止められず、ただしばらく俯いていた。










「本庄がバイクスタントっていったいどういうことですか!?」

　倍以上年齢が上の助監督さんに食ってかかる私に、彼は申し訳なさそうにしながら簡単に説明してくれた。

「今朝、もともと手配していたカースタントの人が体調不良で病院に担ぎ込まれたんだって。でも撮影もちょっと押してるし、できれば今日撮っちゃいたいって監督が……」

「それはわかりますけどっ」

　だからって、どうして本庄さんなの？

　本来なら来られなくなった人の事務所が代打を探すのがセオリーなのに。

　納得できない私が契約と違うと反論しようとすると、早瀬さんがこちらにやってきた。

「俺が聞いたの。『あんたはできないの？』って」

「そんな……っ！」

　無責任にそんなことを言う早瀬さんを睨みつける。

「本庄はボディスタントのみで、カースタントは契約には入ってないはずです！」

　そもそも殺陣などのアクションを役者の代わりに演じるスーツアクターと、車やバイクを使うカースタントマンはまったくの別もの。さらに言うなら、カースタントとバイクスタントもそれぞれ専門のプロがいる。

　父のようにどちらもハイクオリティにできる人の方がごく稀なのだ。

　特にバイクを扱うスタントライダーと呼ばれる仕事は危険がつきもの。今日もきっと専任のベテランの人が来るはずだったに違いない。

「でも、やるって返事したのは本人だよ」

　早瀬さんの言葉にグッと口を噤む。

　今日の撮影は狭いビルの駐車場を縦横無尽に走り回るカーチェイスで、最後は道路に出てガードレールに衝突するまでのシーンを予定している。

　カースタントの中でも高度で危険なもの。

　そして……父が命を落としたバイクと車を使用したアクション。

　脳裏に母の泣き崩れた姿が浮かび、私はひゅっと息を飲んだ。

「さくら」

「本庄さん……！」

　声がした方を振り返ると、映画の主人公の衣装である真っ黒なロングコートの下にチェストプロテクターをつけて、手には大きなヘルメットとゴーグルを持った本庄さんの姿。

　真っ直ぐに私を見つめる瞳に、唇を噛みしめた。

　その顔を見れば、言葉なんてなくても本気なのが痛いほど伝わってくる。

　仕事に情熱を持ち、真剣に取り組んでいるのをずっと近くで見てきた。

　父に憧れ、うちの仕事とは別でプロのスタントライダーに教えを乞い、モトクロスというオートバイ競技を習得したり、サーキット場で車の運転技術を磨いたり、たくさんの訓練を受けてきたのも知っている。

　カースタントに必要な体力も資質も強靭な精神力も、すべて彼には備わっている。

　それなのに、本庄さんはこれまでカースタントは一切引き受けてこなかった。

　その彼の意図を、私は考えないようにしてきた。

　もう悲しい思いはしたくない。そんな自分の感情だけで、本庄さんの気持ちを慮おもんぱかることを放棄して、長い間なにもかも見て見ぬふりを続けてきた。

　彼だけでなく、スーツアクターのマネジメントという仕事を続けていくのなら、いい加減向き合わなくてはならない時がきたのかもしれない。

　そうわかってはいても、どうしても手放しで送り出せない。どれだけ危険な仕事なのかを、幼い頃から父を見てきた私は身を以て知っているから……。

　私があまりにも悲壮な顔をしていたんだろう。本庄さんは真剣な眼差しを和らげて微笑みを向けると、子供に言い聞かせるような優しい声音で言った。

「大丈夫だから。いい子で待ってろ」

「でも……」

「撮影が終わったら、話がある」

「え……？」

　今から危険なシーンに挑むとは思えないほどの甘い空気に、混乱しながらも胸がときめく。そんな場合ではないのに、本庄さんの話がなんなのか、心がざわめき、期待に鼓動が速くなる。

「本庄さん……」

　本当は、まだ怖いし不安もある。

　どれだけ万全に準備したとしても、事故が起こる確率はゼロにはならない。

　だけど、父の手紙にあった言葉を思い出した。

【俺は怪我してもいいからいい画が撮りたいって思ってるわけじゃない。誰も怪我しないでいい画を撮るために、俺たちプロがいるんだ】

　きっと本庄さんも同じ。

　怪我をしないよう訓練をして、自信があるからこそ撮影に挑むんだ。

　真っ直ぐな眼差しを正面から受けて、私はその瞳の中に彼の真意を探す。

「必ずさくらのもとに帰ってくる。だから、そこでしっかり見てて」

　本庄さんの瞳がやわらかく細められたのを見つめていると、遠くから「えー！　湊さんがやるんですかぁ？　見たーい！」と緊張感のない甲高い声が聞こえてきた。

　思わずビクッと身体を竦めると、目の前の彼は舌打ちしながら眉を寄せた。

「……アレとふたり残して消えたのも、俺まだ許してないから」

「え？」

「戻ってきたら、説教とお仕置きもプラスだな」

「な、なんですか、それ……」

　不穏な響きに顔をしかめる。

　アレというのはもしかして、こちらに向かってくる椿さんのことだろうか。

　例の熱愛記事が出て二週間。お互い一切そのことには触れないながらも、ここ最近の本庄さんはとても機嫌が悪かった。

　もちろん仕事はしっかりこなしていたけど、眉間にくっきりと皺を刻んでいることが多くて、現場でもいつものようにからかってくることもなく、近寄りがたい雰囲気を出していた。

　いったいなぜなのか、それすらも私は考えないようにしていたけど……。

　本庄さんは大きく息を吐き出すと、仕切り直しと言わんばかりに私に向き直った。

「さくら。ここで見てて」

「……はい」

「怖がらなくていい。祈らなくていい。ただ俺を信じて。そしたら、俺はなんだってできる」

　きっと本庄さんには、私の気持ちなんてお見通しなんだろう。

　父のことでカースタントを怖がっていることも、本庄さんとこれ以上近くなってはいけないと葛藤していることも。

「俺は、絶対にさくらを悲しませたりしない」

　吸い込まれそうなほど、互いの瞳を見つめ合う。

　信じたい。信じてみたい。本庄さんならきっと無事にやりきってくれる。

「……はい」

「よし」

　私がゆっくりと首を縦に振って返事をすると、彼は満足げに頷いた。

　本庄さんの顔を見たらなぜか泣いてしまいそうになって、私は必死にこらえようと顔中の筋肉に力を入れる。

　そんなしかめっ面な私にゆっくりと美麗な顔が近付き、唇の上でちゅっと音が鳴る。

「行ってくる」

　――え？　今の、なに……？

　なにが起きたのかわからず呆然としている私に、いつもの極上の笑顔を向けて、彼はディレクターズチェアの方へ歩いていく。

「……いってらっ、しゃい………？」

　口元を覆って呟いた蚊の鳴くような私の声は、本庄さんの所業を見ていた女性スタッフたちの大きな黄色い悲鳴にかき消されてしまった。




＊　＊　＊




「あんたはできないの？」

　そう聞いてきた早瀬の口調には、ぶっきらぼうというよりは挑発の色が見えた。

　彼がさくらを気に入っているのを見抜けたのは、同じ女に惚れた男の勘とでもいうのだろうか。

　本来ならそんな見え見えの挑発にのってやる義理もないが、俺自身が焦じれていることもあり、売り言葉を買うように「できますよ」と言い放った。

　もちろん無謀な返事というわけではない。普段から殺陣の稽古だけじゃなく、バイクスタントやカーアクションの訓練も受けていたし、実際にやれる自信もあった。

　今までも小さい仕事ながらもカースタントの依頼がなかったわけじゃない。

　それを引き受けてこなかったのは、さくらの気持ちを待っていたかったからだ。

　幼い頃に父をバイクスタントの事故で亡くしているさくらにとって、トラウマになってしまっていることは容易に想像できたし、彼女の母である社長からも聞いていた。

『本庄くんがカースタントの成功を積むことで、あの子の心が少しでも癒やされてくれたらいいんだけどね』

『……龍二さんの事故、見ていたんですか？』

『ううん、あの子は学校だったから見てないわ。でもきっと、最期のお別れの時を覚えているんだと思う。私もね、あの時はかなり動揺してさくらを心配させちゃったから……』

　苦い顔をした社長だが、それは当然だと思えた。愛する夫がいきなり事故で逝ってしまったら、子供がいようと取り乱しもするだろう。

『それでも、私はスタントマンとしての観月龍二を誇りに思うし、彼の妻であることが幸せで、後悔なんかひとつもないの。さくらにも、きっといつかわかる時がくるんだろうけど、こればっかりは自分で乗り越えてもらわないとね』

　強い人だと思った。愛する人を亡くしてなお、笑って前を向き、彼の後進をサポートする会社を続けている。

　尊敬の眼差しで彼女を見ると、『気長に待ってやってね』と笑った。

　社長には俺の気持ちなんてとっくにバレていたのだと、苦笑したのを覚えている。

　映画制作会社が依頼していたカースタントの事務所から、スタントマンの急病の知らせがあったのが三十分ほど前。代打のスタントを探すと言っていたらしいが、まだ連絡がきていないところを見ると難航しているようだ。

　このチャンスを逃す手はない。

「俺がやります。さくらは渡さないですよ」

　早瀬に宣戦布告をし、彼の反応を見ることなく監督を探す。

　きっと、さくらは真っ青な顔をして反対するんだろう。

　彼女が俺と距離を置こうとしているのも、その原因もわかっている。

　さくらは怖いんだ。父親と同じスーツアクターと、必要以上に親密になることが。

　理解はできる。だが納得してやることはできない。

　自惚れでなければ、彼女も俺と同じ気持ちのはずだ。

　社長の進言通り気長に待ってはきたが、彼女を逃がすつもりは毛頭なかった。




　成人して真剣に進路を考えなくてはと思っていた大学二年の冬に、さくらに出会った。

　ガラの悪い男たちに絡まれていたところを助け彼女を送っていったら、そこは俺が子供の頃から憧れていた『伝説のスタントマン』観月龍二が所属していた会社だった。

　彼の妻が社長で、助けた女の子は龍二さんの娘だという。

　アクション映画が好きで、公開中の作品から三十年以上前の古い作品まで片っ端から見てきたが、名作と言われるアクション映画には必ず観月龍二の名前があった。

　彼に憧れて空手を始め、大学の頃には全国制覇も成し遂げた。

　とはいえ、彼のようにスタントマンになりたいと考えたことはなく、社長からスーツアクターに興味はないかと誘われた時は驚いた。

　父はＣＭでもよく耳にする投資運用会社を経営していて、俺も中学に入る頃には知っていて損はないと株や投資などひと通り資産運用の知識を詰め込まれたが、特に父の会社に入って後を継ぐことを強制されることもなかった。

　それでも当時の俺の周りはみんな、俺が父の会社に入るであろうと疑わない人ばかりだったから、観月親子とのちょっとした会話はしがらみがなく気軽でとても楽に感じたのを覚えている。

　だからというわけではないが、これもなにかの縁だと思い MIZUKI に入社を決めた。

　やるからには中途半端は許せない質たちの俺は日々訓練に励み、憧れであった龍二さんのようなスーツアクターを目指した。

　昔から父が会社を経営していることと、母親に似た顔立ちのおかげで、女性から声をかけられる機会が多かった。学生の頃はともかく、人の外側しか見ない彼女たちに辟へき易えきし、ここ数年恋人と呼べる存在はいない。

　しかし MIZUKI に入社して以降、周囲にいる人間は俺が大手企業の御曹司だと知らないし、女受けすると言われる顔を隠して仕事をしている。

　社内は限られた社員しかおらず、アットホームでいい人ばかり。今まで感じたことのない居心地のよさだった。

　中でも龍二さんの娘であるさくらとは、ヒーローショーで一緒に仕事をする機会が多かった。くりっとした瞳が印象的な顔立ち、ころころとよく変わる表情、何事にも一生懸命で溌剌とした彼女に惹かれるのに時間はかからなかった。

　特撮好きだという彼女は『ショーのおねえさん』にぴったりで、舞台上で輝くさくらはなによりも眩しく映る。

　子供たちと一緒になってショーを盛り上げ、持ち前の明るさで周囲の人間に愛される。

　そんなさくらがかわいくて仕方なくて、ついからかうような言動を取れば、口を尖らせて拗すねてみせたり顔を赤くさせたりする姿に愛おしさが増すばかり。

　龍二さんのこともあるので急速に距離を詰めたりはしなかったものの、彼女が成人すると酒の飲み方を教えるという名目で誘い出し、定期的に仕事終わりに飲む相手というポジションを得た。

　ほろ酔いで特撮ヒーローの魅力や、キャラクターショーをよりよいものにするためにはどうすべきかと熱く語るさくらは、かわいらしさと同時に仕事に対してのプライドも感じられて、より一層愛おしさが増していく。

　しかし、ＳＮＳ上に彼女の写真付きの記事が拡散されたことがきっかけで、さくらはヒーローショーの舞台に立つことをやめてしまった。

　あの一連の記事やネットニュースは、今思い出しても腸はらわたが煮えくり返る。

【かわいすぎるショーのおねえさん】と男共を煽るような見出しに、ミニスカート姿のさくらを下からのアングルで写した写真。コメント欄にはいきすぎた卑猥な言葉も書き込まれ、きっとさくらも目にしてしまっただろう。

　自分が大切に守ってきた好きな女が不特定多数の男に性的に見られていると思うと、ひとりひとり抹殺してやりたいくらいだ。

　彼女目当てのモラルのない一部の客が原因だったのにもかかわらず、ショーがうまくいかず子供たちを残念な気持ちにさせてしまったと自分を責めるさくらを見ているのはつらく、そんな思いをさせた奴らに怒りが湧いた。

　そもそもヒーローショーは会社が著作権を持つ著作物であり、そこに出演しているキャストの肖像権も会社のものとなるため、撮影はダメだとショーの初めに注意喚起もしている。

　大学時代の友人に弁護士がいるので相談すると、拡がってしまった写真すべての削除は難しいが、記事元に削除依頼をするのは可能だと言うので、その手続きを任せることにした。

　特に悪意のある記事を書いていた奴に対しては、さくらを苦しめたのだから要求を飲まなければ訴えることも辞さない考えだったが、弁護士からの削除依頼に慄おののいたのか、相手方はみんなすぐに削除に応じたとのことだった。

　二度としないと一筆まで書かせる念の入れようで弁護士の友人を苦笑させたが、それでさくらを守れるのなら構わなかった。

　騒ぎ自体も一過性のもので、社長をはじめ会社の誰もがさくらのせいだなんて思っていないが、結局さくらはキャスト部には戻らず、今は俺のマネジメント業務をしてくれている。

　意地っ張りで素直じゃない彼女を、一番近くで守りたい。

　想いは日に日に強くなり、徐々に距離を詰めていこうとしていたが、さくらは俺の気持ちに気付いているのか、頑なに一線を引いたまま。

　今回の映画で共演する女優との仲を取り持とうとまでしてくる始末。

　どれだけ世間で美人ともてはやされている女に言い寄られたところで、俺が欲しいのはさくらのみ。

　覚えたてのガキじゃあるまいし、好きでもない女を抱く趣味はない。

　それに、俺のいないところでさくらになにか言っているのも知っている。

　当然ながらあの後、椿という女優の誘いは綺麗に無視して帰った。

『さくらになにを言っても無駄ですよ。あいつに惚れてるのは俺の方なんで』

　帰り際にそう言ってやれば、悔しそうに唇を噛んで踵を返して去っていった。

　ＳＮＳでなにか匂わせをして騒がれているらしいが、俺は無関係だしどうだっていい。

　もう頃合いだ。いい加減、捕まえて自分のものにしたい。

　グズグズしている間に他の男に取られるなんて冗談じゃない。

　監督に自分がカースタントをしたいと申し出て、さくらにも俺の本心を伝えた。

「怖がらなくていい。祈らなくていい。ただ俺を信じて。そしたら、俺はなんだってできる」

　瞳を潤ませ、それでも涙を見せまいと必死に顔をしかめているのがかわいくて、つい我慢できずに唇を奪った。




　入念な打ち合わせとリハーサルを重ね、ついに本番。

　薄暗い廃ビルの立体駐車場内を、俺が乗るバイクを追い詰めようとする三台の車とでカーチェイスするシーン。

　さすがに緊張でグローブの中の手のひらにじわりと汗が滲にじむ。

　いくら訓練を積んできたとはいえ、バイクスタントに転倒はつきもの。

　しかし、いいシーンにするため、いい映画にするため、さらにはさくらをこの手で抱きしめるため。絶対に失敗するわけにはいかない。

　スーパースポーツと呼ばれるスタントに特化した車種のバイクに跨またがり、エンジンをふかす重低音が響く中、敵役の車にもカースタントマンが乗り込み、監督から「アクション」と声がかかった。

　打ち合わせ通りに周回しながらウィリーで敵を煽り、徐々にスピードを上げていく。

　何度も急停止しながら方向転換し、挟み撃ちされたところをすり抜けて二台の車同士をクラッシュさせ、ロールオーバーする横をギリギリの距離で走り抜ける。

　後方のクラッシュした車から炎が上がっているのを背中で感じ、いよいよクライマックスだと一段と気合を入れた。

　残りの一台の車に追われ、薄暗い立体駐車場をまるで戦闘機のように猛スピードで走り、全開でドリフトする。

　臨場感のある画を撮るため、カメラマンを乗せた車も並走している。距離を一歩でも間違えば台無しになってしまう場面だ。

　緊張感で張り詰めた現場に、バイクと車のエンジン音が轟ごう々ごうとこだまする。

　リハーサル通りに慎重に、それでもスピードは緩めずに走り、車を振り切って屋外の非常用階段をバイクで下りていく。そこで待ち構えていた車に再度追いかけられ、目の前のガードレールにスピードを緩めず衝突した。

　ガシャーンとガラスや車体が破裂する音と共にバイクが横転する直前に飛び降り、受け身を取りながら転がる。

　胸を強したたかに打ちつけ、息が詰まるような痛みに小さく呻いたところで、「カット」よりも先に「本庄さんっ！」と愛しい彼女の声が遠くで聞こえた。










「お前がやいやい言うから、二日も入院して必要のない検査まで受けてきただろ」

「そ、そうです、けど……っ」

「それに今日は転倒もしてないし怪我もない」

　先日の撮影以来、事あるごとに気分が悪くなったりしていないかと聞く私に、本庄さんはぞんざいに答えた。

　フルフェイスのヘルメットをかぶっていたが、猛スピードで走っていたバイクから飛び降りたのだ。頭を打っていても不思議じゃない。

　とはいえ本庄さんの言う通り、病院で異常はないと太鼓判を押してもらい、後日撮影にも復帰した。

　アクションシーンの撮影はまだ残っているが、彼が担当するバイクスタントのシーンは今日すべて撮影を終えた。

　その足で連れてこられたのは、会社から二駅のところにある高級低層レジデンス。

　初めて訪れた本庄さんの自宅は博物館のような外観で絶対デザイナーズマンションだし、オートロックどころかコンシェルジュサービスまでついていて、まるでホテルみたい。

　部屋の片面はコンクリート打ちっぱなしになっていて、そこに階段がついているという、ドラマでしか見たことのないオシャレな内装。

　リビングには今私たちが座っている革張りの黒いソファとローテーブル、隅に置かれた大きな観葉植物以外はほとんど物がなく、モデルルームのように生活感がない。

　そういえば映画好きなのにテレビもない。不思議に思って聞くと、本庄さんが天井を指さした。

「あれ」

　彼が示した方向を見てみれば、天井にはプロジェクターが取りつけられている。

「え！」

「どうせアクション映画見るなら大画面の方が迫力あっていいだろ」

　少年のようなやんちゃな顔で話す本庄さんに呆気に取られる。

　いくら外部の仕事を受けているとはいえ、その報酬と MIZUKI のお給料だけでこんなところに住めるのだろうか。

　疑問に思っていたら、本庄さんが事もなげに答えてくれた。

「学生の頃から株とか投資で稼いでたから。不動産も持ってるし、正直働かなくても暮らせるくらいは余裕ある」

　さらっとすごいことを言われて目を見開く。聞けば彼の父親は会社を経営しているらしく、子供の頃から資産運用のノウハウを叩き込まれてきたらしい。

　投資なんかにまったく明るくない私でも聞いたことがある会社だったので驚いた。

「……お坊ちゃんだったんですね」

「ははっ。がっかりしたか？　会社継いでたら桁違いに稼いでた」

「まさか」

　大会社の御曹司になんて興味ない。

　私が惹かれたのは、誰もが見て見ぬふりをしていた中、ただひとり助けてくれたヒーローの背中。そしてスーツアクターという仕事に真摯に向き合い、努力し、人を惹きつけるアクションを演じる本庄さんだ。

　ふるふると首を横に振ると、リラックスした様子だった本庄さんの表情に真剣さが滲む。

「さくら」

「はい」

「撮影終わったら話があるって言ったろ」

「……はい」

　覚悟を決めて、私は本庄さんの瞳を見つめる。

「偶然さくらと出会って、憧れてた龍二さんと同じ仕事に就いた。いつか、龍二さんのようなスタントマンになりたいとずっと思ってきた」

　本庄さんの大きな手が伸びてきて、私の頬に触れる。

「この仕事を続けることで、さくらを不安にさせることもあるかもしれない。今後は、カースタントも積極的に受けようと思ってる」

　やっぱりそうなんだ、と納得した。

　先日のシーンをやり遂げた本庄さんなら、これからはスーツアクターの仕事だけじゃなく、カースタントのオファーが多数くることは想像に難くない。

　それと同時に、今後は、ということは、以前は依頼があっても断っていたのだろうか。その理由は私が考えているもので間違いないと、自惚れてもいい……？

「あの時言った通りだ。お前が信じてくれれば、俺はなんだってできる。だから、ずっと一番近くで見ていてくれないか？」

「本庄さん……」

「さくら、俺はお前が好きだ」

　ストレートな告白にハッと息を飲む。頑なに築いていた壁を溶かすほど彼の視線は情熱的で、私はあっさりその瞳に囚われてしまった。

　本庄さんは固まってしまった私の腕を引き、そのまま胸の中に抱きしめる。

　急な抱擁にドキドキしながらも、彼の温もりにほだされて、私はずっと心の内にあった想いを口にする。

「……怖かった。父のような危険なスタントもできちゃう本庄さんと、これ以上近くなるのが……。大きな仕事が入るのを一緒に喜べないことも、いつか……大変な怪我をするんじゃないかってことも。でも」

　一旦言葉を切り、大きく息を吸うと、いつか感じたシトラス系の香水が近くで香り、背中に回された腕にギュッと力が込められた。

「本庄さんが入院している間、母と話をしました」

「社長と？」

「私、父の事故のこと以上に、母が父の棺に縋って泣いている姿がずっと心の底に焼きついて離れなかったんです。あんな風に、いつか私もボロボロに傷つくんじゃないかって、怖くて……」

　あの撮影の直後、なかなか立ち上がらなかった本庄さんを見て、監督の『カット』の声も待たずに声をあげて駆け寄った。ヘルメットもプロテクターもつけてはいるけど、打ちどころが悪ければ父のように最悪の事態だって起こり得る。

　だけど本庄さんは私の呼びかけに顔を上げ、痛みに顔をしかめながらも『バカ。カットもかかってないのに声出すなよ』と笑いながら私を叱った。

　その笑顔にホッとして涙が止まらなくなってしまった私を、彼は周囲の目も気にせずに抱きしめてくれた。

　冷静になると現場でとんでもないことをしてしまったと赤くなったり青くなったりしたけど、あの時はそれどころじゃなかったのだ。

　その後、監督に断りを入れて、大丈夫だと言い張る本庄さんを病院へ連れていき、強制的に頭部を中心に検査してもらい、大事を取って二日間入院させた。

　社長である母は『気持ちはわかるけど』と苦笑し、父とのことを話してくれた。

「父は後悔なんてひとつもないだろう、と母は言っていました。それは私も手紙を読んだからわかってた……」

　それよりも、私が気になったのは母の気持ち。

　私は本庄さんの腕の中におさまったまま、顔を伏せて話し続けた。

「父と結婚して……後悔したことはないのかって聞いてみたんです。父を好きにならなければ、あんなに悲しい思いはしなくて済んだんじゃないかって……」

　傷つきたくない。悲しい思いをしたくない。大切な人であればあるほど、その悲しみは深い。自分勝手な感情だとわかってはいるけど、それが私の本音だった。

「母は、一度もないと笑っていました」

　とりとめのない話を、本庄さんは口を挟まずにジッと聞いてくれる。

『そりゃ亡くなった時は悲しかったし寂しかったわ。さくらを心配させるくらい落ち込んでいたと思う。でも、私には観月龍二が命懸けで残したたくさんの作品がある。龍二さんとの楽しくて幸せな思い出も数え切れないくらいある。それに、なによりあなたがいる。龍二さんと私の一番の宝物よ。後悔なんてするはずないじゃない』

　そう話す母の目には、一切涙はなかった。

「……強い人だな」

「はい。……私も、そうなりたい」

「さくら……」

　すぐに母のように強くなるのは無理かもしれない。危険なスタントの仕事が舞い込むたび、不安になることもあるかもしれない。それでも、起きてもいない不幸を怖がって立ち止まるより、本庄さんを信じて、目の前にある幸せを大事にしたい。

　愛する人に出会えた奇跡を無駄にしないよう、毎日を楽しく幸せに生きていきたい。

　それはスタントの仕事に関わる私たちだけじゃなくて、きっと誰もが同じように感じていること。

「好きです、本庄さん。大好きです」

　男性に告白するなんて初めてで、身体がかぁっと熱くなる。それでも伝えなくては。

「街中で助けてもらったあの時、ヒーローだって思った。うちの会社に来てくれて、一緒に働くうちに、ダメだって思ってたのにいつの間にか好きになってた」

　震える声で必死に言葉を紡ぐ。

　もっと上手に伝えたいのに、出てくる言葉はひとつだけしかない。

「好きです。ずっとずっと……大好きです」

「さくら。顔見せて」

　顔を伏せたまま想いを告げる私の頭上から声をかけられるが、その要求には応えられない。

　ただでさえ密着して恥ずかしいのに、この至近距離で顔なんて上げられるわけがない。

「むっ……無理です」

　ぶんぶん首を横に振って抵抗したにもかかわらず、本庄さんは背中に回していた腕を解くと、私の顎を掴んであっさりと顔を上げさせ、視線を合わせてきた。

「ははっ、真っ赤」

「いっ、意地悪！　だから無理って言ったじゃないですか！」

　こっちが必死の思いで告白したというのに、からかってくるなんてひどい。

　むっと唇を尖らせると、「話したいことの他にも、説教とお仕置きするって言っといたろ」とニヤリと口角を上げる。

　それから、この前現場でされた時よりもしっかりと唇を合わせ、甘いキスを落としてきた。

「ん……っ」

　鼻にかかった吐息が漏れてしまい、咄嗟に息を詰める。

　それに気付いた本庄さんは、クスッと笑いながらゆっくりと口づけを深めていく。

「かわいい。好きだ、さくら」

「ほ、ほんじょ、さん……」

　キスの合間に囁く声に耳を犯され、大きな手が頬や首筋、肩をゆっくりと辿っていく。

　アクションシーンを演じている時の彼とは違い、優しく繊細に触れてくる指先はくすぐるように肌を滑り、ゆっくりと快感を引き出そうとしているのがわかった。

　互いの想いが通じて、女性として彼に求められているのだと思うと、恥ずかしさと同時に嬉しさが湧き上がる。

　自分の指よりも硬い感触に身を捩よじると、逃げるのは許さないとばかりに抱きしめられた。

「やっとここまできたんだ。逃さないから」

　鍛えられた腕の中に閉じ込められ、たくましい胸に縋りながら、蕩けるような口づけを受け続ける。

「は……ふぅ」

　頭の芯が痺しびれ、徐々に自分の身体から力が抜けていくのがわかるけれど、やめたくない。やめてほしくない。

　抱きしめられれば嬉しくて、抱きしめ返すともっともっと幸せになった。

　まだお昼の時間帯だというのに、部屋の中には濃密な空気が立ち込める。

　キスのしすぎで腫はれぼったくなった下唇を甘噛みしながら、服の裾をたくし上げる本庄さんの手が素肌に触れ、ハッと我に返った。

　ハジメテでもないし、もういい大人なんだから、この部屋に来た以上そんなつもりはなかった、なんて言うつもりもない。

　だけど、まだ私には話しておきたいことがある。

　何度か角度を変えて口内を貪られた後、私は息も絶え絶えになりながら本庄さんの胸の中から抜け出した。

「な、なに、説教って……」

　話したいことは別にあったけど、濃厚な口づけを受けて回らない頭では、その前の会話を引っ張ってくるだけで精いっぱいだった。

　本庄さんは少し不本意そうな顔をしながらも、一旦キスを止めて会話に応じてくれる。

「お前、あの女撒まくのがどんだけ大変だったと思ってんだよ」

「あの女って……椿さん？」

「まさかとは思うが、お前あいつのネットニュースの相手が俺だって思ってんじゃないよな」

　じろりと睨まれて、ぎくっと身体が強張る。チョイスした話題を間違えたようだ。

　それが答えだと察した本庄さんに、ギュッと鼻をつままれた。

「いひゃいっ」

「バカ、そんなわけないだろ」

「れ、れも、ひょくじくりゃい……」

「好きでもない女と食事に行くほど俺は暇じゃない」

　だったらあの匂わせ投稿の相手は誰なんだろうと思ったけど、本庄さんはまったく興味がないらしい。

「でも、現場であんなにアピールされてたのに……」

　解放された鼻をさすりながら言うと、くくっと意地悪く笑った。

「もうなくなったろ。空気読めないふりしてるけどプライド高そうだし。俺の相手はお前だって、あの映画関係者はみんな知っただろうからな」

　そういえば昨日早瀬さんに『あいつと付き合ってんの？』と不機嫌に聞かれた。

　ボソボソと『俺もカーアクションくらい……いや、でも……』と歯切れ悪く言っていたのを見るに、きっと本庄さんのすごさを目の当たりにして実感したんだろう。

　今後は本庄さんのアクションを『あのくらい』だなんて言わないといいけど。

「監督も『本庄くん、やるねぇ』なんて笑ってたし。まぁ大丈夫だろ」

　それを考えると頭が痛い。

　必死だったとはいえ、カットがかかる前に声をあげるなんてご法度だ。

　本庄さんを検査入院させる手続きを取った後で監督のもとに謝罪に行ったら『メイキングにのせるいい画が撮れた』と笑ってくれたけど、それだけは勘弁してほしい。

「恥ずかしいやら申し訳ないやらで、いたたまれなかったです……」

「結果オーライだ。これでお前にも変な虫が寄りつかなくていいだろ」

「本庄さんじゃあるまいし、私はそんなにモテませんよ」

　過去の恋愛経験だって、高校の時にお付き合いしていたひとりだけ。

　女性スタッフの視線をすべて攫っていったり、女優さんから言い寄られたりしていた本庄さんと違って、芸能人がうようよしている現場で私なんかに寄ってくる人がいるわけがない。

　肩を竦めてみせると、本庄さんはこれみよがしに大きなため息をついた。

「お前って……」

「な、なんですか」

　急になにか呆れられたような雰囲気に、ドギマギして上目遣いに真意を探る。

　すると、ぽんっと頭に手のひらがのせられた。

「……まぁ気付いてないならいいか。俺が守るし」

「え？」

「いや、いい」

　ぼそっと呟いた声が拾えず聞き返したのに、笑ってごまかされてしまった。

「そういや、阿久津から連絡があった。またふたりで飲みに来いってさ」

「わぁ、近々行きましょう。私もまた阿久津さんとお話ししたいです」

　あのバーに行くと、いつも阿久津さんが学生時代の本庄さんの話をしてくれる。それがいつも楽しみだった。

「お前、ああいうのがタイプか」

「なに言ってるんですか」

　わかってるくせに、と目を細めて睨む。

「初めて店に行った時、あいつに見惚れてたろ」

　首を傾げて考える。思い返してもそんな記憶はない。

　確かに王子様みたいにカッコいい人だと思った。だけど。

「……私は王子様よりもヒーローが好きです」

「今は殺し屋で、次はまた悪役だけどな」

「『秘密警備隊フラッシュライター』映画化ですもんね。ふふっ、またスティール伯爵に会えます」

　悪役の『中の人』が、本当はヒーローだって知ってるのは私だけ。

　その事実に、胸がギュッと疼いてむず痒がゆい。

　人気者の正体が私の恋人だなんて、嬉しいような恐れ多いような不思議な気分。

　少し前まで絶対に彼に恋なんてしないと頑なに自分に言い聞かせていたくせに、あっさりこんな風に舞い上がっているんだから、私も現金な奴だ。

「映画化が情報解禁されたら、またヒーローショーが忙しくなるな」

「ですね。あっ！」

「ん？」

　そうだ。言いたいこと。母と話したのは、父のことだけじゃない。本当はずっと心の奥底で燻くすぶっていたこと。

「本庄さん」

「ん？」

　ソファの上で姿勢を正して彼を見上げる。誰よりも、一番先に彼に伝えたかった。

「私、もう一度『ショーのおねえさん』やりたいです」

　考え抜いた決意を口にすると、本庄さんは目を見開いた。

「母から聞きました。あの時、一連の記事を削除するために弁護士さんを雇って動いてくれたって」

「あぁ。俺にはあのくらいしかしてやれなかったからな」

「あのくらいだなんて」

　先日、母から聞いた時は驚いた。

『本庄くん、弁護士雇って記事の削除依頼出すって言うから、私がやるわって言ったの。でも彼、会社が絡むと大ごとになってさくらが自分を責めるかもしれないから個人で動きますって。ふふ、頼りになるわね』

　私にはなにも言わず、ただひっそりと、好奇の視線に晒さらされないよう守ってくれていた。ショーの舞台に戻るよう無理に説得することもなく、私が自ら戻りたいと言うまで待っていてくれた。

　惹かれないように、傷つかないように、ずっと自分で心を守ってきたつもりだったけど、そんなこと無理だった。いつだって、私は守られていた。

「私、強くなりたい」

「さくら」

「本当は、ずっと未練があった。子供たちの嬉しそうな顔を間近で見られる『ショーのおねえさん』の仕事は、私にとってかけがえのないものだから」

　母と話して、父を偲んで、本庄さんを想って考えた。

　後悔しない生き方。

　誰だって、後悔しないで生きていくのは難しい。それなら、心が望む方へ舵かじを切る。

　そんな風に生きるには強さが必要だけど、私にはヒーローがついているってわかったから。

「さくら。俺は、舞台上で輝いてるお前が好きだ」

　極上の笑顔で私の決断を受け入れてくれた本庄さんに、自分からぎゅうっと抱きついた。

「ありがとうございます。本庄さんのおかげです」

「さくらが自分で乗り越えたんだ。お前は強いよ」

　大きな手で包み込むように優しく頭を撫でられて、じわりと目頭が熱くなる。

　泣きたくなくて唇を噛みしめ、努めて明るい声を出した。

「また変なお客さんが来ても、対処できるように頑張ります」

「今度そんな輩やからがいたら、俺が完膚なきまでに叩き潰してやる」

「ふふっ。スティール伯爵は強敵ですね」

「でも今は……」

　本庄さんは私をソファにそっと押し倒し、ゆっくりと覆いかぶさってきた。

「お前が欲しい」

　端整な顔にジッと見つめられながらそんなことを言われて、断れるはずがない。

　自分の顔がみるみるうちに真っ赤になっていくのがわかるけど、なんとか頷いた。

　思えばずっと前から、こんな風に熱い眼差しを向けられていた気がする。

　きっと、私が父のことを乗り越えるのを待っていてくれたんだ。自身にきたカースタントのオファーを蹴ってまで、私の心が整うのを見守ってくれていた。

　きつく抱きしめられ、私も彼の背中に腕を回す。

　初対面で庇ってくれた時に見た、広く頼もしい背中。

「これからも、ずっとお前を守るから」

「はい」

　やっぱり、彼はヒーローだ。
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海であなたが救ってくれました

夏目若葉
















　手にしていた缶の中身を無意識に飲み干し、ハァーッとため息をついた。

　近くのコンビニで購入したレモンサワーは計三本。あっという間にそのうちの二本を体内に流し込んでしまった。

　レジ袋から最後の一本を取り出してプルタブを引けば、プシュッという小気味のいい炭酸が弾ける音がする。

　それをひと口飲んだところで、浜辺に座っているのをいいことに、私は上半身を後ろに倒してごろんと寝転がった。

　時刻は二十時を過ぎている。道路沿いに街灯はあるものの、すっかり暗くなった浜辺でお酒をあおっているのはもちろん私だけだ。

　ここはいつもサーフィンを楽しんでいる人がいたり、恋人同士が寄り添って語り合ったりしている場所だけれど、さすがにもうみんな帰った後だ。

　今だけはひとり占めだな、なんて思いながら開放的な気分になった。

「星……あんまり見えないなぁ」

　はっきりとした口調でひとり言が出たのがおかしくて、クツクツと笑う。

　普段の私なら、寝転んだら服が汚れるとか髪に砂がつくとか考えるはずなのに、今はどうでもいい。どうせ誰も見ていない。ひとり言も言い放題だ。

　なにをやっているのだろう。どうしてこんなことになったのか。

　酔っている自覚はあったものの、なぜか急に冷静になった途端、仰向けの状態で目尻から涙がこぼれた。

　……感情のコントロールが難しい。

　再び上半身を起こしたら、一瞬頭がクラリとしたが、もっと酔いたくて残りのレモンサワーを一気飲みする。

　泣いてもどうにもならないとわかっているのだから、泣くなと自分に言い聞かせた。

　両目から流れ落ちて頬を伝った涙を、左手の甲でごしごしと拭う。

　皮肉にもその動作で気付いてしまった。左手の薬指に、まだ指輪が嵌はまっていることに。それは昔、彼氏である丈じょう治じが付き合って初めての私への誕生日プレゼントにくれたものだ。

　ああ、もう彼氏ではなく〝元カレ〟か。

　もらった時は嬉しくてとても大切にしていたのに、今は見ているだけで憎らしい。

　薬指から引っこ抜くようにはずした指輪を握りしめ、海に向かって力いっぱい投げつけた。

　未練がましいのは嫌だ。こうしてひとつひとつ、丈治との思い出も自分の気持ちも、整理していかなければ……。

　あれがもし婚約指輪だったのなら、高価なものだから相手に返すべきなのだろうけれど。私がもらったのは、一般的なファッションリングだ。捨てていいと思う。

　……いや、待って。

　あの指輪には小さいけど石がついていた。なにも考えずに浜辺に投げ捨てたものの、誰かが踏んで足を怪我したらどうしよう。子供が見つけて飲み込んでしまったら？

「私のバカ！」

　これから本格的な夏が来たら、ここは海水浴客でいっぱいになる。

　不要だからといって安易に海に投げ捨てるだなんて、自分のしたことが恥ずかしい。

　スマホのライトをつけながら慌てて立ち上がり、フラフラと波打ち際へと向かった。

　砂浜はどうしてこんなに歩きにくいのだろう。一歩進むごとに足を取られる。

　落ちた可能性のある場所にしゃがみ込んでみたが、まったく見あたらない。力いっぱい投げたのでもっと先まで飛んだのかも。

　立ち上がって中腰になったところで大きめの波が来て、足首まで海水に浸かった。

　ずぶ濡れになった白のスニーカーを見つめてため息をついていると、ロングスカートの裾も少し濡れていることに気付く。

　季節は五月だが、海水温はまだ冷たい。でもこうなれば破れかぶれだ。

　ジャバジャバと音を立てながら、私はもう少し海の深みへと進んだ。

　なんとかライトの光で指輪の金属が光ってくれないかと願いを込めて辺りを見回す。

　さすがに海の中を探すのは難しいなと、踵きびすを返そうとした時だった。

「なにをやってるんですか!!」

　後ろから声をかけられて振り向いてみれば、長身でスタイルのいい男性が全速力で走ってくるのが目に入る。

　捜すのを手伝ってくれるのだろうか？などとのんきに考えている場合ではなかった。

　男性はあっという間に私のもとまで来て、力強く右腕を掴む。

「早まるなよ！」

「なんですか!?　離してください」

「そんなわけにいかない!!」

　この人はいったいなんなのか。

　彼は服が濡れるのもいとわずに、私と同じように膝下まで海に浸かっている。

「いいから落ち着いて！」

　それはこちらのセリフです。そう言い返そうとしたのに、波が来て邪魔された。ふたりとも腰から下がずぶ濡れだ。

「とにかく海から上がります」

「きゃっ！」

　彼は私の右腕をいったん解放したと思ったら、代わりに私を横抱きにして抱え上げた。そしてそのまま足早に海から離れていく。

「お、下ろしてください！」

「ダメです」

「あれ、私の荷物なんです！」

　置きっぱなしにしていたバッグとレモンサワーの空き缶が入ったレジ袋の方角を指させば、彼は歩く方向を変えてそちらに向かい、ゆっくりと私を浜辺に下ろした。

「海なら楽に死ねると思いました？　自殺なんて考えるなよ！」

「は!?　自殺!?　しないしない！　誤解です」

　首を横に振って否定する私を目にし、男性は一瞬ポカンとした後、ハァーッと大きく息を吐いてうなだれた。

「今のはどう見たって〝入じゅ水すい自殺〟だ。ああもう、焦った！　違うのか」

「……すみません」

　おずおずと謝りの言葉を口にする。すると彼はホッとしたのもつかの間、今度は呆れた声で尋ねてきた。

「じゃあ、あんなところでなにをしてたんですか？」

「ちょっと……捜し物を」

「捜し物？　今日は新月だし、真っ暗な海で見つかるわけがないでしょう」

　スマホのライトをつけていたとはいえ圧倒的に光量が足りず、確かになにも見えなかった。新月なのは気付いていなかったけれど、この人の言う通りだ。傍はたから見たら私は完全に不審者だろう。

「酒、飲んだんですか？」

　男性が勝手に私のバッグと空き缶の袋を地面から拾い上げた。ここでひとり酒をしていたと気付いたらしい。

「あー、そんなに大量には飲んでないかな。三缶ほど」

「でもこれストロング缶じゃないですか。アルコール度数の高いやつ。酔って海に入るとか、危なすぎ」

　偶然通りかかった人に説教をされる羽目になるとは。

　まぁでも、誤解させた私が悪い。この人は私を助けようとしてくれただけなのだから。今は、迷惑をかけてごめんなさいと謝るしかない。

「で、なにを落としたの？」

「……え？」

「捜し物ですよ」

　彼の説教をしおらしく受け入れていたら、再び質問が飛んできた。

　私はさすがに言葉を詰まらせ、海の方へ視線を送った。

「必要なものではないんです。うっかり投げ捨てちゃったから、ちゃんと回収しなきゃと思っただけで……」

「だからなにを？」

「……指輪、です」

　無理やり私に答えさせたくせに、まずいことを聞いたとばかりに男性はわかりやすくうろたえた。

　夜の浜辺でお酒を飲み、指輪を海に投げ捨てる女。

　私がどういう状況なのか想像がついたのだろう。

「あの、自殺は本当に誤解ですからね？　迷惑はかけてしまいましたけど、私、大丈夫ですから」

「俺が後日、明るい時間に捜しときますよ。どんな指輪ですか？」

　思わず自分の耳を疑った。この人がいくら親切なのだとしても、そこまでしてもらうわけにはいかない。

「いえいえ！　大事なものとかじゃないんです。本当です。海に物を捨ててごめんなさい。反省してます！」

　とうとうとしゃべる私に圧倒されたのか、男性が吹き出すようにフフッと笑って頷いた。

「俺、海上保安官なんです。もし見つけたら俺が回収しとくってことで」

　海上保安官……。だから海に入ってきてまで私を止めようとしたのかと、急に彼の一連の行動に合点がいった。

「ていうか、服がめちゃくちゃ濡れちゃいましたね」

「……それはあなたも」

　ロングスカートの裾をたぐりよせてギュッと絞れば、布地に吸い込まれていた海水がボトボトとしたたり落ちる。

　彼の穿はいているジーンズも同じように濡れていて随分重そうだ。

「家までどうやって帰るんですか？」

「電車で来たんですけど、これじゃ乗れないですよね。タクシーかな」

「タクシーも嫌がられますよ」

　確かにそうだ。こんな人間を乗せたら車のシートが汚れてしまう。

　だからといって歩いて帰るには距離があるので、やはり電車しかないのかも。

　空いている車両なら、ドア際に立っていれば他の人の迷惑にはならないだろう。多少恥ずかしいのは覚悟しなければいけないが。

　帰る手段をあれこれ考えていると、男性が近くに落ちていたジッパー付きのパーカーを拾いに行き、こちらに戻ってきた。

　私を助けようと海に入る前に、どうやらここで彼が脱ぎ捨てたものらしい。

「とりあえずこれで応急処置」

　パーカーのポケットを漁あさって財布とスマホを取り出した後、彼はそれを私の腰に巻きつけた。

「だ、大丈夫です」

「いいから」

　びちょびちょのスカートが太ももに張りついている状態なので、見るに見かねたのかもしれない。だけどその心遣いが嬉しかった。

「俺の家、近くなんですよ。タオル貸すんで来ませんか？」

「え!?」

「あ、変な想像しないでください。俺、海上保安官だって言ったじゃないですか。絶対に襲ったりしないって誓います」

　右手を顔の高さまで上げて宣誓のポーズをする彼の姿に、ちょっぴり笑いがこみ上げてきた。でも、たった今知り合ったばかりで家にまでお邪魔するのは図々しいと思う。私は迷惑をかけた側なのだから。

「まだ疑ってます？　じゃあ……海保に電話して女性の同僚をここに呼びましょうか。保護するとなると、あれこれ聞かれますけど」

「呼ばなくてもいいです！」

　首を横に振りながら、スマホをいじる彼を慌てて制止した。

　他にも人を呼ばれたら、それこそ連れていかれた場所で本格的な事情聴取になりそうだ。これ以上大ごとにはしたくない。

「だったら行きましょう。俺の家」

　いいのだろうかとためらったものの、男性が私のバッグと空き缶の入った袋を持って歩き出してしまうので、ついていかざるをえない。

　メンタルが弱っているから、今夜は酔いが回りにくいと思い込んでいたけれど、ハイペースで飲んだせいか、今になって身体がふわふわしてきた。

　浜辺から一般の道路に出ると、彼は私を隠すように歩道の外側を歩いてくれた。

　真横に並べば、改めて彼の体格のよさがわかる。

　身長は百八十センチを優に超えていて、肩幅が広くて胸板が厚い。ガッチリとした筋肉質な身体だ。

「あの茶色のマンションです。歩きにくいけど、もうちょっと頑張って」

「どうしてこんなに親切なんですか？」

「それは、俺のせいで必要以上に濡れたから」

　勘違いだったけれど、彼は善意で私の自殺を止めようとしただけなのに、気にしてしまっているみたい。正義感と責任感の強い人だ。




「ここです。どうぞ」

　マンションの八階にある一室の玄関扉を開け、男性が私を部屋の中へ誘う。

「タオル持ってきますね」

　彼は玄関口で靴を勢いよく脱いで上がっていき、バスタオルとフェイスタオルを持って戻ってきた。

「そうだ、俺、霧きり矢や由ゆ稀き人とっていいます」

「私は渡と川がわ琉る花か」

　このタイミングで、互いに名前を知らなかったのだとハタと気付いて名乗り合う。

「琉花さん……いい名前だ」

　自分ではありふれた名だと思っていたので、褒められると気恥ずかしい。

「じゃあ、お言葉に甘えてタオルお借りします」

「上がってください。心配しなくても誓った通りなにもしませんし、怖がらせないように玄関の鍵は閉めないでおきますから」

　冗談っぽくニカッと笑った顔を目にしたら、この人は大丈夫だとなぜか確信が持てた。突然私を襲ったりはしないだろう。

　彼は清潔感のある黒髪に、はっきりとした二重の瞳、通った鼻筋と薄い唇の持ち主で、浜辺では暗くて気付かなかったけれど、明るい場所でよく見たら、とても整った顔をしている。

「でも……スカートとかびちょびちょなんで、床が濡れちゃうから……」

「それは気にしなくていいけど」

　話している途中で、彼は急になにかを思いついたらしい。

　一瞬言葉を詰まらせた後、パッと私の顔に視線を注いだ。

「そうだ、服を乾かせばいい。うちの洗濯機、乾燥機能付きなんですよ！」

　妙案だとばかりに力説されたが、私は頷くことができずに戸惑ってしまう。

「着替えがないので……」

　目線を下げて自分のスカートをよく見てみれば、裾の方に砂がたくさんついてしまっている。本当は今すぐ脱いで、洗面器かバケツに水を張ってザブザブとゆすぎたい。

「洗濯してる間、俺のでよかったら貸しますよ。スウェットとか？　……って、嫌ですよね」

　私が返事をする前に彼は自分で勝手に結論を出して、その提案を引っ込める。

「そしたら……バスタオルを腰に巻いて、その上から今みたいにパーカーを巻きつけたらいいっすよ！」

「いや、あの……」

「洗濯機こっちです」

　そっと手を引かれれば、土足で上がるわけにもいかなくて、自然と靴を脱いで上がり込んでしまった。

　私を怖がらせないためなのか、〝手を引く〟といってもすぐに離れてしまいそうなほどソフトな触れ方だ。そこに彼の優しさを見た気がした。

「立派な洗濯機。今さらだけど、ひとり暮らしですよね？」

　驚いた。かなり高価格帯の洗濯機で、先ほど聞いた通り乾燥機能も付いている。

「もちろんひとりですよ。仕事柄結構な頻度で洗濯するから、思い切って高いやつ買ったんです」

「へぇ」

「ついでにシャワー浴びるならどうぞ。バスルームはそっち」

　シャワーだなんてとんでもない。そうなると私はバスルームで全身素っ裸になる。

　さすがにそれは危機感がなさすぎるだろう。

「それはいいです。でもスカートの砂は先に落とさないと洗濯機が壊れちゃうから、洗面器を貸してください」

　眉尻を下げて申し出ると、彼は笑顔でバスルームの扉を開け、自由に使っていいと言ってくれた。

　申し訳ないとは思いつつも、私は開き直って砂を洗い流したスカートと靴下、下着を洗濯機に放り込む。

　彼の提案通り、先ほど借りたバスタオルとパーカーを腰に巻きつけてリビングの様子をうかがえば、いつの間にか彼も濡れたジーンズを脱いで、スリムな形のルーム用パンツに着替えていた。

「琉花さん、お茶どうぞ。海水に浸かったから冷えたでしょ」

「……ありがとうございます」

　ローテーブルの上には湯呑みに入った日本茶が湯気を立てている。

　海の水は冷たかったので、温かい飲み物を欲している自分がいた。

　勧められるがままにお茶を啜すすれば、ほっこりとして身体の芯まで温まる気がした。

「あ、腹減りません？　なにかあったかなぁ」

　彼は静かに冷蔵庫を開け、淡々と中身をチェックしていく。

「冷凍ピザ発見！　とりあえずこれで」

　私は湯呑みを手にしたままなにも言えず、手際よくオーブントースターでピザを焼く彼をボーッと見つめていた。

　純粋に人の優しさが身に染みる。今の私が弱っている証拠だ。

　なんとなく部屋の中を見回していたら、アクリルフレームの写真立てがいくつか置いてあり、自然とそこに目が止まる。

　写真には白い船をバックにして敬礼のポーズを取る三人の男性が写っていた。

　全員紺色の帽子と制服を身にまとっていて、その真ん中に立っているのが彼だった。

　夏服だろうか、白い制服の写真もある。

　高尚で優美な感じがして、惚れ惚れするくらい素敵だ。式典などがあるならぜひ一度生で見てみたい。

　部屋の隅にあるパソコンデスクの上には海洋関係の本が何冊も並べて置いてあった。

「ほんとに海上保安官だったんだ……」

「そうだって言ったでしょう。俺ね、潜水士なんです」

　彼は焼き上がったピザを取り出しながら、私の呟きに返事をした。

「潜水士？」

「酸素ボンベを背負って海の中で作業をしたり、水難救助をしたり。プレジャーボートの事故とかね、割とあるんですよ」

「だから私のことも助けようとしてくれたのね」

　彼がアツアツのピザと取り皿を持ってこちらに戻ってくる。

　たちまち食欲をそそる香りが辺りに立ち込めた。

「今日は非番だったんです。家に帰る途中で琉花さんを見つけて、止めなきゃって思って……」

　死ぬつもりはなかったけれど、誤解させるような行動をしていた私が悪い。

「俺、料理はしないんで、こんなのしかなくて。ピザ、熱いうちにどうぞ」

「ありがとう。でも由稀人さんの方がお腹空いてそう」

　今夜はとにかく酔いたくて、レモンサワーを三缶飲んだだけで、私も食事はしていない。

　それにしても彼は自炊をしないなんて、いつもどうしているのだろう。お弁当を買ったりしているのかな？　体力を使う仕事だから、食生活は大事なのに。

「俺の名前、初めて呼んでくれましたね。なんか嬉しいな」

　そんなことで照れられると、こちらも恥ずかしくなってしまう。

　高身長で立派な体格の持ち主なのに、なんだかギャップがかわいい。

「由稀人さんって、私と同じくらいの年齢？」

「俺は二十八です」

「私よりひとつ年下なんだ！　由稀人くん」

　なにがおかしかったのかわからないが、彼は突然ブハッと吹き出すように声に出して笑った。

「年下ってわかると急にタメ口だし。……いや、ちょっと前からそうだったか。酔ってるもんね」

「あはは」

「ていうか、俺もそうしよ」

　ひとしきり笑ったところで、彼はピザをひと切れ手に取って頬張った。男性がモリモリ食べる姿は見ていて気持ちがいい。

「由稀人くんは、どうして潜水士になったの？」

　頭に浮かんだ素朴な疑問を投げかけてみる。

　すると彼は口の中のピザを素早く飲み込んで、私の問いかけに答えた。

「高校生の頃、海で溺れてる子供を助けたことがあったんだ。昔から泳ぎが得意だったし、それを活かせる職に就こうと思った。ひとつでも事故を防ぎたかったから」

「すごいね。私は泳げないもんなぁ」

「そっか。じゃあ……海では気を付けてね。波に攫さらわれないように」

　軽く雑談をしていたつもりなのに、話が私たちの出会いの場面を想起させる方向になる。丈治との消し去りたい記憶まで頭に浮かんでしまい、自然とため息が漏れた。

「海なら攫われてもいいかな。このまま生きていても、いいことなんかなにもないし」

「それ、本気で言ってる？　怒るよ？」

　由稀人くんの顔からやわらかい笑みが消え、部屋にはピリッとした空気が流れる。

　酔っていることを差し引いても、彼は潜水士として、投げやりな私の発言に腹が立ったのだろう。

「ごめんなさい」

　謝りの言葉を述べると、彼は小さく首を横に振った。

「袖振り合うも多生の縁って言うし、なにがあったか話してよ。嫌なら無理には聞かないけど」

　彼に癒し系の笑みが戻り、そのことにホッとする自分がいた。

　今だけはこの人に私の味方でいてほしい。怒らせてそっぽを向かれたくない。

「四年付き合ってた恋人と昨日別れたの。想像通りだよね。……社内恋愛だった。別れた理由は彼に他に好きな人ができたからなんだけど。その相手が……今年の新入社員の子だって」

　丈治から別れ話をされた時は、青天の霹へき靂れきだった。交際期間が長いため、倦怠期っぽい感じは多少あったものの、うまくいっていると私は信じていた。

「そろそろ結婚かなぁ、なんて意識してたのは私だけだった。バカみたい。四年も付き合ったのに、ついこの間入社してきた子にあっさり乗り換えられちゃった」

　新人の教育係だった丈治は、あっという間にその子と恋愛関係に発展したようだ。

　若くてかわいい子に鼻の下を伸ばしたことが、とても気持ち悪く感じられて、それもあって私は未練を残さずに済んでいる。

　精神的ショックは残っているものの、丈治とは結婚しなくてよかったと思う。遅かれ早かれどうせ浮気されていただろう。

「そいつ、アホだな。琉花さん……すごく綺麗なのに」

　由稀人くんは気を使って慰めてくれたけれど、丈治は新しい彼女と付き合いたくて私を捨てたのだ。

「綺麗だなんてお世辞でも嬉しい」

「お世辞じゃないよ」

　気恥ずかしくて、ブラウンのセミロングの髪を左手でくるくると弄もてあそぶ。

　私は日本人としては色素の薄い瞳で、目がぱっちりとしているとか色白美人だと褒められることもあるけれど、自分では美人かどうかわからない。

「私の両親ね、仲のいい夫婦じゃなかったの。だから反面教師で幸せな家庭に憧れが強いんだ。……私、結婚願望強かったし重い女だったのかも」

　丈治は私が結婚したがっていたことに気付いていたと思う。

　今思えば、それがプレッシャーになって、私に対して愛情がなくなっていったのかもしれない。結局のところ彼は私を本気で愛してはいなかった。

「結婚願望強めなのも重い女なのも、悪いことじゃないよ」

「そう？　引かない？」

「幸せの形は人それぞれだけど、琉花さんは将来自分が築く家庭や家族を大事にしたい気持ちが強いだけだ。家庭はギスギスしてるより明るく楽しい雰囲気の方がいいって、俺もそこは同じ考え」

　丈治ともこうして心の内を全部話せていたらよかったな。そうすれば、彼とは価値観が違うのだと、もっと早く気付けていたのに。

　私は自分の理想を無意識に押しつけていて、彼はそれに対しうんざりしていたのだろう。

「ありがとう。とりあえず人生のリセットだと思って、職探しから頑張ってみる。そのうちいいこともあるでしょ」

「え!?　会社辞めたの？」

　ひどく驚く由稀人くんを目にし、退職する話はまだしていなかったと改めて気付いた。

「今日、退職願出しちゃった。元カレも新しい彼女も同じ会社だといづらいから。今週いっぱいは引き継ぎのために出社するけど、あとは有休消化したら無職」

「気持ちはわかるけど、琉花さんが辞めるのは……なんか理不尽だ」

「私自身が環境を変えたいのもあったの。あ、でも、すぐに再就職できなくても蓄えはそこそこあるから大丈夫。料理は得意だし、自炊して節約もするし」

　私と丈治が付き合っていたのは大勢の人に知られていたので、陰でコソコソ噂話の対象になるのは嫌だった。社内恋愛はそのへんが難しい。

　コツコツと貯めていた結婚資金が違う形で役に立つなんて皮肉だ。

　料理も、良妻賢母になるために普段から腕を磨いていただけなのに。

「料理が得意ってすごいな。俺はまったくダメ」

「自炊しないって言ってたもんね。でも、泳ぎが得意な方が絶対にすごいよ」

「いやいや、料理はセンスだから」

　唯一私が自信を持っていることを褒められるのは、やっぱり嬉しい。承認欲求が満たされていく。

「男性の中には母親以外の人が作ったおにぎりが食べられないとか、そういうタイプの人もいるけど……」

　昔付き合った彼氏の中に、ひとりだけ潔癖症の人がいたのを思い出した。その人は手料理が嫌いだったっけ。

「俺は全然平気。なんでも食べるし、めっちゃ食べる！」

「わかる。由稀人くんは身体も鍛えてるだろうし、なんていうか……生命力が強そうだもん」

「それ、褒めてる？」

　彼がツッコミを入れ、ふたりであははと声をあげて笑った。

　海でひとりで泣いていた時は、同じ日に誰かと笑いながら話せるとは思ってもみなかった。弾けるような笑顔の由稀人くんはキラキラと輝いていてポジティブで、自然と元気をもらえた。

　たわいもない会話を続けていると、部屋の向こうからピー、ピーという電子音が聞こえてくる。洗濯機の音だ。

「洗濯が完了したみたいだな」

　様子を見に行こうと立ち上がったものの、心もとない格好をしている自分を自覚して急に恥ずかしくなった。

　早く元の服を身に着けなければと慌てて洗濯機のそばへ行く。服はきちんと乾燥できていたので、由稀人くんにひと言声をかけた後、急いで着替えた。

　なにやら玄関先でブーンという音がすると思ったら、彼が私のスニーカーをドライヤーで乾かしてくれているようだ。

「ごめんな。靴が濡れてるの忘れてた」

「ううん。こっちこそごめん。私が自分でやるから大丈夫」

　しゃがみ込んで作業をする彼から、スニーカーとドライヤーを奪い取る。

　短時間では完全には乾き切らないので、生乾きだが途中であきらめることにした。家に帰るだけなら問題ない。




「すっかりお世話になってしまって。……ありがとう」

「最初に言ったけど俺のせいなのもあるから。気にしないで」

　帰る準備が整い、バッグを肩に引っかけた私は玄関先でスニーカーを履いてペコリとお辞儀をした。

「琉花さんって、礼儀正しいよね」

　私の感覚では、お世話になった人にお礼を言うのは大人として当然だ。

「どうやって帰るの？」

「タクシーでもいいんだけど、電車で」

「じゃあ駅まで送るよ」

　ひとりでも大丈夫だと伝えたが、由稀人くんは頑として首を縦には振らなかった。

「琉花さんちの最寄り駅ってどこ？」

　ふたりで暗い夜道を歩いていると、疑問に思ったのか彼が尋ねた。

　三つ向こうの駅だと告げれば、「ふぅ～ん」と興味があるのかないのかわからないような返事が返ってくる。

「ちなみに俺の職場は隣の駅」

「あ……そういえば海保の建物があるよね。巡視船が停泊してるのも見たことあるなぁ」

「そう、そこ。船は巡視船より小さい巡視艇かな。俺が乗ってるのは潜水指定船だけど」

　隣を歩く彼をそっと横目で盗み見る。半袖Ｔシャツから覗く腕の筋肉がたくましい。海保の潜水士であると主張しているみたいだ。

「本当にいろいろありがとう」

　駅に着き、改札の前で私は再び小さく頭を下げた。

「琉花さん……じゃあ、またね」

「うん」

「元気出して！」

　改札を抜けたところで振り返ったら、彼はまだそこにいて、やわらかい笑みを湛たたえつつ、顔の位置まで上げた右手を私に向けて振っていた。

　その彼の姿に、不覚にも胸がきゅんとして熱くなる。

　昨日、四年付き合った彼氏と別れたばかりだというのに、もう他の男性にときめくなんて、どう考えてもおかしいのだけれど。

　ドキドキと早鐘を打つ胸を押さえながら、彼に手を振り返した。

　連絡先の交換をしていないことに、電車に乗ってから気付いた。

『またね』なんて由稀人くんは言っていたが、街で偶然会わない限り、互いに連絡の取りようがない。

　彼は終始、私を怖がらせないように気遣ってくれていた。思いやりのある優しい人だ。そんな彼と、もう二度と会えないかもしれない。

　その可能性が一番濃厚なのだと考えたら、家に帰ってから自然と泣けてきた。

　私はいったいどうしてしまったのだろう。海で流したのとは違う理由の涙だ。




　あの日から十日が過ぎた。

　仕事の引き継ぎも終わり、私は今、有休を消化中だ。社内では私と元カレが別れたという噂が流れ始めていたが、不思議と気にならなかった。

　前向きになれているのは、きっと由稀人くんのおかげ。

　今は、次にどんな仕事に就こうか、就活を楽しむくらいの気持ちでいる。

　駅での別れ際に由稀人くんにときめいたのはお酒のせいで、あの一瞬だけだったと初めは思っていた。

　だけど、弱っている時に元気付けてくれたからだとか、あれこれ言い訳を並べてみても、彼の優しい笑顔がどうしても頭から離れない。これは、恋なのだろうか。

　実は数日前に、ふと思いついたことがある。

　由稀人くんは私の家を知らないけれど、反対に私は彼の家も職場もわかっているのだ。であれば、私の方から出向けば彼に会える。

　それに気付いてからは毎日心が弾んでいた。

　掃除や洗濯、片付けなど、家事しかしていなくてもウキウキとして楽しい。

　今朝はせっせと料理にいそしんでいる。鍋で煮込み中である筑前煮の火加減を見ながら、ポテトサラダに使うキュウリを輪切りにしているところだ。

　あとは唐揚げを揚げて、アスパラベーコン炒めと玉子焼きを作らなきゃ。

　今日、思い切って由稀人くんに会いに行ってみようと考えている。

　先日のお礼に、お弁当の差し入れをするつもりなのだ。料理が得意だという私を彼は褒めてくれて、それが嬉しかったから。

「玉子焼きの味……甘い方がいいのかな？　そういうの聞いておけばよかったな」

　思わずひとり言が漏れた。

　由稀人くんはなんでも食べると言っていたけれど、さすがに好みはあるだろう。

　特に玉子焼きは家庭によってかなり味が変わってくるので難しい。

　だがここで悩んでも埒らちが明かないので、自分がいつも作っている味つけにしておく。

　そういえば元カレの丈治はかなりの偏食で、あれは好きじゃない、これは食べられないと私が作ったものに文句ばかり言っていたっけ。

　……はぁ、そんなことを思い出すのはやめよう。私は丈治のどこが好きだったのだろう。別れた今となればアラばかりが見えてくる始末だ。

　ふたつ準備しておいたお弁当箱のひとつに、おかずをバランスよく詰め込んでいく。

　もうひとつの方には、三種類作ったおにぎりをたくさん入れた。

「これで足りるかなぁ……？」

　めちゃくちゃ食べると豪語していた由稀人くんが、実際にどれくらい平らげるのかはわからない。あまり多すぎても迷惑になるかもしれないから、このくらいが適量だろうと中身を詰めたお弁当箱を見ながら頷いた。

　さて、お昼ご飯に間に合うように出かけよう。

　ラベンダー色の総レースになっているワンピースを身にまとう。スカートがマキシ丈だし、雰囲気が上品なのでお気に入りだ。

　髪を整えてナチュラルなメイクを施し、玄関先でヒールのついたサンダルを選んだ。

　デートでもないのにお洒落をする理由は、頼もしくて誠実な彼に惹かれているからなのかな。再び彼の顔を見れば、この気持ちが本物かどうか判断できるだろう。

　荷物を持って電車に乗る。

　由稀人くんの家は三駅向こうだったけれど、今日はひとつ手前の駅で下車して、海上保安庁を訪ねよう。




「あのぅ……すみません」

　実際に来てみてわかったが、ここは差し入れをするために立ち寄るような場所ではなかった。日本の海を守っている機関なのだから。

「霧矢由稀人さんにこれを渡したいのですが……」

　建物に入ろうとしたところで、ちょうど出てきた若い男性に声をかけて尋ねてみる。

　由稀人くんの部屋で見た写真と同じ紺色の制服を着た人だ。

「霧矢？　今多分外にいますよ。すぐ戻ってくると思いますけど」

「そうですか……」

　私が残念そうに眉尻を下げたのを見て、男性が困ったように愛想笑いを浮かべた。

「呼んできましょうか？」

「いえ！　お仕事の邪魔をしてはいけないので大丈夫です。すみませんが、霧矢さんにこれを渡していただいてもいいですか？」

　お弁当の入ったペーパーバッグを男性に向けて勢いよく差し出す。

「私は三み宅やけといいます。失礼ですがあなたのお名前をうかがえますか？」

「渡川琉花です。先日お世話になったと伝えていただければわかると思います」

　急に来たのだから、会えないことも想定済みだ。

　本心を言えば私が直接渡したかった。ここを訪ねるよりも自宅の方がよかったのかもしれない。でも、ひと目でいいから彼の制服姿を生で見たかったのだ。

　今さらそんな後悔をしながら、丁寧にお辞儀をして三宅さんに背を向けた。

　だけど事務所を出て二十メートルほど歩いたところで、後ろから声をかけられる。

「あの！　霧矢、戻ってきましたよ！」

　振り向いた先に、三宅さん越しにこちらに歩いてくる由稀人くんの姿が見えた。

　でも彼はひとりではなかった。同僚の女性とふたり、話しながら楽しそうに笑っている。

　彼に恋人はいなそうだったとはいえ、イケメンだし優しいから女性にモテるに決まっている。

　それがすっかり頭から抜け落ちていたなんて、私はなんてバカなのか。

「それを渡しておいてください。お願いします」

「いや、でも！」

　遠目からでもふたりがお似合いなのはよくわかった。

　女性は長身でスタイルもよく、彼の隣にいてもまったく見劣りなどしない。

「琉花さん!!」

　目立たないように足早に立ち去ろうとしていたのに、由稀人くんが私を見つけてしまった。再び振り向くと、三宅さんからお弁当を受け取った彼が、駆け足で私に追いついてくる。

「なんで逃げるの。俺に会いに来てくれたのに」

「ごめん。あの……それ、この前のお詫びとお礼。お世話になりました」

「…………」

　まともに目を合わせずによそよそしくあいさつをして切り上げようとする私に、由稀人くんは次にかける言葉を迷ったように絶句する。

「部外者の私が口を挟んですみませーん！」

　すると突然、由稀人くんと一緒にいた女性がフランクに話しかけてきた。

　彼にこれ以上つきまとわないように、なにか文句でも言われるのだろうか。悪態をつかれるのは嫌だなと私は瞬時に身構える。

「私、霧矢と同期の横よこ手て園その子こといいます。私からお願いするのも変なんですけど、琉花さん、コイツと付き合ってやってくれません？」

「はぁ!?　横手、なに言ってるんだ！」

　彼女が口にした『コイツ』とは、もちろん由稀人くんのことだ。

　当の本人である彼は慌てて横手さんの発言を止めに入っている。

「アンタの気持ちを代弁したんだけど？　違うわけ？」

「違わないけど。そ、そういうのは、自分でだな……」

　言い争いのような感じになっているふたりだが、横手さんはあっけらかんとしながらも呆れていて、由稀人くんは落ち着かない様子で顔を赤くしている。

　今気付いたけれど、横手さんはかなり男前な性格の女性みたいだ。サバサバしていて肝が据わっている。

「もうね、毎日うるさいんですよ。琉花さんの連絡先をなんで聞かなかったんだろう～とか、運命的な出会いだったのに～とか、ずっと言ってて落ち込みようがハンパないし」

「おい、やめろって！」

　いい加減、口を閉じてくれとばかりに由稀人くんが制止しようとしても、彼女の暴露は止まらない。

「こんな風に悩んでる霧矢は初めて見ます。コイツ、モテますけど女関係はクリーンなんですよ」

　彼が紳士で真面目なのは知っているつもりだ。ポジティブなのも、優しいのも。

「由稀人くんが丁寧に生きている人だっていうのは、初めて会った日にわかりました」

　もうすでに私は由稀人くんに恋心を抱いている。やはりこの気持ちは本物だった。

　本人を目の前にしてそれを自覚すると、彼の赤面が移ったように私の顔も熱くなり、途端に恥ずかしくなってきて視線を足元に下げた。

「琉花さん、これを俺に？」

　由稀人くんがペーパーバッグの中身を覗き込んで、なにが入っているのかを気にしている。

「お昼ご飯にと思って。たいしたものじゃないの。口に合わなかったらごめん」

「え!?　作ってくれたの？」

　小さく頷けば、彼はパッと花が咲いたように笑った。綺麗な笑顔だ。そして、私がお弁当と一緒に入れておいたカードに気付き、それを手に取って眺めた。

「いきなり訪ねるんだし、直接話せるとは限らなかったから連絡先を伝えておきたくて」

　カードにはお礼の言葉と共に、私の電話番号やメッセージアプリのＩＤを添えておいた。たとえ今日会えなくても、由稀人くんなら後で連絡をくれるだろうと考えたのだ。

「なんだぁ、私のアシストいらなかったじゃん。手作り弁当を差し入れされるって、初めから脈アリだったわけね」

　私たちのやり取りを聞いていた横手さんがため息交じりにぼやき、図星を指された私はさらに顔を赤くする羽目になる。

「もういいから黙ってろよ！」

「はいはい。上の人たちには、霧矢はお昼休憩に入ったって言っといてあげる。さっさとランチデートしてこーい」

　由稀人くんが顔をしかめると、反対に横手さんはからかうようにニヤリと笑う。

　そして私に軽く会釈をして、颯爽と事務所へ戻っていった。

「琉花さん、ごめんね。横手はデリカシーがないんだ」

「ううん。はっきりした性格なだけなんだと思う。素敵な人だね。由稀人くんと……仲よさそう」

「誤解だよ。ただの同期だ」

　笑みを湛えつつ頷いていたら、彼が下から覗き込むようにして私と視線を合わせた。

「もしかして、さっき逃げたのは妬やいたから？」

　ニヤニヤをこらえながらおどける彼の腕に、返事の代わりに軽くパンチを当てる。

　図らずも横手さんのおかげで私の気持ちは口にしなくても透けてしまったようだ。

「由稀人くんの制服姿を生で見たかったんだ。やっぱりすごくカッコいいね」

「ありがと。琉花さんにそう言われると照れるな」

　褒め言葉が直球すぎただろうか。由稀人くんは額を指でかきながら気恥ずかしそうにしている。

「向こうに公園があるから、一緒に食べよう」

「まずくても食べてくれる？」

「まずいわけないだろ」

　胸がきゅんとして、ドキドキが止まらない。

　自分でも信じられないくらい、彼への気持ちがどんどん加速していく。




　少し歩いたところに小さな公園があり、木製のベンチにふたりで腰を下ろした。

　お弁当箱の蓋を開けて披露すれば、由稀人くんが「うわぁ！」と感嘆の声をあげる。

「さすが琉花さん。こんな綺麗な手作り弁当、見たことない」

「ほんとに？」

「マジで！　しかも俺の好きなものばっかり」

　おかずは無難なものしか入れていないので、そんなに感動されると逆に恐縮してしまう。でも喜んでもらえたのは、素直に嬉しい。

「いただきます！　……うまい！」

　真っ先に唐揚げを選んで口に放り込んだ由稀人くんは、咀そ嚼しゃくするなりすぐに感想を伝えてくれた。

　そっか、唐揚げが一番好きなのか。

　おにぎりも、玉子焼きなどのおかずも、全部美味しいと言って満足そうだ。

「ちょっと多かったかな？」

「俺、大食いだって言っただろ？　楽勝だよ」

「よかった。モリモリ食べる人、好きだなぁ」

　思わず本音が漏れたのだけれど、私の呟きを聞いた彼は箸の動きをピタリと止めて固まった。

　照れているのだろうか。そんな風に態度に出されると、私も一気に羞恥心を煽られてしまう。

「琉花さんと最初に海で出会った時、投げ捨てた指輪を拾おうとしてたって聞いて、真面目な人なんだろうなっていうのが第一印象だった」

　太陽が出ている時間だったとしても、拾わない人も世の中にはいるのだろう。確かに彼の言う通り、私はモラルに反する行動は嫌いだ。

「俺はあの日のうちに、礼儀正しくて可憐な琉花さんに惹かれ始めて、守りたいって思った。決して同情なんかじゃない」

　由稀人くんの言葉が私の胸を高鳴らせる。

　あの日、ただ静かに失恋話を聞いてくれた彼は、この世でたったひとりの私の味方で、まるでヒーローだった。

「あんな運命的な出会い方をした琉花さんのことが、ずっと頭から消えなかった。だからもう一度会えたら、絶対に気持ちを伝えるって決めてた」

　由稀人くんが身体ごとこちらに向いて、膝の上にある私の両手を包み込んだ。その瞬間、緊張と共に私の心臓は痛いくらいにドキドキしてくる。

「俺、琉花さんが好きだ」

　彼の真剣な眼差しが私の瞳を射貫いて離さない。

「出会ったばかりでなに言ってるんだって思うかもしれないけど、俺と付き合ってほしい」

　どうかしているというなら私の方なのだ。私は四年間付き合った恋人と別れて気持ちの整理がついていない状態で、あなたに惹かれたのだから。

「私も同じ気持ち。どうしてもあなたにまた会いたかったの。好きになっちゃったから」

「琉花さん……」

「由稀人くん、あの日、私を見つけてくれてありがとう」

　はにかんで俯こうとしたところで、彼の大きな左手が伸びてきて、私の髪に指を差し込みながら後頭部を支えた。

　至近距離で目が合い、そのままふわりとキスが落ちてくる。

　彼の唇からは、私が作った玉子焼きの甘い味がした。

「海であなたが救ってくれた」

「自殺は俺の早とちりだったけど」

「ううん、そうじゃなくて。あの時は精神的に参ってたから。あなたの優しさに救われたの」

　失恋し、感情優先で会社まで辞めてしまったから、八方塞がりのような気持ちだった。死ぬ気はなかったものの、この先の人生に希望を見いだせずにいた。

　だけど由稀人くんと出会ったことで、失恋の痛みは不思議とたちまち消えていった。

「琉花さんが捜してた指輪って、ブルーの石がついてるやつ？」

「え、そうだけど……もしかして見つけてくれたの？」

　目を丸くして尋ね返せば、彼は苦笑いしながら首をコクリと縦に振った。

　ブルーの石……指輪についていたのはラピスラズリだったし、おそらく間違いないだろう。翌日、わざわざ早起きまでして出勤前に捜してくれたらしい。




「ご馳走さま。うまかったー！　これで午後の潜水訓練も頑張れる！」

　お弁当をペロリと全部平らげた彼は、小さく両手を合わせ笑みを浮かべている。

　この笑顔を見られたなら、私も作った甲斐があった。

「ほんとにめちゃくちゃ料理が上手だなぁ」

「私の唯一の取り柄だもん。これからは由稀人くんのためにたくさん作るね」

　私は食べるより作る方が好きだから。その点、由稀人くんとは相性がいいと思う。

　彼のおかげでさらに料理が上達しそうだ。

「今日仕事終わったら……俺が琉花さんに会いに行く」

「午後は潜水訓練でしょ？　疲れない？」

「大丈夫。ていうか、会いたいんだよ！」

　そんなにストレートに気持ちを言葉と行動で表されると嬉しくて、ついニヤけてしまう。彼は他の人と比べて体力が並はずれているのだろう。私としては仕事の後は休ませてあげたいのだけれど。

「じゃあ、うち来る？　ひとり暮らしだから狭いし、普通の部屋だけど……」

　言ってしまってから、今のは誘っていると勘違いされる可能性があることに気が付いた。慌てて彼がどう捉えたのか確認しようと顔色をうかがったが、口を半開きにしたままフリーズしている。

「琉花さん、それは天然？」

「あの、ごめんなさい。ゆっくりしてもらいたいなって思っただけなの！」

「そっか。でも、今度はなにもしない宣言はできない」

　私が目をパチパチさせながらキョトンとすれば、彼は「なるべく抑える努力はする」とほくそ笑んだ。

　私があの日、海で彼に救われたのはきっと運命だった。

　この幸せな出会いをくれた神様に感謝したい。




　早いもので、由稀人との交際が始まって二カ月が過ぎた。

　七月も半ばを過ぎた今は、ギラギラとした太陽が照りつけていて夏真っ盛りだ。

「琉花、おはよ」

　由稀人がシンクの前に立つ私に後ろから抱きつき、頭の上にキスを落とした。

　彼によって醸し出されるこの甘い空気が私は大好きで、胸がきゅんとなって幸せな気持ちでいっぱいになる。

「おはよう。由稀人、朝ご飯できてるよ」

「いつもありがと」

　洗面所に顔を洗いに行く由稀人を見送りながら、私は素早くお椀に味噌汁をよそい、彼専用の大きな茶碗にご飯を多めに盛る。

　先に準備しておいた玉子焼きやシャケの塩焼きと共に、それらをダイニングテーブルの上に並べた。

「あ、そうだ。納豆！」

　慌てて冷蔵庫から納豆のパックを取り出した。

　彼は納豆が好きだけれど私は苦手で食べないから、ついうっかり食卓に出すのを忘れてしまいそうになる。

「今日は和食じゃん。めっちゃうまそう！」

　顔を洗って眠気が覚めたのか、さっきまで寝ぼけ顔だった由稀人の目が今はパッチリと開いている。今日も変わらずイケメンだ。

　互いの家を行き来するうちに、私たちは頻繁に泊まり合うようになった。

　私が料理をするので、あっという間に彼の家のキッチンには調理道具や調味料が増え、冷蔵庫には絶えず作り置きのおかずや食材が入っている。

　将来、一緒に暮らせたらいいのに。

　仕事から帰ってくる由稀人を、毎日温かく迎えたい。

「琉花、今日ほんとに大丈夫？」

「うん、絶対行く」

　次の就職先が決まるまでなにもしないのもどうかと思い、私は現在、就職活動のかたわら洋菓子店でアルバイトをしている。

　けれど今日は海上保安庁で海の日のイベントがあるので、由稀人の凛々しい姿を見たいがために、店長にお願いしてお休みをもらった。

「すごい賑わいだろうね。海保のイベントに行くのは初めてだし、楽しみだなぁ」

　イベントは船舶やマリンレジャーの事故の減少を広く呼びかけるのが目的で、巡視艇の一般公開や音楽隊によるコンサートがあるらしい。

「いってらっしゃい。また後でね」

「いってきます」

　出勤する由稀人を玄関先で見送る私に、彼がチュッとリップ音を立ててキスをする。

　それがお泊まりをした翌朝の習慣になった。

　交際が始まってからの由稀人はどんどん甘くなっている気がする。

　さて、と気合を入れて、私は食器洗いや部屋の掃除などの家事を済ませていく。

　いったん自分の家に戻り、壁にかかった時計で何度も時間を確認して、お昼を過ぎてようやく出かける準備を始めた。

　音楽隊の演奏は二回公演になっており、午前と午後の部がある。

　午後の部が十五時からなので、その前に現地に着いて由稀人に声をかけに行くつもりだ。彼は巡視艇の近くにいると言っていたから見つけられるだろう。

　クローゼットの扉を開けながら着ていく服を悩んだ末、ノースリーブの白のトップスにモスグリーンのロングスカートを合わせた。いつも通りのナチュラルメイクを施し、耳元には夏らしく大ぶりなロングフープピアスをあしらう。

　家を出る直前に、窓の外の日差しを見て日焼けが心配になり、腕やデコルテなどに日焼け止めスプレーをかけた。

　いっそのこと持っていこう、と手にしていたそれをバッグにしのばせる。紫外線は大敵だ。




　会場に着くと、家族連れの人たちがたくさん来ていてとても盛況だった。

　着ぐるみのゆるキャラがいて、小さな子たちが嬉しそうに抱きついたりしている。

　かなり気温が高くて暑いけれど、来場客はみんな楽しそうだ。

「ねぇ、あそこにいる海保の人、超イケメンじゃない？」

「ほんとだ！　脚も長い。すごく凛々しくてカッコいい！」

　近くにいた見知らぬ若い女の子たちの会話が耳に入ってきて、つられるようにそちらに視線を移してみれば、イケメンだと騒がれていたのは由稀人だった。

　彼の制服姿がカッコいいのは私が一番よく知っている。

　コンパスをモチーフにしたマークが金糸で刺繍されている帽子も素敵だし、淡青色のネクタイがアクセントになっている夏の白い制服は特に高尚だ。

　なんとなくだが、こんな予感はしていた。他の人と比べて体格も顔もいい由稀人は、どうしても目立ってしまうから。

「めっちゃかわいい彼女とかいそうだよね」

　私はいたって普通です、と口を挟むわけにいかないのがもどかしい。

　自分の彼氏がカッコいいと褒められているというのに、もてはやされすぎることには素直に喜べない。

　複雑な感情が胸の中でぐるぐると渦巻いた結果、私は自然と眉根が寄って難しい顔になった。

「でもさ、わかんないよ。今フリーかもしれないし。写真撮ってもらう時に連絡先聞いてみる？」

「あ、それいいね！」

　女の子たちのテンポのいい会話を聞いてしまった私は、深いため息を吐き出すことしかできなかった。

　今日の彼はきっと、女の子からのアプローチがたくさんあるのだろう。

　由稀人だって仕事だからニコニコと愛想よく相手をしているはずだ。意外とまんざらでもないのかも、と考えたら無性に妬けてきて、そんな自分が嫌になる。

　声をかけたいのに、その女の子たちがまだ近くにいるから彼のそばには行けない。

　私はその場にボーッと立ち尽くしたまま視線だけを送っていたのだけれど、それに気付いた由稀人が逆にこちらに近付いてきた。

「今来た？　声かけてくれよ」

「……ごめん」

　呆れた表情をしていても、制服を着ているせいかキラキラとしていて眩しく感じる。女の子たちが騒ぐはずだと納得してしまった。

「琉花は美人だからすぐに見つけられるけど」

「もう、なに言ってるの」

「それにしても露出度高くないか？　日焼けしそう」

　由稀人がノースリーブから覗く私の二の腕あたりを優しくさすれば、女の子たちがひそひそと会話をしているのが聞こえてくる。

「やっぱ彼女いたじゃん。もっと若くてかわいい感じかと思ったら、意外と大人のお姉さんだね」と、若干失礼な言い方だった。

　ムッと口が尖りそうになったところで、こんなことで怒っても仕方がないと気持ちを落ち着かせる。

「この後音楽隊の演奏を聴いて、適当にブラブラしたら帰るね」

「ちょっと待っててくれたら一緒に帰れるかも」

「そうなんだ。わかった」

　音楽隊の演奏が終わると、イベント自体もすぐに終了の時間を迎える。

　笑みを湛えて頷けば、由稀人から甘い視線を送られて、私の頬は自動的に熱くなった。




　結局最後までイベント会場にいた私は、その後近くのカフェで少々時間を潰し、由稀人と一緒に帰路に就く。

　制服を脱いでも充分カッコいいなと隣に並んで歩く彼を見上げれば、自然と視線が絡んだ。

「なにか食べに行く？」

「由稀人は疲れたでしょ。早く家に帰ってゆっくりしたくない？」

「じゃあ、デパ地下で適当に買って帰ろうか」

　由稀人が私の右手をすくい上げて指を絡ませる。

　彼と手を繋ぐたびに、頼もしいこの手を絶対に離したくないといつも思う。

　乗り換えの駅に隣接しているデパートの建物に入ると、地下は祝日なのもあって人であふれ返っていた。

　人気の和風弁当のお店には長い行列ができている。

　普段なら並んで買って帰ってもいいけれど、今日ばかりは疲れている由稀人を付き合わせるのはかわいそうなので、違うお店のものにしようかと考えあぐねた。

「ここのすき焼き弁当がうまいらしいね。俺、それがいいな」

　由稀人がなにげなく言葉を発したその時、ある人物が私の視界に入り込んできて、自然に歩みが止まった。

　繋いでいた手を無意識に引っ張ってしまったせいで、彼が不思議そうに私の顔を覗き込む。

「向こうのお店に行こう。中華弁当もいいよ」

「え？」

「ほ、ほら、今から列に並んだら時間がかかりそうだから」

　あわあわとしながらもなんとか取り繕おうとしたのだけれど、由稀人はすぐに私の表情を読み取って視線の先を追ってしまう。

「琉花の知り合い？」

「まぁ……うん」

　なんとなく返事に困って俯いた。

　列の中ほどに並んでいたのは、元カレの丈治だった。

　別に私がコソコソする必要もないし、由稀人と手を繋いだまま堂々としていればいいのだけれど、万が一呼びかけられたら嫌だなという気持ちが先行した。

「もしかしてアイツ……」

　由稀人は丈治の顔を知らないが、なんとなく勘が働いたのだろう。途端に眉間にシワを寄せて険しい顔つきになった。

　ムッとした理由には、丈治がひとりではなく女性と一緒にいたことも含まれている気がする。

　できることなら向こうが気付いていない今のうちに避けて通りたい。

　だけどその願いは叶わず、次の瞬間、丈治とバッチリ目が合ってしまった。

「……琉花！」

　無視してくれたらいいのに、丈治の方から声をかけてきた。連れの女性も私に気付いたようで、居心地悪そうに困った顔をしている。

「久しぶり。元気そうだな」

「うん、元気だよ。丈治も変わりなさそうだね」

「ああ」

　チラリと女性の方へ視線を向けると、彼女は戸惑いながらも私に深々と頭を下げた。それを見て、変わっていないなと思いながら私も会釈を返す。

「由稀人、私は今日は中華の気分なの。あっち行こう」

　ふたりに背を向けた私は由稀人と腕を絡めながら歩き、中華弁当をふたつ購入してこの場を後にした。




　家に帰ってきて美味しい酢豚を食べている時間も、由稀人の笑顔は戻らなかった。シャワーを浴びた後に部屋で寛いでいる今も、不機嫌がずっと継続している。

　今日のイベントの感想だとか、たわいもない話で場を盛り上げようとするものの、私は空回りしてばかりだ。

　偶然元カレと遭遇したことが、由稀人はそんなに嫌だったのだろうか。ここまで気分を害するのは、彼の性格からして珍しい。

「琉花、大丈夫？」

　リビングでお茶を飲みながら、どうしたら元の彼に戻るのか考えていたところへ意外な言葉が投げかけられ、私の口から「へ？」とまぬけな声が出た。そう尋ねたいのは私の方だ。

「あんなの見て、本当は落ち込んでる？」

「ううん、全然！　だから由稀人も機嫌直して？」

「俺は怒ってないけど……いや、怒ってたのかな。琉花を傷つけたアイツに対して」

　誠実で真っ直ぐな由稀人は、単に不快になったというよりも、私を心配する気持ちの方が大きかったみたいだ。

　理由がわかったことでホッとして、お茶の入ったグラスを手にしたままフフッと口元を緩めた。

「なに笑ってんの」

「さっきは一瞬動揺したけど、ほんとに今は平気だから。由稀人を怒らせちゃったかなぁって、そればっかり考えてた」

　丈治と別れたのは二カ月前だが、その後すぐに由稀人との交際が始まったし、私の中ではとっくに過去になっている。

「だってアイツ、女連れだったじゃん」

「うん。藤ふじ吉よし志し桜お里りさん。彼女と続いてたんだね。よかった」

　丈治が一緒にいたのは私と別れるきっかけになった元同僚の子だった。

　ふたりは仲睦まじく手を繋いでお店の列に並び、会話をしながら笑い合っていた。

　正直なところ、全然知らない女性ではなく藤吉さんでよかったと、本当にそう思ったのだ。不思議と悔しいとか悲しい気持ちにはならなかった。

「よかった、って……」

「藤吉さんね、いい子なの。私とはそんなに話す機会はなかったけど、すごく素直な子だった。だから、弄ばれてすぐに捨てられてたらかわいそうじゃない。ふたりが真剣に付き合ってるならその方がいいよ」

「聞いてる俺が横からガツンと言いそうになった。琉花は優しいよ。まぁ……そこがいいんだけどな」

　素直に心の内を吐露したら、由稀人は呆れたとばかりに小さく笑った。

　彼の顔にようやく笑みが戻ったのが嬉しくて、私はピタリと張りつくように隣に座ってもたれかかる。

「だってあの時フラれてなきゃ、由稀人と海で出会えてなかったからね。私は今の方が断然幸せだもん」

　海で由稀人に救ってもらえたのは奇跡だったと思っている。

　そして今、彼は私にとってかけがえのない恋人だ。

　熱のこもった視線で射貫かれ、たくましい腕で彼に肩を抱き寄せられた。

　男の色気をまとった由稀人がカッコよくて見惚れていると、自然と唇が重なり、息継ぎの隙間からするりと彼の舌が侵入してきて口内をかき乱される。

　貪むさぼるような性急なキスなのにとても心地よくて、私も夢中でそれに応えた。

「琉花はいつも無自覚に俺を煽るよな」

　背中に彼の片手が回ってきたと気付いたその時には、もう一方の手が私の両膝をすくい上げていて、横抱きにされた私はあっという間に寝室のベッドに下ろされた。

　彼は私に覆いかぶさり、頭や耳を撫でつつ首筋に舌を這わせる。今日の由稀人はいつも以上に情熱的だ。

　だけど彼が落とすキスのひとつひとつにしっかりと気持ちが込められているのがわかるから、嬉しくて胸がいっぱいになる。

「俺は絶対に琉花を泣かせないから。大事にする」

　鼻先が触れ合う距離で彼が甘い言葉を呟いた後、再び濃厚なキスで舌をからめとられる。

　服を脱いで素肌がピタリと触れ合うように抱きしめられれば、少しも離れたくないと主張されているようだった。

　由稀人の首にしがみつくように腕を回すと、彼の手と唇が胸元へ下りていく。

「由稀人……」

　熱い息を吐き出す彼がたまらなく愛おしくなり、とびきり甘い声で名を呼んだ。

「琉花、愛してる」

「私も。由稀人を愛してる」

「この先も一生愛していくって誓うよ」

　抱かれながら聞こえてきた言葉に、私は身も心も蕩けそうになった。幸せすぎて自然と涙がこぼれ落ちる。

「だから、ずっと俺だけを見てろ」

　私はもうとっくに由稀人しか見えていない。

　それを伝えようとしたけれど、互いの熱が混ざり合うような行為に夢中になり、言葉にできなかった。




「日焼け、大丈夫？」

　たっぷり愛し合った後、由稀人の胸に張りつくようにして寝そべっていると、彼が私の腕をさすりながら尋ねた。

「心配しなくても平気だよ」

「心配だった。男たちがじろじろ琉花を見てたからな」

「え？　そっち？」

　私はそんな視線はまったく感じなかったけれど、由稀人が実際に目にしていたのなら事実かもしれない。

「だから、俺のだぞって牽制しに行ったろ？」

「あれはそういう意味だったんだね」

「横手が俺の行動を目撃して、『嫉妬心むきだしだな』ってドン引きしてた」

　横手さんの綺麗な顔がさげすむように歪んでいたのだろうと容易に想像がついて、思わずクスクスと笑ってしまう。

　彼女が由稀人に興味がなくて本当によかった。

「私だってヤキモチ妬いてたよ。女の子たちが制服姿の由稀人を見てキャーキャー言ってるんだもん」

「俺は琉花しか見えてないよ。でも妬いてる琉花もかわいいな。ていうか、また俺を煽ってる？」

「ち、違う！」

　誤解だと否定する私の唇は、彼によって再び塞がれた。

　由稀人がくれる愛情は海のように深い。

　私はもう、彼じゃなきゃダメなのだ。日本の海を守っている頼もしい彼にゾッコンなのだから。

　これからも互いに高め合い、愛し合う日々が続いていくだろう。

　ふたり一緒なら幸せな毎日になりそうだ。
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ある日、漫画家が落ちていて

稗島ゆう子
















「まったく、ダメね。あなた、私のことどう思っているの？」

　ストレートにガツンとやられた。間髪を容れず遠慮も気兼ねも一切なく、目の前の蜂はち谷や婦人はぴしゃりとあゆみに言った。婦人の声が広々とした部屋に響く。

「も、申し訳ありません。それでは、こちらの夏の新作を」

　衣装カバーから、シックなブルーのワンピースを丁寧に取り出す。今日の切り札に、と一着取ってあったものだ。切り札どころかしょっぱなから婦人に見てもらうことになろうとは。あゆみの立てていた筋書きから大幅にずれている。気持ちを立て直すように、あゆみは小柄な身体をしゃんとさせた。少し乱れたショートボブの髪も、さっと直す。へこんだとわかる顔つきも、意識的に口角を上げて笑顔にした。

　祈るような気持ちで、ハンガーにかかったワンピースを婦人に見せる。一流ブランドの新作で、あゆみと同じ外商部のメンバーたちが『これなら蜂谷婦人も気に入るんじゃない？』と言ってくれた品だ。

　蜂谷婦人は、ワンピースを一瞥した。六十代後半と聞くが、肌は白く皺も目立たない。エステで磨き上げられたであろうデコルテも美しい。光沢のあるオレンジのブラウスに、白のスリムパンツ。どれだけジムで鍛えているんだろう、スタイルも抜群だ。

　セレブとはこういうものか、と改めて思わされる。

　婦人は、はあ、と息をついた。

「地味ね。これからの外出着は、もっと明るい色にしたいの。井いの上うえさんから聞いてないの？」

　井上さんは、あゆみの前任の蜂谷婦人担当者だ。今は産休で出勤していない。

「はい、いえ、あの」

　あゆみはしどろもどろになってしまった。年配のご婦人に着てもらう明るい色の服。言葉にするのは簡単だが、実際に選ぶとなると難しい。色味には好みがあるし、派手すぎると下品になってしまう。そこで他の外商部のメンバーにも相談した結果のブルーのワンピースだったのだが、まったくの不発だった。

「出直して。あなたのセンスじゃ、まったく売り上げに貢献してあげられない。一から勉強してきて」

「……申し訳ありません」

　あゆみは深くお辞儀をして、並べた商品を片付けた。蜂谷邸のゴージャスな調度品に触れないよう注意するので精いっぱいだった。その後は、撃沈のショックでどうしたかよく覚えていない。

　気が付くと公園のベンチでうなだれていた。天気のいい日で、空は快晴だ。あゆみは、ショートボブの髪の毛をくしゃりとかき上げた。

「はあ……」

　ため息をつかずにいられない。最初から自分には無理だと思っていたが、ここまでコテンパンにやられるとは思っていなかった。いくらなんでも成果ゼロとは。

　もう一度ため息をつこうとしたところで、スマホの着信音が鳴った。のろのろと電話に出る。

《あ、あゆみちゃん？　蜂谷婦人どうだった？》

　あゆみの前任者の井上だった。あゆみは、『東とう条じょうデパート』の外商部に最近、異動したばかりだ。デパートの外商部は、お得意様のお宅に赴き、お客様の好みに合うような商品を紹介し、購入してもらうのが仕事だ。

　これまでは同じ外商部の先輩のアシスタントとして同行していたが、今日からひとり立ちすることになっていた。蜂谷婦人は、レストランチェーンの社長婦人で、五年ほど前から東条デパートを愛用するようになった。その頃から担当していたのが、電話の相手、井上だ。

「ダメでした……完敗です。まったく歯が立ちませんでした」

　あゆみは正直に言った。

《そっかー。まあ、蜂谷婦人も、最初が肝心と思ってるのかもよ？　私も最初の頃はきつく言われたしねえ》

「井上先輩は初めての時、なにか買ってもらえました？」

《そうねえ。靴だけは何足か。奇跡的に私の好きなブランドと婦人の好みが一致したのよ。それでちょっとご機嫌は直ったかな》

「無理です……もう、なにを勧めればいいのか、全然わかりません」

《まあまあ。あゆみちゃんも、婦人と会ったのが初めてだったわけだし。婦人になんて言われたの？》

「一から勉強してこいって」

《ほら。まったくダメだったら、もう来るなって言われるわよ。まだチャンスはあるわよっと、あたたた……》

　井上の痛がる声に、あゆみは、ハッと正気に戻った。

「先輩、大丈夫ですか？」

《うん。時々蹴ってくるのよね。元気な証拠だからいいんだけど》

　井上は妊娠八カ月だ。一週間前の産休に入る前日まで、あゆみに外商の仕事を丁寧に教えてくれた。ほんわりとした優しさのある人で、外商部のメンバーからもお客様からも人気ナンバーワンだった。あゆみの憧れの先輩だ。

「あの、もうちょっと粘ってみます。先輩の言う通り、もう来るなって言われたわけじゃないから」

　身重の先輩に心配をかけてはいけない。あゆみはぐんにゃりしていた背筋を伸ばして気持ちを改めて言った。

《うん。再チャレンジできるってラッキーなことよ。頑張って。いつでも相談にのるから》

　しばらく外商部のみんなの話などしてから電話を切った。

　あゆみは伸びをして空を仰いだ。さっきまで青かった空が、もう暮れていた。

　蜂谷婦人の攻略法、一から練り直さなきゃ。今日は蜂谷邸の仕事がメインで、すでに商品も返却してある。部長がもう上がっていいぞ、と言ってくれたのをおぼろげながら思い出した。

「……よし。帰ってビールでも飲も」

　くよくよしたって始まらない。そう自分に言い聞かせながら、ベンチから立ち上がる。

　すると。ベンチに座っていた時にはわからなかったが、あゆみから少し離れた植え込みの辺りで、四つんばいになっている男性がいる。

　……落とし物、かな。コンタクトレンズとか？

　四つんばいになって動き回っているから捜し物をしているのは確かだった。これからもっと辺りが暗くなることを考えると、早く捜さないと見つからないだろう。

　落ち込んでいる時ほど、善行をするといいって言うよね。

　あゆみは男性に近付いて声をかけた。

「なにか、落とされたんですか？」

　男性は、え、と声を出してあゆみの方を見た。ちょっと天然パーマがかかっているのか、ふわっとした髪型で、顔が小さい。眼鏡の奥の気弱そうな目があゆみを捉えて戸惑っている。

「えっと、あの」

「コンタクトレンズですか。私も落としたことあります。でもあると思って捜すとちゃんと見つかったりするんですよ」

　あゆみは男性の隣にしゃがみ込み、雑草の生えた地面をかき分け始める。

「あ、いや。コンタクトレンズじゃないです。鍵。ロッカーの鍵です」

「ああ。それなら、見つかる可能性が上がりますね」

　しばらく、ふたりで植え込みの下を探り合う。

「ないですね……。この辺で落としたのは確かなんですか？」

「はい。確かにこの辺で……」

　男性は困り果てた表情で答える。あゆみは、ちょっと捜し方を変えようと思った。

「なにか見過ごしてるところとか、あるはず。あ、あれは？」

　植え込みの横に小さな水溜りがある。

「あ、まだ。でも」

　男性がないですよ、という顔をしたのと同時にあゆみは水溜りに手を突っ込んだ。

「わあ！」

　躊躇のない行動に男性が声をあげる。

「ん……んんっ、あ、あった！」

　あゆみは水溜りから、番号札のついた鍵を拾い上げる。そのまま、水飲み場に行き、手と鍵を洗って、ハンカチで拭く。

「これ、ですよね」

　あゆみの行動を見守っていた男性に、鍵を手渡す。立ち上がった男性は、長身だった。あゆみが顔を見上げる形になる。

「あ、ありがとうございます。あの、なんて言ったらいいか……」

「捜し物はひとりよりふたりの方が見つかりやすいですから。見つかってよかったです」

　あゆみがにっこりと笑う。つられたように男性も笑った。笑うとちょっとかわいいな、とあゆみは思った。

「では、私はこれで」

「ありがとうございます。これで安心して野宿ができます」

「え？」

　今、なんと？　あゆみは怪訝な顔をした。

「駅のロッカーにリュックを入れていて。リュックを枕代わりにしないと頭が痛いんですよね。助かりました」

「ののの、野宿って！　今、三月ですよ！　まだ寒いじゃないですか！」

「はあ。でも、コートも着ているし……」

　確かに男性は暖かそうなダウンジャケットを着ている。ぱっと見ただけで高級品だとわかる品だ。

　お金持ち？　じゃあ、なんでホテルに泊まらないの！

「あの、コート着てても外で寝るなんて無謀ですよ。ちゃんとホテル取った方がいいと思います」

　赤の他人が言うのも、と気が引けたが、あゆみ自身寒がりなので三月に野宿なんて震え上がってしまう。

　男性は、困った顔をして言った。

「ちょっとホテルには泊まれない事情がありまして」

「え、でもそれならネットカフェとか……」

「僕の顔写真がもう出回ってると思います。ネカフェに行ったら、居所がバレてしまう……」

　え、なに、居所がバレるって逃げてるってこと？　やだ、犯罪者？　私、ヤバイことに足を突っ込んでる!?

　思わず動揺してしまい、この場を立ち去った方がいいと判断しようとした瞬間、男性が言った。

「鍵を拾ってもらったお礼がまだでしたね。あの、なにか書くもの持ってませんか？　紙とペン」

　動揺していたせいで冷静な判断ができず、あゆみは言われるまま、スケジュール帳とペンを差し出した。

「ありがとう」

　男性はにっこり笑って受け取った。それから、スケジュール帳の後ろの方のページにさらさらとなにか書き出した。

　ものすごく書き方が早いのが、ペンを滑らせるスピードでわかる。

　字を書いてるんじゃない……じゃあ……絵を描いてる？

　男性の背が高いのでなにを描いているのかまではわからない。男性は、できた、と言って描くのをやめた。

「はい。これ、ネットオークションに出したら、少しはお金になると思います。本当はお礼のプレゼントをしたいところなんですが、ロッカーのリュックにお財布も入れてしまっていて。すみません、こんなもので」

　そう言って差し出されたスケジュール帳には、漫画の絵でかわいい女の子が描いてあった。あゆみは息を飲んだ。

「こ、これ……『シュークリーム・ポップス』のルナちゃんじゃないですか！」

「あ、知っててくれたんですか」

　男性の顔がぱあっと明るくなった。女の子の絵の下にはサインがあって笹ささ岡おかユキジ、とある。

「じゃ……あなた、漫画家の笹岡ユキジさん!?」

　思わず大きな声が出てしまった。『シュークリーム・ポップス』は、小学生から大人まで幅広い読者に支持されている少女漫画で、確か発行部数、数百万部だったはずだ。少女漫画が好きなあゆみは、『シュークリーム・ポップス』の大ファンで、新刊が出たら飛びつくようにして買っている。ほんわかした作風だが、ほろりと泣かせるところもあり、二十七歳のあゆみでさえ、気持ちがきゅんきゅんしてしまう。

「はい。笹岡ユキジです。作品、読んでもらえてるのかな。ありがとう」

　ユキジという名前から女性かと思っていた。男性だったのだ。

　あゆみは目を思い切り開いた。

　犯罪者扱いしなくてよかった！　ギリ、セーフ!!

　ホッとする間もなく、あゆみの頭に疑問がよぎる。億ションに住んでいてもおかしくない笹岡が、なんでまた野宿？　しかも、居所がバレてはダメって……。

「笹岡さん、なんかピンチなんですね？」

　声を潜めてあゆみは言った。笹岡はまた困った顔をして、はあ、まあ、そうです、と言った。

「笹岡さんっ！」

　ずいっとあゆみは笹岡との距離を詰めた。

「よかったら、ウチに泊まりませんか？　狭い２ＬＤＫですけど、弟と住んでるんです。弟も『シュークリーム・ポップス』が大好きなんですよ。笹岡さんに会えるって言ったら飛び上がって喜ぶと思うんです！」

「は、はあ」

「弟にも会わせたいし、大したお構いはできませんが、野宿よりは幾分マシじゃないかと……！」

　笹岡は相変わらず困った顔をしていたが、びゅう、と吹いた早春の冷たい風に目をしばたたかせて、小声で言った。

「じゃあ……お言葉に、甘えます」

　よっしゃあ！とあゆみは、心の中でガッツポーズをした。あゆみの脳内は、自分の持っている笹岡のコミックス、『シュークリーム・ポップス』の第一巻にサインを入れてもらうことに支配されていた。笹岡が言うようにネットオークションで売ったりする気はない。純粋なファン心理だ。

　あゆみは、大学生の頃、漫画研究部の幽霊部員だった。絵を描く習慣がなかったので、絵はちっとも上達しなかった。だが、漫画を読むのは好きなので、漫画家という人種を尊敬している。

　公園の近くの駅にあるコインロッカーから、笹岡はリュックを取り出した。貴重品しか入っていないのか、中身がスカスカなのがわかる。本当にダウンジャケット一枚で野宿しようとしてたんだ、とあゆみはぞっとした。

「えっと私の名前は大おお杉すぎあゆみといいます。東条デパートの社員です」

　自己紹介をした後、地下鉄に乗り、あゆみの住むアパートに向かった。

　あゆみは道すがら、どんなに『シュークリーム・ポップス』を溺愛しているかを語った。

　仕事で嫌なことがあった時。なんだかもう自分が嫌になってしまったような時。くたくたに身体が疲れている時。思い切り気分転換したい時。

　そんな負のスパイラルにいる時に、どんなに『シュークリーム・ポップス』に救われたか。

　特に主人公のルナちゃんのことが大好きだった。歌手を夢見るルナちゃんは、ものすごい才能の持ち主なのだが、行く先々で敵が現れ、ビッグスターへの道を阻まれる。

　こんな目にあわせないで、と読者が思うようなひどい仕打ちも受けるのだが、ルナちゃんはへこんだままではなかった。ここまできて？と読者が思う瞬間、不死鳥のように立ち上がり、そして言うのだ。

『私は、歌うのが好きだから……！』

　そのセリフにぶわっと涙があふれる。もう何度も読み返しているのに、同じシーンで何度もヤラれる。涙をなんとか拭いて、コミックスを閉じる時には、悩んでいたことが小さく思える。

　自分って小さいな。こんなことでくよくよしちゃって。

　そう思うと、また一から頑張ろうと思える。

「そんな夜が、何度もあったんです……！」

　大好きな漫画の作者に自分が感動をもらったことに対するお礼を言う機会なんて、滅多にないことだ。こんな幸運、無駄にしたらバチが当たる。

　あゆみはなんとかして心の中にある感謝の気持ちをすべて笹岡に届けるべく、言葉を紡いだ。

「そうですか……そんなに喜んでもらえてたなら、よかったなあ」

　笹岡は他人事のように薄く笑った。

　あゆみは必死になって語った分、あれっと拍子抜けした。

　熱い想いが伝わらなかった？　うーん、こんなこと言われ慣れてて、喜べないのかなあ……。

　なんだかプレゼンに失敗してしまったような気持ちになる。しかし、まだ夜はこれからだ。




　あゆみのアパートに辿り着き、二階の角部屋に笹岡を案内する。

「すみません、笹岡さんの部屋に比べたら、うさぎ小屋みたいな部屋だとは思うんですけど」

　ドアを開け、灯りをつけて、エアコンの電源も入れる。春とはいえ、まだ寒いのだ。公園とは違う暖かさを味わってほしかった。

「あ。炬こ燵たつがある」

　笹岡が初めて感情のこもった声を出した。リビングの真ん中にある炬燵。そろそろしまおうと思っていたけど、そのままにしておいてよかった！とあゆみは拳を握った。

「炬燵、お好きですか？」

「はい。僕の家にはないんです。懐かしいな、炬燵に入るのなんて、中学生以来じゃないかな。入ってもいいですか？」

　どうぞ、と炬燵の電源も入れる。ダウンジャケットを脱ぎ、黒のタートルネックとデニム姿になった笹岡は、いそいそと炬燵に入った。

「お蜜み柑かんもありますよ」

　籠に入った蜜柑を差し出す。

　部屋は散らかっていなかった。弟の望のぞみは潔癖症で、綺麗好きだ。ちょっと雑な性格のあゆみはそんなに神経質にならなくても、と思うこともある。だが、今日は望の性格に感謝した。いきなり人を上がらせても大丈夫な部屋。人気漫画家でもとりあえずは落ち着いてもらえる。

「嬉しいな。お腹空いてたんで」

「それは大変。すぐなにか作ります」

　弟とのふたり暮らしで、料理はあゆみの担当だ。望が帰ってくることを考えると、三人分作らなくてはいけない。

　材料、なにがあったっけ？

　冷蔵庫を開けた瞬間、あゆみのスマホが鳴った。望からだった。

「ちょうどよかった！　あんた何時頃帰ってくんの。今、すごい人が」

《あ、姉ちゃん、俺、今日帰らないから》

「え？」

《友達が失恋しちゃってさ。ひと晩、一緒にゲームして慰めてやるつもり。てなわけでよろしく》

「え、ちょ、あんた、ささ」

　笹岡ユキジ大先生が今、ここにいるよ！と伝えたかったのに、望は電話を切ってしまった。しかもオールでゲームをやるとなったら、望はスマホの電源を切ってしまうのだ。

　ってことは……。

　炬燵に入る笹岡をそろり、と見る。笹岡は蜜柑の皮をゆっくり剥いている。

　今夜、笹岡さんとふたりっきりってこと……!?

　笹岡の意識が蜜柑に向いているのをいいことに、あゆみはまじまじと笹岡を見た。背が高くて、すらりとしている。さっきは気が付かなかったけど横顔が端整で、まつ毛が長い。すごいイケメンなのに、眼鏡で隠しているタイプだ。今まで口にした言葉は少なく、あまりハイテンションになることはなさそう。ぱっと見て、草食系に見える。

　草食系と見えて肉食ってことも……健全な男子であるのには変わりないわけで……。

　あゆみは、自分の貞操を守ることとファン心理を天秤にかけた。答えはすぐに出た。ファン心理が勝った。私だってもう二十七歳だ。隙を見せない振る舞いくらいできる。

　あゆみは、ざっとメニューを決めて、料理に取りかかった。一週間分の食材を今日使ってしまってもいい。億ションに住むような人にできる最大のもてなしといったら手を尽くした料理くらいだ。

　三十分くらいで、青菜とイカの炒め物と鶏の唐揚げ、小松菜の煮浸し、具だくさんのスープと次々に作っていった。

「すごいな。居酒屋さんみたいだ」

　笹岡が感心した声を出した。あゆみは喜んでもらえそうで、ホッとして言った。

「笹岡先生は、お酒は飲まれますか？」

「まあ、少し」

「よかった！　いろんなビールがありますんで、お好きなのをどうぞ」

　と、冷蔵庫の横にあるビール専用の小さな冷蔵庫を開いてあゆみは言った。

　その小さな冷蔵庫の中にはありとあらゆる国のビールが詰まっていた。イギリスやインド、ネパール。アジアからヨーロッパまで。ちょっとしたビールフェアができそうなラインナップ。

「わあ……ビールがお好きなんですか？」

　表情が変わらない笹岡が、ものすごくびっくりした顔をした。

　あゆみは苦笑した。

「ええ……なんというか、前職の名残で」

「ぜんしょく」

「はい。私、東条デパートの社員なんですが、三週間前まではデパ地下担当だったんです。主に酒類の営業を任されてました。で、どうにかして売り上げを伸ばさなきゃいけないから、地ビールフェア、欧州ビールフェアとかいろいろ企画してやってました。私もお酒はまあまあ好きなんで、楽しかったです」

　実はまあまあどころでない酒豪なのだが、ちょっと控えめに言った。

「へえ……あれ？　今は、違うんですか？」

「今は……その。あ、これお勧めのドイツビールです。どうぞ」

　ビールの小瓶を渡すと、笹岡は受け取った。あゆみも同じビールを手にして、笹岡の向かいの席に座る。炬燵が暖かい。

　ビールをグラスに注ぐと、美しい黄金色の液体が現れ、真っ白な泡を立てる。笹岡もグラスに注ぎ、あゆみとかちりとグラスを合わせて乾杯した。あゆみはビールをひと口飲むと言った。

「実は、ですね。私、ビールとおつまみのセットを二千個売ったことがあるんです」

「二千個！　それ、すごい量じゃないですか」

　笹岡が口を開けて驚いてくれる。

「はい……おつまみは二カ月かけて試作品作りに取り組んだサーモンジャーキーでした。カナダビールが予想よりも売れなくて在庫処分を命じられて。なんとかおつまみで売ろうっていう苦肉の策でした。そしたら、思いがけずサーモンジャーキーの方がすごく美味しくできてしまって」

　あゆみはそこまで言うと、もうひと口ビールを飲んだ。

「運もよかったんです。店頭に並べ始めた頃に、たまたま買ってくださったお客様がインフルエンサーで、そのセットをインスタに上げてくれて。あっという間に拡散されて、連日完売。結果的にはカナダビールの美味しさを伝えることになって、在庫過多だった他のカナダビールも売れていったんです」

「すごい。大ヒットじゃないですか」

「はい……社長賞もいただきまして。嬉しかったです。好きな仕事で結果を出すってこんなに嬉しいんだなって、改めて思いました。一度お客様がついたんで、その後、どんなフェアをやっても大体当たるようになって。企画もどんどん出しました。あんなことしたい、こんなこと試したい、ってやる気が漲みなぎって……熱中してました」

　笹岡は、黙って話を聞いてくれている。あゆみはビールをさらに飲んで、続けた。

「これからもどんどん行くぞ！ってところで。辞令が出たんです」

「えっ」

「そう。今の……外商部の営業に、異動になりました。外商部でもガツンと売り上げをあげてくれよ、栄転だぞ、って上司には言われました。期待されてるのはわかるんですが……私、ハイブランドなんて全然、興味がなくて」

　あゆみは膝の上の手をギュッと握りしめた。

「今度のおつまみはなににしようかな、って四六時中考えてた人間がですよ、どうひねったらセレブマダムのコーディネートを考えつくっていう方向になるんですか！　私、食べるのも飲むのも大好きですが、服はファストファッションでいいやっていう人間なんです～！」

　最後の方で、つい涙声になってしまった。異動になったことは弟の望にも言えていなかった。異動になって三週間。先輩の井上は丁寧に仕事を教えてくれた。そのことには感謝している。でも、自分がお客様に商品を勧められるという自信は、いくら仕事を教わっても湧いてこない。

「それで今日、初めてセレブのマダムのお宅にひとりで行って、商品をお勧めしてきたんですが、まったく気に入ってもらえなくて……。切り札に取っておいたワンピースも、ダメでした。それで、帰りに公園でへこんでいたところで、笹岡先生に出会ったわけです」

「大変だったんですね……。仕事がうまくいかないってつらいですよね」

　そう笹岡が相槌を打ってくれてから、ハッとした。

　な、なにを大漫画家先生に、赤裸々に語ってしまったんだろう!!　こんな話、聞かされても困るはず！

　あゆみは慌てた。

「で、でも、こうも思ってたんですよ。帰ってビール飲んで、『シュークリーム・ポップス』読もうって。ルナちゃんの頑張ってるとこ読んで、また頑張ろうって思えばいいって。私、あのライブの直前に水をぶっかけられて、それでもステージに走っていく、あのシーンが大好きで」

「大杉さんは」

　笹岡が突然、改まった声を出した。

「すごく美味しい料理が作れるんですね。どれも本当に美味しかった」

　卓を見ると、それぞれの料理の半分、つまり笹岡の分を綺麗に平らげてくれていた。笹岡の言葉にお世辞は入っていないようだ。

「お腹が空いていて寒くて、でも仕方ないから野宿しようと思ってたのに、大杉さんは僕に暖かい部屋とこんな美味しいご飯を用意してくれた。感謝してもしきれません」

　笹岡は深々と座ったまま頭を下げた。

「ちょ、ちょっとやめてください。普通の手料理を作っただけですよ。そんな感謝だなんて」

　最初から、コミックスにサインを書いてもらうのが狙いだった。ファン心理からやったことなのでお礼を言われると居心地が悪い。

「こちらこそ、つい笹岡さんに私の愚痴を聞かせてしまってごめんなさい。そんなつもりじゃなかったのに……」

　この点はあゆみにも不思議だった。あゆみは人を捕まえて愚痴を言うタイプじゃない。それなのに、なぜかつらつらと笹岡には語ってしまった。

　笹岡は人の心をほぐすようななにかを持っているのかもしれない。やはり、大人気漫画家は一般人とは違うのかも。

「大杉さん。食事が終わったら、ちょっと出かけませんか」

「え？」

　唐突な笹岡の誘いにたじろぐ。しかし、時計を見たらまだ十九時だった。確かにこのまま炬燵トークをするのも笹岡にはつまらないかもしれない。

　あ！　ひょっとして、こんな狭い部屋じゃなくてしっぽりと落ち着いたバーとかでお酒が飲みたいとか？　笹岡先生はネカフェやホテルには行けないけど、バーは大丈夫なのかもしれない。

「わ、わかりました。食べちゃいますね」

　あゆみは箸を進め、食事を終えた。バーに行くなら着替えた方がいいかも、と思った。

「あの、笹岡さん。私、この格好でも大丈夫ですか？」

　今日のあゆみの格好はグレーのパンツスーツだ。外から帰っても笹岡をもてなすことに精いっぱいで、部屋着に着替えていなかった。

「うん。大丈夫ですよ。タクシー呼んでもらえますか？」

　あゆみはジャケットの上にコートを羽織り、笹岡はダウンジャケットを着た。三月でもまだ寒い。

　ほどなくしてやってきたタクシーに乗り込むと、笹岡は言った。

「『西にし丸まるデパート』にお願いします」

　え、とあゆみは驚いた。西丸デパートと言えば、東条デパートの商売敵だ。

「笹岡先生、なんでデパートに。お買い物ですか？」

　怪訝な顔をするあゆみに笹岡が薄く笑った。

「大杉さんはさっき、お客様のことをセレブのマダムって言ってましたよね」

　外商の愚痴をぶちまけた時のことだ。あゆみは頷く。

「僕は、大杉さんがセレブのマダムと自分を違う人間のように考えてるように見えました」

「そりゃそうですよ。私、庶民中の庶民ですもん」

「でも、同じ人間ですよね」

　いつになく笹岡の声のトーンが熱い。なにか、伝えたい思いがあるようだ。

「はあ……」

「それを、身をもって大杉さんが経験するといいと思うんです」




　タクシーは、西丸デパート前に到着した。閉店まであと二時間弱だ。デパートのエントランスに入りながら、笹岡があゆみに聞いた。

「大杉さんが一番セレブっぽいと思う売り場はどこですか」

「婦人服……です」

「じゃあ、五階ですね」

　さっとエレベーターに乗り込んで移動して、五階のフロアに辿りつく。平日の十九時台とあって客数はまばらだ。

　しんとした売り場に流れるクラシック音楽。マネキンに着せられた服はハイブランドらしく遠目に見ても、うっすら光沢を放っている。

「じゃあ。大杉さんがいいなと思ったものを片っ端から買いましょうか」

　あゆみは目を丸くした。

「ええ！　ダ、ダメです、そんなこと！」

　突然の笹岡の提案に、声を大きくしてしまう。

「暖かい部屋と美味しいご飯を提供してくれたお礼ですよ。僕、漫画しか描けませんけど、自由になるお金は割とあるんです」

　そりゃあ、漫画が数百万部も売れていればそうだろう。しかし、かといって図々しく買ってもらっていいものか。

「で、でも。ほんとに大したことしてませんし……」

「大杉さん、これは僕の気まぐれな無駄遣いじゃないんです。お仕事のお話をうかがって、大杉さんは自分の感覚にリミッターをかけてるように思えました。この分野はダメ、と思い込んでいるような。だから、ここで自由に買い物をしてもらって、そのリミッターをはずしてほしいんです」

「リミッター……」

　確かに、そうかもしれなかった。あゆみはセレブの買い物に憧れたことがなかった。そんなにお洒落にお金をつぎ込むのなら自分は食費やお酒に使うけどなあ、と思っていた。だからデパートの正社員として最低限小綺麗にしておけばいい、と割り切っていた。

　でも……お金が制限なく使えて、ゴージャスな格好をしていいと自分にＧＯサインを出すことができたら……？

　そう、うっすらと考えた瞬間、視界が変わった気がした。

　ふっと目に入ったのは、青みがかったピンクのシャツワンピースだった。

「この色、すごく綺麗」

　ワンピースを着たマネキンに近寄り、手でそっと生地に触れる。

「うん。大杉さんは肌が白いから、そういう色味のピンクが似合うと思いますよ」

「そうでしょうか？」

「僕、カラーイラストを描くからパーソナルカラーも勉強したんです。ルナの友達のミキは日に焼けた肌色だから、鮮やかな黄色が似合うとか、ね。だから、自信を持って太鼓判、押せます」

　あゆみは目を丸くした。絵が上手な漫画家なんて、色使いのセンスもいいのだろうと勝手に思い込んでいた。いろんなことに対して、準備したり、勉強したりしている。どんな仕事も簡単なものなんて、ないのだ。あゆみは、よし、と頷いた。

「試着、してみます」

　立派なフィッティングルームに入り込み、あゆみは着替えた。

「ど、どうでしょう」

　おそるおそる、あゆみは着替えた姿を笹岡に見せた。

「うん、いいですね。似合ってる」

「お似合いでいらっしゃいますよ」

　いつの間にかやってきていた、ショップの店員が言った。四十歳くらいの落ち着いた女性だ。

「彼女に、いろいろ見せてあげてください。値段の上限は気にしないで」

「かしこまりました。そのワンピースも素敵ですが、こういったシフォンスカートはいかがでしょう。それから他にも」

　店員は次々に服を出してきてくれた。さすがハイブランド店に勤めているだけあって、持ってくる商品に的はずれなものがない。あゆみの好みをすっかり把握しているようだ。

　くるくると何着も試着して、どれも捨て難い、こんな服も着られるんだ私、と思ったあゆみは、いつの間にかハイになっている。服を着るたびに、なにかが更新されていくような、高揚感がある。

　試着した服を並べてあゆみはため息をつく。

「どれも素敵で……決めきれません」

　試着した中から一着を選ぼうとしたら、笹岡が言った。

「じゃ、全部買いましょう。量が多いから配送してもらいましょうか」

「かしこまりました。では、ここにご住所とお電話番号をご記入願えますか」

　店員は、あゆみにカードを差し出す。全部買うなんて、と目を白黒させたあゆみだったが、店員も笹岡もにこにこしている。これはなんでもないことなんだ、と言わんばかりだ。

　狼ろう狽ばいしている自分がおかしい気がしてきて、あゆみはカードに住所と電話番号を記入する。会計は笹岡がさっとカードで済ませてくれる。

「ピンクのシャツワンピースを着て帰られてはどうですか、特にお似合いでしたから」と店員に勧められる。確かに着てみたい気持ちが高まっていた。笹岡にもそれがいい、と言われあゆみは着替えることにした。着替えて、お待たせしました、と笹岡に言う。

　店員にありがとうございました、と恭うやうやしくお辞儀をされて、その店を出る。

　先を歩く笹岡の背中にあゆみが声をかける。

「あの、本当にありがとうございます。こんなにお金を使わせてしまってなんて言ったらいいか」

「いえ。好きなだけ試着して、好きなだけ買える。そんな日が人生にあってもいいでしょう。大杉さんは、こういうスペシャルな日をお客様に提供する側なんですよ。もっと自由に、もっと大胆に、お客様に商品を提案してもいいんじゃないですか」

「はい……私、苦手分野なんで、ガチガチになってました。今日のお客様……六十代のご婦人とは会ったことがなかったので、つい誰にでも似合うような、無難なものを切り札にしてしまっていました。でも今なら、もっといいものをお勧めできそうな気がします」

「試してみませんか」

「え？」

「このフロアの上も婦人服ですが、ちょっと客層の年齢が上になるんです。そのご婦人に合うものを選んでみては？」

　あゆみはこくりと頷いた。夕方、すっかり落ち込んでいたけれど、今の自分はこれまでと違うチョイスができそうな予感があった。

　早速エレベーターで上の階に行き、ショップを何軒か見て回った。あゆみの頭の中には蜂谷婦人の顔があった。すらりとした肢体も。イメージしながら服を見ていく。

　すると、あっ、と思った一枚があった。

「これ、蜂谷婦人のイメージ……」

　あゆみが立ち止まった先のマネキンは、薄いペパーミントグリーンのセットアップを着ていた。

「ああ、いいですね。爽やかで、でも落ち着きもある」

「明るい色味なんだけど、ケバくなくて品がある。こういうのをお勧めすればよかった……！」

「答えが出ましたね」

　笹岡がにっこりと笑った。

「はい。私、ちょっとやる気が出てきました。悪い方の思い込みが取れた気がします」

「よかった」

「でも、笹岡さん、なんで婦人服売り場に詳しいんですか？」

　自分の買い物だけしていたら、婦人服売り場には用がないはずだ。

「マリカ奥さん、というキャラがいて。お金持ちのご婦人なんでね。どんな服を着せたらいいかわからなくて、ここのショップに足を運んだことがあったんです。なにが役に立つかわかりませんね」

「ああ、それで……！　確かに、マリカ奥さんは、ゴージャスで素敵な服着てますよね。ちゃんと取材されるんですね、すごいなあ。あ、それともうひとつ。どうして東条デパートではなくて、西丸デパートだったんですか？」

　あゆみの家からだったら東条デパートの方が近い。それに、やはり東条デパートの正社員であるあゆみとしては、他のデパートよりも自分の勤めるデパートで買い物してほしい気持ちがある。西丸デパートには東条デパートにない魅力があるのだろうか。

「大杉さんが、普段勤めている場所だとリミッターがなかなかはずれないんじゃないかと思って。リラックスして、いつもと違う空気を味わって、買い物してほしかったんです」

　なるほど、とあゆみは思った。確かに東条デパートで買い物をしていたら、知り合いに出くわしたりと落ち着かなかっただろう。仕事と地続きな分、リセットできなかったかもしれない。

　ふと、売り場にある鏡に自分の姿が映り込んでいるのが見えた。店員から、特に似合っている、と言われたピンクのシャツワンピースを着ている。鏡の中の自分を見ると、いつもキリキリと仕事をしている自分とは違う趣があった。

　そんな気はなかったけど……意外とイメチェンしちゃったかな。

　ちょっとだけ、口元が緩んでしまった。お洒落して、なんとなく足元が軽い。ふわふわした気分だ。

　自分にこんな女性的な部分がまだあったんだ、と思わぬ発見をした気になった。

「大杉さん、これからバーで飲みませんか」

「え」

　不意に笹岡に誘われて、ハッとした。にやにやしていたのを見られてしまっただろうか。本当のところ、このまま自分の部屋に帰るのはもったいないなあ、と思っていた。お洒落した分、どこか……いつもは行かないようなところに行ってみたい。

　そんな気持ちはあった。あゆみは笹岡の顔をそっと仰ぎ見ながら言った。

「あの……笹岡先生さえよければ、行ってみたい、です」

　ものすごく甘えたことを言っているような気がして、気恥ずかしい。図々しくないだろうか。つい、気にしてしまう。

「じゃあ、そうしよう。ええと、いつも僕の行くところはダメだから……」

　店を探そうとする笹岡に、あゆみはハッとした。

「それ。その居所がバレたらダメってどうしてなんですか？　先生、どんなピンチにあってるんですか？」

　ずっと聞いてみたかったのだ。思わず笹岡に詰め寄る形になる。

「まあ、それはおいおい……飲みながら話すよ」

　あゆみは、頭をめぐらした。笹岡が行きそうにない店といえば……。

「笹岡さん、しっとりしたお店じゃないんですけど、お酒なら飲めます。そこでもいいですか？」

「ええ……有名どころじゃなかったら大丈夫」

「じゃ、ついてきてください」

　西丸デパートのエントランスで、あゆみはワンピースの上にコートを羽織った。




　地下鉄を使って笹岡を案内した店は、眩しいくらい店内が明るかった。『プリンセスカフェ』と看板にある。ドアを押して中に入るとレースがふんだんに使われた内装で、壁は白とピンクの市松模様だった。

「女子会のシメに使う店なんです。美味しいケーキとパフェがメインですけど、ちゃんとカクテルも揃っていてお酒も飲めます。ここなら笹岡さんが来るとは思われないんじゃないかと」

「た、確かに……」

　店内は女子であふれ、甲高い声が行き交っている。笹岡はたじろいだ顔をしたが、あゆみが店の奥の比較的静かな席に連れていくと、いくらかホッとしたようだった。

　あゆみはフルーティなカクテルを、笹岡はハイボールを注文した。飲み物を待つ間、くすっとあゆみは笑った。

「笹岡先生は少女漫画家だけど、やっぱりこの店に似合いませんね」

「それ、よく言われる。お前みたいな大男が、なんで少女漫画描いてるんだって」

　笹岡が敬語じゃなくなって、あゆみは少しドキリとした。お酒を飲む場所なので気持ちがほぐれたのかな、と思いながら言った。

「はい。私も、それ知りたいです」

「姉がいるんだけど、少女漫画が好きで自然と読むようになって。身内贔屓びいきになるんだけど、姉の少女漫画のセレクトがよかったんだろうね。友達から借りて読む少年漫画よりもこっちがおもしろいなあって思って」

「でも、女の子が主役になる物語って単純に男性にはハードルが高いんじゃないんですか？　想像ですけど、ルナちゃんに先生はなりきって描いているんでしょう？」

「うーん、ルナに関して言えば、すごくユニセックスなキャラだと思っていて。見た目はかわいい女の子でも、中身は少年っぽく描いてるつもりなんだ」

「ああ、わかります！　ルナちゃんが凛としてるのってそういうことなんですね。あれがカッコいいんですよ。かわいいだけじゃないルナちゃんが、私も大好きなんです」

　あゆみは思わず声を大きくして語っていた。『シュークリーム・ポップス』の話になると、ついファン気質がどかんと出てしまう。

「そう言ってもらえて、よかった。ありがとう。……あの、大杉さん、ルナをよく知る女性読者と見込んで聞きたいことがあるんだけど」

　白羽の矢が当たった！と、あゆみは背筋を伸ばした。

「はい、なんでしょう」

「ルナは……三角関係で悩んだり、するだろうか？」

「えっ、だってルナちゃんは、前からボイトレのコーチの相模さがみさんのことが好きじゃないですか」

「そうなんだ。僕はルナに一途な女の子であってほしいと思ってるんだけど。編集者が、ルナが恋に悩んだり揺れたりするところを読みたいと言っててね。そんなネームを切ろうとしたんだけど、なんだかルナじゃない気がしてきたんだよ。筆が進まないんだ。でも、締め切りに間に合わなくなるから、せっつかれているんだ」

　笹岡はしんどそうな顔をした。ずっと笹岡を苦しめているなにかがあるんだろうな、とはあゆみも思っていた。そうか、仕事でどん詰まりだったんだ。

　そこまで考えてハッとした。

「じゃ……居所がバレて困るって、編集者から逃げてるんですか？」

「そう。僕の行きそうなところにはことごとく連絡がいっていて……それで、野宿を覚悟してたってわけ」

　行きつけはチェックが入っているから、じゃあ野宿って……極端すぎる、とあゆみは呆れた。

　折りよく、飲み物が運ばれてきた。グラスをかちんと合わせて、乾杯する。カクテルをひと口飲むと、甘い中に少しアルコールが入っていて美味しかった。普段はビール党のあゆみも、たまにはこういう女の子っぽいのもいいな、と改めて思う。

　外商の仕事はともかく、デパ地下の時は男性社員と競うように働いていた。どこか自分の女性っぽさを知らぬうちに封印していたようなところがあった。

　でも、今夜は違う。ピンクのワンピースを着て、女子向けのかわいいお店で普段は注文しないようなカクテルを飲んでいる。しかも、目の前にいる尊敬する漫画家は、あゆみに女子としての意見を求めている。

　なんだか……自分が女子だっていうことを、再確認するような夜だなあ。

　もうひと口カクテルを味わってから、あゆみは口を開いた。

「あの、私は立派な編集者でもなんでもないから、いち読者の意見として聞いてください」

　笹岡は目を輝かせた。

「うん、そういう意見こそ聞きたいんだ」

「最近の傾向で主役のことを近くで見守っていた二番手の男性キャラとくっつく、という流れがあるじゃないですか」

「そうそう。同級生とか幼なじみとかね」

「私は、あれには異を唱えたいんです。主人公が初恋の男性への気持ちを最後まで貫き通す。それこそが、私は少女漫画の王道だと思うんです。主人公はずっと物語の中で頑張っているわけですよ。夢を追いかけて、恋を追いかけて。その真っ直ぐな姿に私は感動するんです。なのに、近くにいてくれたからって初恋の男を忘れるってそれ、なんか違うんじゃないですか」

「ほう」

「たとえば、普通の女の子だったら、片思いの人がいても、目の前にすごく素敵な男性が現れたら目移りしちゃうかも。でもルナちゃんは違うと思うんです。いろいろあっても相模さんが好きっていうところに落ち着くんじゃないでしょうか。一途で一本気。それこそがルナちゃんだと思うから」

　一気に言ってしまってから笹岡を見る。笹岡は顔をくしゃっとさせて笑った。今日、見た中で一番、いい笑顔だった。

「ありがとう。……僕はどうしてもルナの生みの親なので、過保護なところが出てるのかもしれない、と踏ん切りがつかなくて。僕も、大杉さんの言う通りだと思うよ。どんなにカッコいいキャラが出てきても、最終的には相模を選ぶ。それが、ルナだ」

　あゆみは、目をイキイキとさせた。自分が役に立てたことが誇らしい。自分が大好きな漫画を構築する一要素になったと思うと、深い感動がある。思わず高揚してきて、こんなことも言ってしまう。

「じゃ……読者が、ひょっとしたらルナちゃんが心変わりするかも、って勘違いしちゃうような魅力的な男性キャラを考えませんか？　もちろん、最終的には、相模さんを選ぶんだけど、ぎりぎりまで迷ってしまうようなナイスガイを」

「いいね。生の読者の意見が聞けることもなかなかないし。ちょっとやってみたいな」

　笹岡はリュックの中からノートとペンケースを取り出した。

「そのノートに、もしかして次回作のネームが描いてあったりとか？」

　目をキラキラさせて、あゆみは笹岡を見た。

「ダメ。いくら大杉さんでも読者にネームは見せないよ。企業秘密だよ」

　ちぇっ、とあゆみは少し落胆した。しかし笹岡はまったく気にせず、まず外見を……と空いたページに、さらさらと男性キャラを描き始めた。

　ぎゃー！　目の前で、笹岡ユキジが絵を描いてる！

　あゆみのファン心理は爆発しそうになる。声をあげそうになるのを、必死の思いで止める。

　それから一時間ほどは、新しい男性キャラについて、ああでもないこうでもないとふたりでアイデアを練った。

　やっとキャラが八割方できあがってきた時、店員から「そろそろ閉店なんですが……」と言われた。

　我に帰って、笹岡と顔を見合わせる。帰りますか、そうしましょう、とふたりで店を出る。




「閉店ですって言われてよかった。終電逃しちゃうところでしたね」

　乗客がほとんど乗っていない地下鉄の車両の中で、あゆみが言う。

「まあ、逃したらタクシーもあるし」

　笹岡はなにげなく言った。あゆみは思い出す。近くにいると忘れてしまうが、笹岡は年収がウン億円の人気漫画家なのだ。住む世界が違うのを、改めて感じる。

　雲の上の人なのに……一緒に炬燵に入ったり、地下鉄に乗ったり。なんだか神様にプレゼントされたような夜だ。

　つい、口元が綻ほころんでしまう。

「どうかした？」

　にやけていたのを笹岡に見られてしまった。あゆみは恥ずかしくなって、なにか話題を、と考える。そして思いつく。

「あの、普段、忙しくてできなかったことって、なにかあります？　忙しい方って、思いついたことを実際にやるのって難しいんじゃないかと思って。自宅に帰ったら、笹岡さん、また漫画漬けの毎日でしょう。せっかくだから今夜、なにかやってみるのってどうでしょう」

「やりたくて、できなかったこと？」

　笹岡は、腕を組んで考え始めた。あゆみは、すぐに答えが返ってくると思っていたが、笹岡は熟考していた。あまりにも返答が遅いので、お金があって、なんでもできちゃう人には愚問だったかしらと思ってしまう。

　すると、笹岡が言った。

「あった……あの……ちょっと恥ずかしいんだけど」

　恥ずかしそうにあゆみの顔を見る。

　え？　なにかエロいこと？　それは考えてなかった！　笹岡が、草食系なので安心しきっていた。しまった……と、焦っていたら。

「あの、プリクラ撮ってみたいんだ」

「へ？」

　間抜けな声を出してしまう。

「そ、そんなことでいいんですか？」

「いや、やっぱり、いいよ。恥ずかしい」

　耳を赤くして笹岡が照れている。あゆみは急に笹岡がかわいくなった。

「いいじゃないですか。撮りましょうよ。あれでしょ、ルナちゃん絡みでしょう」

「うん。ルナと相模がプリクラ撮るシーン、描いてやりたいんだ。ふたりとも大人だけど、なんか記念になることってしたいんじゃないかなって」

「わかりました。駅近の商店街にゲーセンがあるんです。そこで撮れます。行きましょう」

　あゆみは、笹岡をエスコートするぞ、と張り切った。




　地下鉄を降りて、商店街のアーケードの中を歩く。蛍光灯はあかあかとついているのに、誰もいなくてガラガラだ。軒先はすべてシャッターが下りている。たまに深夜営業のカフェやバーがあるくらいだ。

　派手なネオンサインのゲームセンターに入ると、大学生らしき男子が三人でゲームをやっていた。飲んだ帰りなのか、笑い声が大きくなっている。

　その横を通り過ぎ、奥にあるプリクラコーナーに行く。

「大杉さん、一緒に写って。男ひとりじゃ寂しすぎる」

　あゆみは躊躇した。自分なんかがご一緒していいものか。しかし、操作の仕方もわからないと笹岡は言い、結局ふたりで撮ることになった。あゆみのファン心理が疼うずく。このプリクラ写真、家宝にしよう。

　プリクラに落書きしたり、加工したり、やれることはひと通りやった。笹岡はこんなにいろんなことができるなんて、と興奮していた。喜んでもらえてよかった、とあゆみは満足した。できあがった写真の半分はあゆみがもらうことになった。

　笹岡とアパートまでの道を歩きながら、あゆみは言った。

「あー、プリクラなんて久しぶりに撮ったなあ。私、大学生の時以来ですよ」

「それって、まだ取ってある？」

「……はい。実家に記念になるものや思い出のものを入れてある箱があって、そこに入っています。お正月に帰った時もあったから、まだ残っていると思います」

「じゃあ、大杉さん思い出を噛みしめるタイプなんだね。思い出の品でも捨てちゃう人もいるでしょう」

「そうですね。服とか割と平気で整理できるんですけど、思い出グッズに関しては断捨離が苦手なタイプかも。つい、見返してしまいますね」

「じゃあ、プリクラを一緒に撮った人は彼氏なのかな」

　どきりとした。笹岡は穏やかなようで、いきなり剛速球を投げ込んでくるようなところがある。あゆみはちょっとだけ考えて、別に隠すことではないかと判断した。

「彼氏じゃないけど、私にお酒を教えてくれた人なんです。サークルの先輩で……遠出して一緒にその土地の地ビールを飲みに行ったり。飲み比べして、私が勝ったり。先輩は酔うとハイテンションになる明るい飲み方だったから、すごく楽しくて。お酒って酔っ払ってしまうから、以前はあんまりいいイメージ持ってなかったんですよ。でも、酔って自分の壁が壊れていくような感覚にはまってしまって。私の、酒豪時代の幕開けです」

　ピースサインをしておどけてみせたが、笹岡はなにか言いたげな顔をしている。

「先輩って男性でしょう。恋愛感情は芽生えなかったの？」

　あゆみは、ふ、と笑った。

「告白しようかな、って思っていた矢先、私の友達とくっついちゃいました」

「そうだったんだ。ごめんね。つまらないことを」

「いいんです。もう終わったことですから。でも、私とつるんでくれたのは、その私の友人目当てだったとわかった時はかなりへこみました。笑顔が素敵な人だったんですが、私に見せてくれた笑顔も友人の方に向いていたんだなあって思うと……つらくて」

　言っていて、当時の痛みが蘇るような感覚があった。もうすっかり忘れたと思っていた恋の痛手。思い出すと、こんなに鮮やかに蘇るんだ、と発見した。

「そう……かな。大杉さんに向けられた笑顔は、大杉さんのものでいいんじゃないかな。その先輩も、大杉さんといて楽しかったと思うよ。じゃないとそんなに頻繁に一緒に飲みに行ったりしないよ。大杉さんの友達に恋心は持ってたかもしれないけど、だからって大杉さんの魅力をわかっていなかった、ってことはないんじゃないかな」

　一生懸命、励まそうとしてくれるのが嬉しかった。

「ありがとうございます。でも、やっぱり男性って、かわいくてふわっとした、もろ女の子っていうタイプが好きなんでしょうね。私の友人もそういうタイプで。ああ、わかりやすく女の子やるのって大事なんだな、と思いました。遅かったですけどね」

　笹岡が腑に落ちないといった顔をして言った。

「大杉さんのどこが、かわいくてふわっとしてないって言うの」

「え？　えっとだから」

「大杉さんは、充分、女の子らしいよ。美味しい料理が作れるし、今着てるワンピースだってすごく似合っててかわいい。もろ女の子って感じなのに、自覚ないんだね」

「笹岡さん、そんなに頑張って励ましてくれなくても」

「励ましとかじゃなくて。大杉さんはかわいくて優しい。今日だって困ってた僕のことあれこれ世話してくれた。いつもこうなんでしょ。きっと大杉さんに感謝してる人、たくさんいると思う。話を聞いたら仕事だって熱心に頑張ってるし。なにより一緒にいて楽しい。最高だよ」

　一いっ気き呵か成せいに言われて、あゆみは呆然とした。

　笹岡はそんなあゆみの反応を見て、自分がなにを言ったかを理解したようだった。あくまで僕の意見ですけど、と言って俯うつむいてしまう。耳が真っ赤だ。

　笹岡の照れが伝染したようで、あゆみも顔を赤らめた。

　取り繕うように言葉を探す。

「そ、そんなこと言って、笹岡さんだって人気商売だし。かわいい女の子と出会うチャンスがあるでしょう。ファンでかわいい子だってたくさんいるでしょうし」

「ファンは僕の作品のファンなわけで、僕が好きなわけじゃないから」

　そう言う笹岡は、もう通常通りに戻っていた。

「それに、仕事に追われて女の子と知り合う余裕なんて全然ないよ。人見知りの方だし……今日だって、大杉さんに連れられてアパートに行くまで、なにをしゃべったらいいのかわからなくて心臓バクバクしてた。炬燵に入って、大杉さんのお料理を食べたらなんとなくリラックスして、しゃべれるようになったんだ」

　ああそうか、とあゆみは合点がいった。どうりであゆみのアパートに来るまで、あゆみが『シュークリーム・ポップス』がいかに素晴らしいかを語っていたのに、他人事みたいだったんだ。あれは緊張していたんだとわかった。

　人気漫画家は、意外と繊細な性格の持ち主らしい。

「やっぱり炬燵って偉大ですね。人の心をもみほぐしますね」

「足が暖かくなると、身も心もホッとするんだろうね」

　なんだか、しみじみと老夫婦のように語り合ってしまった。もう零時を回っている。これからアパートに帰って、笹岡には弟のベッドで寝てもらおう。

　笹岡が初めて会ったその日に手を出してくるようなチャラい男ではないのは、よくわかった。もしもベッドがひとつしかなかったら、床で寝ますと言いそうな紳士っぷりはすぐに想像できた。

　あとは私がなにを笹岡さんにしてあげられるか、だな……。

　サインは明日の朝、別れ際にお願いしよう。それにまだ寒い。お風呂に入ってもらって、それから就寝としよう。お風呂が沸くまでしょうが湯でも飲んでもらって、そうだそれがいい。

「笹岡さん、お風呂……」

　そう言って振り返った瞬間、笹岡は男性に羽は交がい絞じめにされていた。

「先生、やっと見つけました。この最寄駅でＧＰＳが途絶えたから張ってたんです。ぼくらから逃げ出してデートとは、いいご身分ですね」

　眼鏡にチェックのシャツ、チノパンという身なりの男性が言う。先生という呼び方から、笹岡を捜し回っていた編集者だということがわかる。

　男性の後方に、インターネットカフェの看板が見える。うかつだった。インターネットカフェの近くを編集者が張っていたのだ。

　笹岡が慌てて言う。

「加か藤とうさん、ちょっと待って。もう問題は解決したから。明日、朝イチでネーム送りますから」

「……そんなこと言ってだまそうったって」

「ほんとです。ルナが心変わりしそうになる男性キャラ、ほとんどできあがったんです。今から時間もらえれば、すぐにネーム切れます」

「本当でしょうね。じゃあネカフェで今、描いてください。僕、そばにいますんで」

　編集者の言葉に緩みはなかった。笹岡がネームを切らない限り、離れる気がない。それは部外者であるあゆみにもわかった。

　笹岡が困った顔をしてあゆみを見た。笹岡の気持ちを察してあゆみは言った。

「笹岡先生。私のことなら気にしないでください。今日は、楽しかったです。ありがとうございました」

　あゆみは、深く頭を下げた。足元の地面を見ながら心の中で、夢の時間は終わるんだなと、思った。

「こっちこそ、あの……」

　笹岡が口をぱくぱくさせる。

「ありが、とう」

　それだけやっと言うと、編集者に引っ張られてインターネットカフェへ入ってしまった。自動ドアが閉まってしまうと、もう笹岡の後ろ姿すら見えない。

　それでもしばらくの間、ジッとインターネットカフェの店先をあゆみは見ていた。

　十分ほど過ぎて踏ん切りがついた。アパートへ帰る途中、あっと言って立ち止まった。

「コミックスにサイン、もらえなかった……」




　一週間後。あゆみはうきうきとした気分で、酒屋でビールを選んでいた。今日、蜂谷婦人のところに行って、リベンジを果たすことができたのだ。あゆみが選んで持っていった初夏向けの洋服のほとんどを、蜂谷婦人は気に入ってくれた。

『急に私の好みがわかるようになったのね。どうして？』

　蜂谷婦人から、不思議そうに言われた。

『すごい仕事をしている方と知り合って、私の悪い思い込みを解いてくださったんです。ガチガチに固くなっていた頭をほぐしてもらったというか……』

　ふーん、と蜂谷婦人は呟いて、にやっと笑った。

『頭だけじゃなくて、心もほぐしてもらったんじゃないの？』

『え、あ、はあ』

『隠したってわかるわよ。その人、男の人でしょう。惚れちゃった？』

　あゆみはリラックスしていたのに、がち、と固まってしまった。

『めめめ、滅相もない！　私とは、住む世界が違う人ですから』

　手をぶんぶん振って否定した。顔がいつの間にか赤くなっている。

　もう、どうしちゃったの、私ったら！

　自分を制御するのにいっぱいいっぱいになっていると、蜂谷婦人が言った。

『残念ねえ。若い子の恋バナ聞くの大好きなんだけど。まあ、いいわ。来月もあなた、来てくれる？　お中元の相談にのってくれないかしら』

　赤かった顔が一気に冷め、正気に戻った。

『ありがとうございます！　準備してまいりますっ！』

　あゆみは深々とお辞儀をしてお礼を言った。先週と同じく、撃沈するかもしれないという恐れがあった。やっぱり担当は他の人とチェンジして、と言われる可能性だってあった。それがあゆみを指名してくれて、大事な贈答品となるお中元の相談にまでのってほしいというのだ。

　予想をはるかに上回る結果だった。

　そして今、ビールを晴れやかな気持ちで選んでいる、というわけだ。見かけない銘柄のビールがあった。

　あ。こんな珍しいの、見せたら喜ぶんじゃないかな。

　自然に、そんな気持ちが湧いた。頭に浮かんでいるのは、はにかむような顔をして笑っている笹岡だった。

　あんなに何度もあゆみの料理を美味しいと言ってくれた。叶うことなら、またうちの炬燵で一緒に飲みたい。あの時はあるもので、ざっと作ったお惣菜だった。もし今度があるのなら、笹岡の好みをもっとしっかりリサーチして、ばばーんとすごい料理を作って驚かせたい。

「……なんて思っても、無理か」

　あゆみはひとりごちて、手にしたビールを籠に入れる。支払いを済ませて、真っ直ぐアパートに帰る。

　部屋に入ると、望がポテチを食べながらゲームをしている。

「もう、夕飯前にお菓子、食べないでよ」

　ビールを専用冷蔵庫にしまいながら、あゆみが言う。

「笹岡大先生と遊んで、弟をハブにした姉の言うことは聞きません」

　そう言いながらも望はゲームをする手を止めない。

「それは、あんたがスマホの電源切っちゃうのがいけないんでしょ。どうやって連絡取れって言うのよ」

「しかも、コミックスにサインしてもらってないなんて、なんて不出来な姉だろう」

　わざとらしく棒読みで言うのが憎らしかった。

「しょうがないでしょ、もてなすのに必死だったんだから。私だって欲しかったわよ、サイン」

　そうなのだ。自分でも、なんでさっさとサインをもらわなかったのだろうと思う。胸の内で何度も繰り返すうちに、その後悔は、いつの間にか〝なんで連絡先交換しなかったんだろう〟に変わっていた。

　自分とは住む世界が違う。でもほんの少し交わったところもあった。あの晩、編集者に笹岡を奪われなければ、もっと違った展開があったかもしれないのに……。

「姉ちゃん、メシ」と望に言われて、あゆみはのろのろと台所へ向かった。




　数日後、あゆみは朝一で上司に呼ばれた。なにかポカやったっけ、とびびっていると、上司はご機嫌で「ご指名があったぞ」と言ってきた。

「指名……私に、ですか」

　外商部に来て、まだ一カ月も経っていない。成績なんてまだまだだ。なのに、なぜ？

「地下でビール売ってた時のファンじゃないか。とにかく外商の大杉さんに来てほしい、って言われたんだよ。八や坂さか様っていうお客様なんだが、このリストもＦＡＸで送られてきた」

　そう言って差し出されたリストを見ると、高級ワインの名前がずらりと並んでいる。売り上げをざっと計算してみたら、とんでもない高額でくらっとした。それにしても八坂様とは、記憶にない名前だ。

「お客様なんてどこでどう繋がるかわからないからなあ。お前を地下から引っ張ってきてよかったよ。ま、早速品物を揃えて、今日中にうかがえ。八坂様は今日がいいそうだ。リストの商品がすべて揃わなくていいから、とにかく今日中になる早で、とのことだったぞ。きっと忙しい方なんだろう」

「わ、わかりました。商品を揃えてうかがいます」

　あゆみは地下の売り場へすっ飛んで行き、勝手知ったる元の職場でさっとリストのワインを揃えた。売り場の男性スタッフに手伝ってもらって、ワインを台車で車に運び、八坂様のお宅まで急ぐ。

　ナビの通り運転し到着した八坂邸の前で、あゆみはぽかんと口を開けた。これまでもデパートの上得意のお宅に何度も足を運んでいた。でも、こんなにとんでもなく大きなお屋敷は初めてだった。

　あゆみは青ざめた。どうしよう、粗相でもしたら大変なことに……！　ドキドキしながら、ワインの箱を台車に移そうとする。すると、門が開く気配がした。あ、きっとお手伝いさんだ、とあゆみは笑顔を作り、振り返った。

「お世話になります。東条デパートの大杉と――」

　申します、と言いかけて固まった。そこには、髪の毛がぐしゃぐしゃで、インクやスクリーントーンの切れ端のついたスウェットを着た笹岡が立っていた。

「笹岡さん！」

　思わずワインの箱を落としそうになるのを、笹岡が両手で受けてくれた。

「よかった、割れなくて」

　にっこりと笹岡は笑った。ゆっくりとワインの箱を門の横に下す。あゆみは動揺したまま言った。

「どうしてここに？　だってここは八坂さんのお宅で」

「あ、僕、笹岡はペンネームなんだ。本名は、八坂文ふみ緒お」

「は、はあ……」

　まだ、狐につままれたような気持ちしかない。あゆみは口を開けたままだ。

「あの後、大杉さんに連絡を取ろうと思ったんだけど、締め切りに追われてて。今朝、やっと原稿が仕上がったんだ。ルナの心が揺れる回の。自分でもうまくいって嬉しくて、大杉さんに伝えたくて、でも大杉さんの連絡先、知らないし。僕、方向音痴だから、大杉さんのアパートまでの道も怪しくて。それで思いついたんだ。外商の客になればいいって。東条デパートの大杉さん。それははっきり覚えてたから」

　そう言って笹岡は胸を張った。あゆみは、なんて言ったらいいかわからず固まっていた。それを見て、笹岡が心配そうな顔をした。

「大杉さん、ごめんね、やっぱり、ワインの注文はよくなかった？　ビールよりも高価な方がいいかと思ってワインにしたんだけど……」

「そ、そんなことないです！　高級ワインをこんなにたくさん……！　ありがとうございます、上司も大喜びしてました」

「……大杉さんは、嬉しくないの？」

　笹岡が、耳のたれた犬のような、悲しそうな顔をして言った。

「う」

　言葉が詰まった。あゆみの涙腺がぶわっと壊れた。

「嬉しくないわけないじゃないですか！　もう会えないって思ってたんですからあ！」

　ぼたぼたと涙をこぼしてしまう。笹岡は泣き顔のあゆみにおろおろした。

「な、泣かないで、大杉さん」

　ううっとあゆみはしゃくり上げ、なんとか涙をこらえた。

「笹岡さんは……私に、会いたかったんですか？」

「ええ。とても」

　落ち着いた声で笹岡は言った。

　笹岡はスウェットの袖で、あゆみの頬の涙を拭ってくれた。

「大杉さんが、大好きだから、また会いたかったんだ。どんな手を使ってでも」

　あゆみはまた涙が止まらなくなった。涙声で私も、と言うので精いっぱいだった。




　一年後。

「うーん、このワインも美味しい……」

　舌に転がる美味しさにあゆみは唸うなった。笹岡の屋敷のリビングにあるソファの上で寛くつろいでいた。

「出会った時はビール党だったのになあ。あゆちゃん」

　仕事を終えて、シャワーを浴び、着物姿になった笹岡が言った。いつも仕事が一段落すると、笹岡は着物を着る。オンとオフの切り替えになっていいのだそうだ。

「ビールも美味しいのよ。やっぱ生ビールって最高だもん。でも最近はワインも捨て難いというか……」

　あゆみは、仕事が終わった後の笹岡とお酒を飲むのが大好きだ。ひと仕事終えた漫画家はいつだって輝いて見える。

「あ、冷蔵庫にもらいもののチーズが」

　笹岡がそう言って立ち上がると、ソファの足元に置いたバッグに足がひっかかった。あゆみのバッグだ。中身がばらばらとこぼれる。

「あ、ごめん、ごめん」

　笹岡が中身をバッグにしまおうとすると、ぴたりと動きが止まった。くくっと肩を震わせて笑っている。

「あゆちゃん、こんなのいつも持ち歩いてるの？」

　さっとあゆみに見せたのは、『シュークリーム・ポップス』の第一巻だった。

「あ、そ、それは。だって、お守りなんだもん……」

「お守り？」

「そう。それにサインしてほしくて頑張ったから、今、ユキジさんと一緒にいれるの。その時の気合の入った気持ちを仕事にも活かしたくて。だからお守りみたいにバッグに入れてあるの」

　あゆみは笹岡の手からコミックスを手に取り、表紙の次のタイトルページに書かれた笹岡のサインをうっとりと見る。笹岡と付き合うことになって、真っ先に笹岡にしてもらったのが、このコミックスへのサインだ。

「そうだったんだ」

　ソファに座るあゆみに、腰をかがめて笹岡がそっとキスをする。微かな触れ合いだったキスがだんだん深くなっていく。あゆみがわずかに唇を開けると、笹岡の舌が入り込んできてお互いの舌が絡む。ソファの背に預けた身体が、笹岡の重さでなおソファに沈んでいく。キスが終わるとギュッと抱き合う。着物の前をはだけさせて、裸の胸に頬を寄せる。笹岡の匂いを感じた。

　ひとしきり戯たわむれて身体を離すと、笹岡が改まった顔をした。ソファテーブルの上には、いくつも高級店の紙袋が置かれていた。編集者の差し入れやファンからのプレゼントまであるので、なかなか整理がつかないのだ。

　その中でも小さな紙袋を引き寄せて、笹岡が言った。

「それじゃ、これもお守りに加えてくれない？」

　紙袋から箱を取り出し、あゆみの目の前でぱかりと開けた。

　箱の中から現れたのは、大きなダイヤの指輪だった。

「え……！」

　サプライズにしては大きすぎる、とあゆみは言葉を詰まらせた。

「こんなタイミングでごめん。あゆちゃんと僕の休みを合わせて、ホテルのディナーで、とかやってたら半年先になっちゃうでしょ。でもそのうちにイケメンの営業マンがあゆちゃんを攫っちゃうんじゃないかって気が気じゃなくて。付き合いだしてから一年目の今日、プロポーズすることにしました」

「今日が一年目って覚えてくれてたんだ」

　仕事に忙殺されて、しんどいばかりの日々の笹岡がちゃんと覚えていてくれた。あゆみはストレートに嬉しかった。改めて言うよ、と笹岡が言った。

「僕と、結婚してください」

「はい。私を、笹岡さんのお嫁さんにしてください」

　笹岡と結婚するとなると、外商の仕事はどうしたらいいだろう。それに子供のことだってある。これから考えることがいっぱいだ。

　でも、大丈夫。ふたりならきっとやっていける。

　腕を回して、あゆみの方からキスをした。
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